http://www3.pioneer.co.Jp/ 

お買い上げの製品について、上記 URL 「お客様のページ」でお客様登録を 
お願いしまず。 

この「お客様のページ」は、お客様とのコ S ュニケーシヨンを目的とした 
ウェブサイトです。新規登録されたお客様には ID • パスワードを発行させて 
いたださ、新製品のカタ□グや取扱説明書のダウン□ー ド、メールマガジン 
の購読など各種サービスをご利用いただけまず。 




リモコン参ち/巧術資料 


ホ—ムシアタ—入門る部のち抑接続昼本操作応用操作設定いろいろな機能 



準備 


まを上のご注意 


を全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

ご使用の前にこの r を全上のごま意」をよくお読みのラえ、正しくお使いくだをい。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま全に 
正しくお使いいただを、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止ずるために、いろいろな絵 
表示をしていまず。その表示と意味は次のよラになつ 
ていまず。 

巧客をよく理解してか5本夕をお読みください。 


給表示の例 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び 
死こまたは重傷を負ラ可能性が想定されるの客を示し 
ていまず。 


A を意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
損害を負ラ可能性が想定される内容および物的損害の 
みの凳生び想定されるの客を示していまず。 


A 

(S) 

を 


A 記号はま意(警告を含む）しなければな5 
ない内容であることを示していまず。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場合は感 
電ま意)が描かれていまず。 

0記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止巧客(を図の場 
合は分解禁止)が描かれていまず。 

♦ 記号は行動を強制したり指示ずるの客を 
示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか6巧け)が描かれて 
いまず。 


A 警告 


異常時の洒置 


を 

プラグを巧け 


♦ 万一煙び出ている、変なにおいや音びする 
などの異常状態のまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。すぐに機器本体の電 
源スイツチを切0、必ず電源プラグをコン 
セントから抜いてください。煙び出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼< 
ださい。お客様による修理は危険ですから 
絶対おやめ < ださい。 


を 

プラグを巧け 


♦ 万一内部に水や異物等び入った場含は、ま 
ず機器本体の電源スイツチを切0、電源プ 
ラグをコンセントから抜いて販売店にご 
連絡ください。そのまま使用すると乂災 • 
感電の原因とな0ます。 


を 

プラグを巧け 


♦ 万一本機を落とした0、カバーを破損した 
場合は、機器本体の電源スイッチを切0、 
電源プラグをコンセントか5巧いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用すると 
乂災•感電の原因とな0ます。 


設置 


を 

プラグを巧け 


♦ 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金属物び付着している場合は、電源プラ 
グを抜いてか5乾いた巧で取り除いてく 
ださい。そのまま使用すると乂災•感電の 
原因となります。 
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0 

禁止 


電源コードの上に重いちのをのせた0、 
コードび本機の下敷さにな5ないよラに 
してください。また、電源コードび引っ張 
5れなしはうにしてください。コードび傷 
ついて、火災•感電の原因となります。コー 
ドの上を敷物などで覆ラことによ0、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことび 
あります。 


0 

禁止 


• 放熱をよくするため他の機器、壁等か5間 
隔をとり、またラックに入れる時はすき間 
をあけてください。また、次のよラな使い 
方で通風孔をふさびないで<ださい。内部 
に熱びこもり、火災の原因となることがあ 
0ます。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

^押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に巧し込む。 

-►じゅラたんやふとんの上に置く。 
テーブルク□スなどをかける。 


0 

禁止 


着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
が付属している場合のごミち意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使巧 
することを目的とした専用部品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使用した場合、発熱によ0火災 • 
感電の原因となることびあります。また電 
源コードは本製品に付属のちの！;^外は使 
用しないでください。他の電源コードを使 
用した場合、この機器の本来の性能げ出な 
いことや、電流容量不足による発熱か5 乂 
災•感電の原因となることびあります。 









準備 


使用廣境 



水めれ禁止 


この機器に水び入ったり、说らさないよラ 
にごま意ください。火災•感電の原因とな 
0ます。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用 
は特にごを意ください。 


(§) 

風呂場•シャヮー 
室での使用禁止 


風呂場•シャワー室等では使用しないでく 
ださい。火災•感電の原因とな0ます。 


0 - 

100 VL リ外禁止 


表おされた電源電圧（交流1日0ボルト 
已0/目日 Hz ) じ(外の電圧で使用しないで 
ください。火災•感電の原因となります。 


0 

禁止 


この機器を使用でさるのは曰本国内のみで 
す。船舶などの直流 (D C ) 電源には接続し 
ないでください。火災の原因となります。 


使用方法 



水めれ禁止 


本機の上になびん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器またはルさ 
なを属物をおかないで < ださい。こぼれた 
り、中に入った場合、火災•感電の原因とな 
0ます。 


權) 

めれ手禁止 


城れた手で(電源）プラグを抜さ差ししな 
いでください。感電の原因となることがあ 
0ます。 


0 

禁止 


本機の通風孔などから、内部に金属類や燃 
えやすいものなどを差し込んだ0、落とし 
込んだりしないでください。火災‘感電の 
原因となります。特にお子様のいるご家庭 
ではごま意ください。 


分解禁止 


• 本機のカバーをがしたり、改造したりしない 
でください。巧部には電圧の高い部分びあ 
り、乂災•感電の原因となります。内部の点 
検•整備•修理は販売店にご依頼ください。 


0 

禁止 


電源]-ドを傷つけたり、加工したり、無理 
に曲ブたり、ねじったり、ひっぱったり、加熱 
したりしないでください。コードガ顺損して 
乂災•感電の原因となります。]-ドび傷ん 
だら(芯線の露出、断線など)、 P 及売阁こ交換 
をご依頼ください。 



雷び鳴0出した5アンテナ線や電源プラグ 
には触れないでください。感電の原因となり 
ます。 


0 

禁止 


製品に付属の霞 li ] ンセントロま、そのパネ 
ルおよび取扱説明書に表示された容量を超 
える消費電力を持つ電気機器を接続しない 
でくださし'»。火災の原因となります。 
電熱器具、 ヘアー ドライヤー、電麵理器な 
どは接続しないでください。また表示してあ 
る電力し:■(巧であっても、霞原を入れた樹こ大 
電流の流れる機器などは接続しないでくだ 
さい。 


A 注意 


設置 


〇 

必ず巧う 


電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完全 
ですと発熱したり、ほこりび付着して火災 
の原因となることびあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することびあ 
ります。 


A 

ま意 


キャスター付きの場合にはキャスター止 
めをして< ださい。動いた0、倒れた0し 
てけびの原因となることびあ0ます。 


A 

注意 


テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場合は、香々の機器の取扱 
説明書をよく読み、電源を切り、説明に 
従って接続してください。また、接続は指 
定のコードを使用してください。 


0 

禁止 


電源プラグは、根元まで差し込んでもゆる 
みびあるコンセントに接続しないで<だ 
さい。発熱して乂災の原因となることがあ 
ります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼して < ださし、。 


0 

禁止 


ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ちた 
り、倒れた0してけびの原因となることび 
おります。 


0 

禁止 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこりの多い場所に置かない 
でください。火災•感電の原因となること 
びあ0ます。 


A 

ま意 


電源を入れる前には音量を最小にしてく 
ださい。突然大さな音びでて聴力障害など 
の原窗となることがあ0ます。 


0 

禁止 


本機の上に重いものや外枠か5はみ出る 
よラな大さなちのを置かないでくださし、。 
バランスびくずれて倒れたり、落下してけ 
がの原因となることびあります。 


0 

禁止 


本機の上にテレビを置かないでくださし、。 
放熱や通風び巧げ5れて、火災や故障の原 
因となることびあ0ます。(取扱説明書でテ 
レビの設置を詔、めている機器は除さます。） 
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準備 


異常時の洒置 


9 

♦ 電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ 
張5ないでください。コードび傷つさ乂 
災•感電の原因となることびあります。必 
ずプラグを持って抜いてください。 

§ 

• 電源コードを熱器具に近づけないでくだ 
さい。]-ドの被ふくび溶けて、火災•感電 
の原因となることびあ0ます。 

を 

プラグを巧け 

• 移動させる場含は、電源スイッチを切〇必 
ず電源プラグをコンセントか5おさ、外部 
の接続コードをがしてか5、巧ってくださ 
し、コードび傷つさ火災•感電の原因とな 
ることびあります。 

§ 

• 本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないで<ださい。倒れた 
0、落下してけびの原因となることびあり 
ます。重い場合は、持ち運びは2人！; LL で 
行ってください。 

舍 

• アンテナエ事には技術と経験び必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

^送配電線か5離れた場所に設置してくだ 
さい。アンテナが倒れた場合、感電の原因 
となることびあ0ます。 

一巨 S ， C S 放送受信用アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取りつけてく 
ださい。 

§ 

♦ 窓を閉め切った自動車の中や直射日光が 
当たる場所など異常に温度び高くなる場 
所に放置しないでください。火災の原因と 
なることびあ0ます。 

使巧方を 


§ 

• ディスクを使用する機器の場含、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しないでください。ディス 
クは機器内で高速回転しますので、飛び 
散ってけびの原因となることびあります。 

§ 

■ レーヴーを使用している機器では、レー 
ヴー光源をのぞきこまないでください。 
レーヴー光が目に当たると視力障害を起 
こすことびお0ます。 

§ 

• 長時間音び歪んだ状態で使わないで<だ 
さい。スピーカーび発熱し、乂災の原因と 
なることびあ0ます。 

§ 

• 本機に乗ったり、ぶら下がったりしないで 
ください。特にお子様はごミ主意ください。 
倒れたり、こわれた0してけびの原因にな 
ることびあります。 


A 


禁止 


♦ お子様びカセットテープ、ディスク挿入 □ 
に、手を入れないよラにごを意ください。 
けがの原因になることがあ0ます。 


A 

ま意 


• ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上 
ばすざないよラにごミ主意ください。ちを刺 
激するよラな大きな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪い影響をちえることがあ 
0ます。 


を 

プラグを抜け 


• 旅などで長期間、ご使用にな5ない時は 
ま全のためおず電源プラグをコンセント 
か5抜いてください。 


電洒 


0 

禁止 


• 指定!^: W の電池は使用しないでください。 
また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しないでください。電池の破裂、液われに 
より、乂災 • けびや周囲を'用損する原因と 
なることびあ0ます。 


A 

ま意 


• 電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プ 
ラス(十)マイナス (一) の向さ）にミ主意し、表 
示通0に入れてください。間違えると電池 
の破裂、液ちれにより、 火災 .けびや周囲を 
巧損する原因となることがあ0ます。 


〇 

電池を取出せ 


■ 長時間使用しない時は、電池を取り出して 
おいてください。電池か5液びをれて火災、 
けび、周囲を巧損する原因となることがあ 
0ます。をし液びをれた場合は、電池ケース 
についた液をよくふさとってか5新しい電 
池を入れてください。また万一、われた液び 
身体についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


0 

禁止 


• 電池は加熱した0分解したり、火や水の中 
にいれないでください。電池の破裂、液もれ 
により、火災、けびの原因となることがあり 
ます。 


保守■点巧 


A 

ま意 


己年に一度く 5いは内部の掃除を,服売ちな 
どにご相談ください。内部にほこりびた 
まったまま、長い間掃除をしないと乂災や 
故障の原因となることびあります。特に湿 
気のをくなる梅雨期の前に行ラとより効果 
的です。なお掃除費用については販売店な 
どにご相談ください。 


を 

プラグを巧け 


お手入れの際はま全のために電源プラグを 
コンセントから抜いて行ってください。 
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付属品を巧認する 


準備 




セツトアップ用マイク 



電源コード 



マイクスタンド 


• 保証書 

• ご相談窓□-修理窓 □ 
のご案内 

• 取扱説明書(本書） 


設置について 



放熱のため本機の上に物を置いたり、布 
やシートなどを被せた状態でのご使用は 
絶対におやめ<ださい。異常発熱により 
故障の原因となる場をがあります。 
ラックなどに設置する場をは、上部に 
20 cm 似上空間をあけてください。 



リモコンに電池を入れる 




電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂する危険性があります。1；/下の点につ 
いて特にご注意ください。 


• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

. 乾電池には同じ形がでち電圧の異なるちのがあります。種類の違ラ乾電池を通ぜて使用しないで<ださい。 

• 長い間 （1 力月政上） U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出して<ださい。 

液漏れを起こしたときは、ケース内についた液をよく拭き取ってから新しい乾電池を入れてください。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治体の指示(条例）に従って処理してください。 


斗^ メモ 


U モコンの操作範囲が極端に狭くなってさたら、電池を交換して<ださい。 

電池を交換する際は、なるべく已分じ(内に行ってください。それ政上では、 U モコンの設定が 
解除される可能性があります。巧度 U モコンの設定を行ラ場合は、「他機器を操作するための 
U モコン設定」をご覧ください旧8ぺージ)。 
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応用操作 


マルチチャンネル入力の再生 . 

LUNK で接続した機器を再生する . 

リスニングモードのオプション機能 . 

□□PRO LOGIC llx MUS にモードに 

音響効果を加えて調整する . 

Neo : 目 MUS にモードに 

音響効果を加えて調整する . 

ADVANCED SURROUN 肝ードの 

効果を調整する . 

スピーカーの出カレベルを調整する . 

バーチャルサラウンドバックモードの選択 . 

便利な音声再生のための機能 . 

ルさな音でも聴さ取りやすくする 

(ミッドナイト/ラウドネス） . 

ステレオ再生時の低音/高音を調整する 

( I ンコント □- ル） . 

セ U フやボーカルの音をさわ立たせる 

(ダイア□グエンハンス;<ント） . 

アナ□グ入力信号の歪みを低減する . 

その他の機能 . 

消音 （ MUTE ). 

表示部の明るさ調整 （FL DIMMER ). 

ス U —プタイマーの設定 （ SLEEP ). 

スピーカーシステム A / 目の切り換え . 

ヘッドホンを使ラ . 

録音/録画をする . 

ラジオ放送を聞く . 

放送の受信のしかた . 

周波数を直接入力して選局する 

(ダイレクトアクセスチューニング） . 

FM の受信状態が悪いとき （ MPX モード） ...... 

放送局を記憶する（ステーション;<モリー）.... 

記憶した放送局を呼び出す . 

放送局に名前をつける（ステーションネーム) 


スピーカーの接続 . 

スピーカーインピーダンスの切り換え 
映像機器の接続について 

(パイオニアビデオコンバーター） . 

TV (モニター）の接続 . 

□ VD プレーヤーの接続 . 

曰. Ich アナ□グ接続 . 

i . LINK 対応機器の接続 . 

□ VD レコーダーやビデオデッキの接続. 

前面端子を使った接続 . 

目 S / CS / 地上デジタルチューナーの接続 

その他のソース機器との接続 . 

アナ□グ音青機器の接続 . 

デジタル音声機器の接続 . 

アンテナの接続 . 

外部アンテナの接続 . 

電源コードの接続 . 


基本再生 . 

ANAL 日 G / D に ITAL 信号の切り換え 


U モートコント□-ル . 

アンプコント□ール部 . 

チューナーコント□ール部…. 
テレビ/他機器コント□-ル部 

フ□ントパネル . 

フ□ントパネルドア内部 . 

フ□ントパネル表示部 . 

U ァパネル . 

接続コードについて . 


設定 


システムセットアップについて . 已已 

システムセットアップの設定項目一覧 . 已日 

MCACC の詳細と効果 . 56 

設定項目の選択 . 曰7 

Suit Back System 

(サラウンドバックシステムの設定） . 已8 


U モコンに電池を入れる . 已 

本機の特長〜こんなことができます〜 ... 8 


ホームシアター乂巧 


ホームシアター入門 . 9 

ステップ]接続する . 10 

ステップ2再生する . 12 

ステップ3設定する . 13 

困ったときく QSiA >. 18 


を部のち顿とはた6を 


目次 



ま全上のごを意 . 2 

付属品を確認する . 已 


ま全上のごを意 . 2 

付属品を確認する . 已 


U スニングモードの選択 . 38 

EXTENDED モードの選択 . 40 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン E 日 

(周波数特性の補正）の選択 . 41 


昼本操作 


る機器の接続 


2 2 3 3 4 4曰曰6 6 6 77888890011 1 2 2 3 4 
4 4 4 4 4 4444 4 4 4444444曰曰曰5 曰己己己己 


6 7 
2 2 


89900112233445 

22233333333333 


6 7 
3 3 


99001234日 
112222222 


6 

























































































目次 


モ:]ジ 


他機器を操作するための U モコン設定 . 88 

他機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す 

(プ U セット]-ド’設定） . 88 

他機器の U モコン操作を本機の U モコンに登録する 

(学習モード） . 89 

ダイレクトフアンクシヨンモードを設定する . 90 

U モコンの登録操作の解除と設定全辭除 . 91 

他磯器のリモコン操作一賣表 . 92 


参ち/巧術資料 


スピーカーの配置について . 93 

サウンドフォーマットについて（用語解説） . 94 

音声記録方式について . 94 

再生ち式について . 94 

ドルビー . 95 

MPEG-2 AAC. 96 

DTS. 96 

THX. 97 

パイオニア独自のサラウンドモード 

(ADVANCED SURROUND). 98 

U スニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧.. 99 

LLINK について . 100 

LUNK ネットヮーク . 101 

工場出荷時の設定一覧 . 102 

設定オールリセット . 102 

仕様 . 103 


困つたとを 


故障かな？と思った5 . 104 

音について . 104 

サブウーファーの接続/再生について . 105 

映儘について . 10己 

操作について . 106 

インジケーター/表示について . 107 

MCACC (音場補正）について . 108 

システムセットアップでの MCACC (音場補正）時に 

表示される火ッセージの意味 . 108 

LUNK 接続/再生について . 109 

LUNK 関係の表示部の方ッセージの意昧 . 109 

保証とアフターサービス . 110 

さ< し Vv . 111 


スピーカーの応用接続 . 

フ□ントスピーカーの Bi-Amp 接続 . 

Second Zone 

(別エ U アでのステレオ再生）接続 . 

マルチルーム機能 . 

マルチルームの接続 . 

マルチルームの設定 . 

本機でマルチルームの操作をする . 

旧レシーノ く一を使ってのマルチルームの操作 

プ U アウトを使ったパワーアンプの接続 . 

他のパイオニア機器の操作 . 

ノ くイオニアのプラズマディスプレイとの連動操作 
プラズマディスプレイとの接続 ..... 

SR+ Setup 健動モードの設定） 

連動モードの実行 . 


AUTO MCACC (サラウンドの自動設定） . 

MANUAL MCACC (詳細なサラウンドの設定）.… 
Fine 加 Level 

(スピーカー出カレベルの詳細な設定） . 

Fine 加 Distance 

(スピーカーまでの距離の詳細な設定） . 

アコースティックキヤ U ブレーション EQ 

(視聴環境の周波数特性の補正） . 

Manual SP Setup 

(聴感によるサラウンドの設定） . 

Speaker Setting 

(スピーカーシステムの設定） . 

Crossover Network 

(ク□スオーバー周波数の設定） . 

Channel Level 

(スピーカー出カレベルの設定） . 

Speaker Distance 

(スピーカーまでの距離の設定） . 

Input Assign (入力に関する設定） . 

Digital Input (デジタル入力の設定） . 

Component Input 

(コンポーネントビデオ入力の設定） . 

i.LINK Input り. LINK 入力の設定） . 

Other Setup (その他の設定） . 

DRC Setup 

(ダイナミックレンジコント□ールの設定） . 

Dual Mono Setup 

(デュアルモノラル音声の設定） . 

LFE ATT Setup(LFE アッ テネーターの設定 ）… 
1 2V Trigger Setup 

(12 V 卜 U ガー対応機器の連動設定） . 

SACD GAIN SetupfSACD ゲインの設定）……. 


I いろいろな機能 


8 8 8990123344 5 7 
77 777888888888 


89 9 〇 1 己 己 7 8 900 12 3 3 4己 67 
己己 曰 6 6 6 6 6 6 6 7 7 777 7 77 77 











































































本 11 の Jtg 長〜こんなことびでをます〜 


高音質-を機能な本機 VSX - AX 3 i のまな特長をまとめました。「本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や操作 
を楽しんでいただけます。 


1 MCACC を搭載 

聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル 
(サラウンド）の設定を自動化しました。レコーディ 
ングスタジオの現場で行われる調整技術を家庭内で実 
現するた故、音場を正確に測定し、チャンネル間の空 
間情報の歪みを補正します。 


2 THX SELECT の認証を取得 

本機は、取得のための厳しい規格基準をク U アして 
riHX SELECT 」 規格の認証を受けました。 THX 認 
定映画館と同等の再生環境を、ホームシアターで実現 
するための音場補正機能が搭載されています。 


3 i 丄 INK (アイリンク）端子を搭載 

DVD オーディオや SACD の高音質マルチチヤンネ 
ル再生がケーブル]本で手軽に楽しめます。 


4 その他の主な特長 

•新デバイス 「Advanced Direct Energy MOS 
FETJ を搭載 

圧倒的な力感と八イスピードな音を両立させる新出 
カデバイスを、 7 ch すべてに搭載しました。 

•あ5ゆるデジタル音声フォーマツトに対応 
「 DTS 9 目/24」、 「 MPEG -2 AAC」、「Dolby Di 呂 ital 
EX」、[Dolby Pro Logic llxj .「 DTS - ES 」 などの 
再生に対応したデコーダーを搭載しています。 
.パイオニアビデオコンバーターを搭載 
映像コード接続の自由度が広がり、伝送□スのかな 
い接続を可能にします。 

• 新デザイン LCD リモコンを付属 
•省エネルギー設計 

待機時消費電力日.48 W の省電力設計です。 


な 


本書の掲載ページ 

R13 

「AUTO MCACC 
(サラウンドの自動設定)」 

R41 

「 アコースティックキヤ U ブレー 
シヨン EQ 

(視聴環境の周波数特性の補正)」 




P.94 

「サウンドフ オーマツ トについて」 


な 


R30 

n . LINK 対応機器の接続」 

R72 

「 i . LINK 入力の設定」 




R94 

「サウ ン ドフ オーマツ トについて」 

R28 

「映像機器の接続について」 


MCACC (Multi Channel ACoustic Calibration system) とは 

パイオニアのアンプとしての設計思想であるマルチチャンネルステレオフォニック思想を深化させる上で、実 
隙の制作現場の技術ちへのヒア U ングを国内外問わず、徹底的に巧ってさました。その中か5、特に映画制作 
のスタンダードを確立したルーカスフィルム社と、音楽レコーディング業界の最高峰エアースタジオ社（□ンド 
ン）の技術陣営との対話から、特にこれまで現実び困難であったアコースティックな環境補正を巧ラために、「一 
般家庭でわ簡単かつ高精度にスタジオと同等の調整を行えること」を目標として、当社研究所で4年の歳月をか 
けて開発したのび、 MCACC(Multi Channel ACoustic Calibration system ) です。この機能により、本機 
ではスタジオ環境に近似した高精度な音場の自動解析処理と最適補正を可能としました。 






まずはほつてみましよう 



本章 r ホームシアター入門」をご覧いにだくだけで、簡単にマルチチヤンネル巧生を楽しむことがでさます。 






J 


V 


スブッブI接続ずる 
スブッ:ぉ再生ずる 
スブッブ3設定ずる 

困ったとき (Q&A) 


「テレビ/ DVD プレーヤーとの接続」 r スピーカーとの接続」 
riDVD のサラウンド再生」 

「AUTO MCACC (サラウンドの自動設定)」 


7ルチチヤンネルサラウンド再生とは 


3本上のスピーカーで多チャンネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び増し、迫力ある臨場感び期待でき 
ます。 

① ドルビーデジタルまたは DTS ヴラウンドなどのマルチ ch ソフトを再生ずる場合 

マルチ ch ソフト（日.] ch 収録び一般的）には各チャンネルに独立した音青び収録されているため、忠実な日.1 ch 再生で 
わ十分な立体感び得5れますび、色々なモードとの組み合わせにより、最大 7.1 ch での臨場感あふれる再生ち可能で 
す。この再生をするにはデジタル接続び必要です。 

② CD またはドルビーサラウンドなどの 2ch (ステレオ）ソフトを再をずる場合 

ソフトび 2 ch 収録の場合でち、ドルビープ□□ジック IIX や Ne 日:日技術などを施すことで、最大 7.1 ch での再生び可能 
です。ソフトの内容やお好みにマッチしたモードを見つけることち、ホームシアターの醒醜味です。 

1分の頭上を巧巧穏び飛んでい） 

I くよラな音の移動や立体感を楽 
I しめます。 < 




センター 
) スピーカー (C 


スピーカーち ( R ) 
パん。ヮード — 

サプウーファー ( SW ) 


サラウンド 
スピーカー左 ( LS ) 


常にすベての スピーカーから 音び出ているとは 
限りません。 



サラウンド 
'スピーカーち ( RS ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


サラウンドバック \ 
スピーカー左 ( SBL ) 


DVD ソフトの音声記録ち式(フオーマツト)を知るには？ 


多くの DVD ソフトでは、パッケージ(裏面)にじ(下のよラに表示されています。 ] 枚のディスクに 
2〜3種類の音声が収録されていることが多く、聴く音声を選ぶことができます。 


例） 


敬) 


収録音声数 


1. 英語（已 . Ich サラウンド） 

2. 曰本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 已 . Ich サラウンド） 

記録ち式 


□□ [pOLBY I 

DIGITAL 


ロロ I DOLBY SURROUND 1 


音声記録ち式(フォーマット） 


ホ—ムシアタ—乂巧 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声 フォーマツ トであるため、単に r 已 .1 ch サラウンド」と記載されている場合は、 
「ドルビーデジタル(日.1 ch )」 であることを示します。 
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まずはほつてみましよう 


スブッブ j 接続する 


機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


テレビ/ DVD プレーヤーとの接続 


ドルビーデジタル 曲閣や DTS 轄 g といったマルチチャンネル音声の再生にはデジタル接続が必要でず。 

接続の前に、別売のビデオコード2本、同卽ケープル(または光ファイバーケープル ）1 本をご用意ください。 

同軸ケーブルにはビデオコードが代用でさます。 

光ファイバーケーブルで接続した場含は設定の変更が必要となります。詳しくは r デジタル入力の設定」 （-70 
ページ)をご覧ください。 



■同軸ケーブル/光ファイバーケーブル 

-急な角度に折0巧ばないでください。保管 
するときは、直径び]已 cm じ(上になるよう 
にして < ださい。 

-接続の際は端テの向きを含わせてしっかり 
奥まで差し込んでください。誤った向をで 
むりやり挿入すると、端テび変形し、ケー 
ブルを抜いてちシャッターび閉ま!5なくな 
ることびあります。 


光フアイバーケーブル 



■ビデオコード 

一般的な映像巧コードで、 
コンポジットフオーマット 
の映像信号を伝送します。 
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まずはほつてみましよう 


スピーカーとの接続 


7本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例でず。「ステップ3 設定ずる」まで行5ことで、（サラウンドバック 
やセンタースピーカーびない場合でち）お持ちのスピーカーに応じたサラウンドサウンドび楽しめます。 

接続には、市販のスピーカーコードとオーディオコードをご使用ください。 



##1 


フ□ント 
スピーカーち (R) 


オーディオコード 
(モノラル） 


パヮード 

サブウーファー (SW) 


フ□ント 
スピーカー左 (L) 


サラウンド 
スピーカー在 ts) 




すべての接続び終了した 
5、電源コードを家庭用 
コンセントに接続します。 



.国--: 


ド‘ 

1 么.， W 1 -1 - 

品—: T 



サラウンド 
スピーカーち (RS) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 


サラウンドバック 
スピーカー在 (SBL) 



フ□ント 

も (R)/ 在 (L) 


センター (C) 


サラウンドバック 
ち (S 日 R)/ 左 (SBL) 


サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続するとさは L ( Sin 呂 le ) 
端子側に接続してください。 


■ SPEAKER (スピーカー)端子 


① 




①線をねじる。 

@スピーカー端テをゆるめ、ス 
ピーカーコードを差し込む。 
③スピーカー端テを締め 
つける。 


バナナプラグを接続すること 
もでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 



A: 

ま意 


-ダンスの切り換え」（-^ 


インピーダンスが目 Q 〜] 6 Q のスピーカーをご使用<ださい。 

目如ん t 8 Q 未満のスピーカーをご使用になるときは r スピーカーインピ" 

27ページ)を行ってください。 

スピーカーと本機の +/- を合わせて正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するとさは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端子からはみ出してい 
ないことを確認してください。お線が U アパネルに接触したり、 +/- が接触すると保護回路が 
働いて電源がスタンバイ状態になることがあります。 


ホームシアタ—乂巧 
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まずはほつてみましよう 

スブッブ3 再生する_ 

つないだ DVD プレーヤーにディスクをセツトして、サラウンド再生をします。 

DVD のサラウンド再を 


本体の電源コードをつないで、電源を入れる。 

り STANDBY / ON ボタンを押して電源を ON にします。 

(サブウーファーをつないでいる場合は、電源を入れて音量を適度に上げておきます。）_ 

2 テレビの電源を入れ、テレビの入力切換を本機の出力映像び表示されるように設定する。 

例えば、本機の MOMTOR OUT 端テと接続しているテレビの入力び「ビデオ1」の場合は、テレビの 
入力を r ビデオ1」に切り換えます。_ 

DVD プレーヤーの電源を ON にする。 

4 本機の DVD / LD ボタンを巧して、本機の表示を 「 DVD / LDJ にずる。 

SIGNAL SELECT 表示び D に ITAL ( AUTO ) になっていることをお認してください。 

表示び ANALOG になっていたら S に NAL SELECT ボタンで□に ITAL ( AUTO ) に切り換えます。 

5 auto SURR . インジケーターが点なしていることを確認する。 

点なしてし、なし'!ときは USTENING MODE SELECTtK タンをホ甲して AUTO SURROUND を選び、 
_インジケーターを点口させます。_ 

6 DVD を再生する。 

再生する前に DVD プレーヤー、 DVD ソフトの確認をしてください。 

① DVD プレーヤーのデジタル出力 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および9己 kHzPCM の音声信号び出力されるよラに設定してくださし、。 
※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声び出力されるように設定してください。 

② DVD ソフトの音声の確認 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作で音声(已 .1 ch サラウンドまたはド 
ルビーサラウンドなど)を還んでください。 

_ CD などの場合はステレオ C 2 ch ) 巧生になります。_ 

/ 適当な音量になるまで MASTER VOLUME を回して音量を調壁ずる。 

1 Ch 信号を 


ボタン 

8 サラウンド再生はできましたか？それでは次ぺージの r ステップ3設定ずる J に進みま 
ず。ワンランク上のサラウンド再生のための、設定をしてみましよう。 
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まずは使つてみましよう 


スブッブ3設定する 


AUTO MCACC (サラウンドの自動設定） 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することが 
でさます。スピーカーか6出力されるテストトーンを付属のセッ 
トアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れ 
はち記のとおりです。 


ち記①〜©の測定/解析にかかる時間 

©合計3〜8分程度 


測定中は大きな音でテスト I -ーンが出力され 
ます。近隣住宅やルさなお子様などへのご配慮 
をお願いします。 



サラウンドバックチヤンネ^レの設定 


ネ刀期測定(測定設備のチ エック) 

①暗騒音馆 C 屋の騒音）の測定 
③マイク感度の診断 
③各 ch のスピーカー有り無し判定 


スピーカーの有り無し判定結果の 
ユーヴー確認(または修正） 


システム全体の解ホ斤測定 

④ スピーカー システム 

倍かの低域再生旨凯を判赶 

⑤ スピーカーか 5 の 距離 

(最適なディレイ値を解析） 

® スピー カーの 出カレベル 

(各 ch の出カノ（ランスを補正） 

③視聴環境の周波数特性 
(出力音青の音色を統一） 


システム全体の解析結果のチエック 


7 ；セットアップ用マイクを接続する 


こ V メモ 


付属のセットアップ用マイクを TV モニターの近くに 
置いてオートセツトアップを行わないでください。 


本機の MCACC SETUP M に端テに付属の 
セツトアップ用マイクのコードを差し込みます 


パワード 
サブウーファ 
センター ( SW ) 

スピーカー ( C ) 


〇 


7/ 

〇 

，丄， 邮"ご* .ご。 ■" 

©®0 © 〇 

〇 ©so © © 〇 


禱 ©— 0 f ◎—◎- 

(圓 ©喔 ®) 




フ□ント 
スピーカーち ( R ) 



スピーカー左 ( L ) 


サラウンド 
スピーカーち ( LS ) 


U スニングポジション 
(耳の位置)に王脚や台などを 
使って設置します。 


サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 



マイクスタンド 

セツトアップ用マイク 


サラウンドパック 
スピーカーち ( SBR ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( S 日 L ) 


マイクを設置するとさは、必ず付属のマイ 
クスタンドを使い、水平になるように設置 
して < ださい。 
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ホ—ムシアタ—乂巧 










































































;>< ッセージの意な 

• 付属のオートセットアップ巧マイクを接続し 
て、1」スニングポジションに配置してください。 
. サブウーファーを接続している場をは電源を 
入れてボリュームレベルを適度に上げておい 
て < ださい。 



IJTF は OSD 画面(テレビ画面)です 


amp を押す。 


斗^ メモ 

• 測定を中断したり設定の途中で操作を3分間放置したとさ 
は、それまでの内容は確定されず、システムセットアップ画 
面に戻ります。 

• 測定中は静かにしてください。 

. スピーカーと U スニングポジション(マイク）の間に障害物 
があると、正確に測定できないことがあります。 

• 測定中は U スニングポジシヨンから離れて、各スピーカーの 
外側か日 U モコンで操作を行ってください。 


まずはほつてみましよう 


f さ揚 
八定る 
巧設3 
量 X 化 
結正私 
S 化が 
つす巧 

巧が 

卜きが 

スも が。 
テと^い 
のこすさ 
プるまだ 
ッげ〇ぐ 
ア下ぁ意 
卜をがま 
ッムをご 
セ-場は 
トユいど 
- U なな 
オボれ合 

<1 
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まずはほつてみましよ 5 


自動測定が開始されまず。 

まずは初期測を(測を設備チェック）です。 

Ambient Noise :暗騒音馆 E 屋の騒音）の測定 

Microphone :マイクの感度を診断 

Speaker YES/NO :各スピーカーの有り無し判定 

スピーカー有り無しの確認画面になります。 

スピーカーちり無し判定につし)てはけ下の表をご覧くだ 
さい。 

に heck !!!) 画面の見かた 


有無 

スピーカー〜\ 

接続している 

接続していない 

Front 

フ□ントをち 

YES 

N0 

Center 

センター 

YES 

N0 

Surround 
サラウンド左ち 

YES 

N0 

Suit Back 
サラウンドパック 

YESxl りつ接続) 
YESx2(2 つ接続) 

N0 

Sub Woofer 
サブウーファー 

YES 

N0 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとき 

[0 K ] を選んで ENTER ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定結果が間違っているとき 

■It 和畔ボタンで正しい設定に直したあと ENTER 
ボタンを押しまず。 

もラー度自動測定をやり直すとき 

[ Retry ] を選んで ENTER ボタンを押します。 


こし エラーび 表示された5 

判定結果で忙 RR ] が表おされた場をは、スピーカーの接 
続を間違えている可能性があります。 [ Retry ] してを結果 
が同じよラな場をは一度電源を切り、スピーカーの接続 
を確認して < ださい。また、途中で測定エラーによる警告 
が表示されている場合がありますので、そのとさは画面 
の指示にしたがってください。 


ホームシアタ—乂巧 
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まずはほつてみましよう 


む下は OSD 画面(テレビ画面)でず 



7 補正用測定が開始されます。 

Speaker System :各スピーカーのほ域再を能力判定 
Speaker Distance ；スピーカーまでの距離を解析 
Channel Level :各 ch の出カバランスを補正 
Acoustic Cal EQ :出力音声の音色を統一 

これらの自動設をには接続しているスピーカーの数に 
よって3〜8分程度かかりますので、手順8の画面にな 
_るまでしばらくお待ちください。_ 

3 [Analyzed Data CheckJ の画面が表示された5 
自動測定は終了です。 

「測を結果を確認する」にお進み < ださい。 


文メモ 

設定の途中でエラーッセージ等が表示 
された場合は r システムセットアップでの 
MCACC (音場補正）時に表おされるメッ 
セージ」（一1日8ページ）をご覧くださ 
い。 

- 
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c . スピーカーの出カレベル 
(各 ch の出カノ くランスを補正） 


2c.Channel Level 
いけ r ■化り Jl 

Center [ +1.0dB] 

Right [ +2.0dB] 

Surround R [ +3.0dB] 

Surr Back R [-I.OdB] 

Surr Back L [ +3.0dB] 

Surround L [ O.OdB] 

Sub Woofer [ +10.0dB] 


d . 視聴環境の周波数特性 
(出力音青の音色を統一） 


2 ぶ [sk 间を還んでミ夫定する。 

オートセットアップび終了し、システムセッ 
(enter) トアップ画面に戻ります。 

^_へ^アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ び 
自動的に ALL CH ADJUST で ON になり、 
_ MCACC インジケーターび点なします。_ 

3 つ 才ートセットアップ (AUTO MCACC) 


fl ™ を終了ずる。 

通常動作に戻ります。 


2d. Acoustic Cal EQ _ 

Type ィ 

Ch [Left EQ] 

40Hz : + I.OdB 
125Hz : O.OdB 

250Hz : O.OdB 

4kHz : O.OdB 

13kHz : O.OdB 

TRIM : O.OdB 


2 種類の補正力ープ (ALL CH 
ADJUST と FRONT ALIGN ) に 
ついて測定結果びチヤンネルご 
とに確認できます。 


ご L を5—度再生してみましよ5! 

• 何か問題はありましたか？ 

「困ったときく Q & A >」 をご覽ください。 

(一] 8ぺージ） 

• サラウンドをより楽しむために… 

①いろいろな音場効果を加えることができます。 
(一38ぺージ） 

③より詳細な設定を行うことちできます。 

(一已已ぺージ） 


似下は OSD 画面(テレビ画面)です 


2 1 2. AUTO MCACC 

I Analyzed Data Check 


[b.Speaker D 
fc.Channel Li 
[ d.Acoustic ( 


a . スピーカーシステム 
倍スピーカーの低域再生能力判風 


2a.Speaker Setting 

Front M*1:M ゴ 1 

Center [ SMALL] 

Surround [SMALL] 

Surr Back [SMALLX2] 
Sub Woofer [ YES ] 

(THX SpeakenSMALL ) 


b . スピーカーまでの 距離 
(スピーカーまでの 距離を解析） 


<$ 52 ^ 

(enter) 
如 E : - 〉 


項目を選んで巧定して、測定された内容 
を確認ずる。 

RETURN を押して項目を戻ります。 

各測定項目について、詳しくは 「 MCACC © 
詳細と効果」（一5已ページ)をご覧ください。 


斗^ メモ 


同じスピーカーを接続していてち、部屋の環境や設置 
の影響によりスピーカーの大小判定が一致しないこと 
があります。設定を変更したい場合はシステムセット 
アップの r スピーカーシステムの設定」（一6曰ぺージ） 
を行ってください。 

サブウーファーまでの距離は、サブウーファー本体が 
持つ回路の電気的遅延ち含めて測定するため、距離が 
やや遠めに設定されることがありますが、遅延補正と 
して最適な解析結果ですので、距離を修正する必要は 
ありません。 


まずはほつてみましよう 
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視聴していた 5 突然電源が切れてしまった。 

r 音量が大きすぎる」または r スピーカーコードがシヨート腊触)していている」可能性があります。惜量が 
大きすぎる」ときは音量をルさくしてください。「スピーカー]-ドがシヨート腊触)している」ときは、ス 
ピーカーコードの芯線を巧度しっかりねじり直して、スピーカー端テか6はみ出ないよラに接続してくださ 
い。 

DVD プレーヤーをデジタル接続したが音が出ない。 

光デジタルで接続の場合は、デジタル音声端テの入力を切り換えてください。 （-^70 ページ） 

SIGNAL SELECT ボタンを巧して入力信号の種類を AUT 日(□に rrAL ) に切り換えてみてください。 

フ□ントスピーカーか5しか音び出ない。 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチヤンネル音声を再生していますか？ 

□ VD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作でマルチチヤンネル音声を選んでください。 
CD を再生していませんか？ 

U ス ニン グモードを初期設定の AUTO SURR 日 UND のままで CD などの 2 ch 音声で収録されているソフト 
を再生すると、 2 ch のまま再生されます。サラウンド音声を楽しむには、 U ス ニン グモードで STANDARD 
または ADVANCED SURROUND などを選んで<ださし、（一38ぺージ） 

音が出ない スピーカーび ある。 

スピーカーの接続を確認してください。 

SIGNAL SELECT ボタンを巧して入力信号をデジタルにする。（^37ぺージ） 

プ□グラムフォーマツトインジケーター(一23ページ)で、収録されているチヤンネルを確認してください。 

思ったとおりに音が出ないとさは、政下をご確認ください。 

riDVD プレーヤー、 DVD ソフトの確認」（一12ぺージ） 

ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一日 9 ページ） 

EXTENDED モードの設定が日 FF になっている場合は、設定を日 N にする。（一40ぺージ） 


/!\誤使用防止のため、取扱説明書は必ず最後までお読みくださし、。 
注意 


まずはほつてみましよう 

つたとを <Q&A> 
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リモートコントロール 


アンプコント□-ル部、チューナーコント□-ル部、 TV / 他機器のコント□-ル部の3つに分類されます。 


アンプコント ロール 部 


本機を操作するときに使います。 


AMP 0 ボタン 

本機の電源を ON または OFF (スタンバ 
イ状態)にします。 

リモコン表示部 

操作/設定時の表示画面です。 


AMP CONTROL ボタン 

U スニングモードボタン 

( THX 、 STANDARD 、 ADV . 5 URR 、 
STEREO、AUTO SURR ): いろいろな 
音場効果を加えることびできます。い 
38 ぺージ） 

ACOUSTIC EQ : アコーステイツクキヤ 
1」プレーシヨン EQ 設定を選択します。 
SIGNAL SELECT : 入力信号の種類(ァ 
ナ□グ/デジタル/ i . LINK ) を切り換え 
ます。 

MIDN に HT / LOUDNESS : ミッドナイ 

卜 U スニングモードやラウドネスモード 
を ON にすると、音量を下げて映画などを 
楽しむ場合などでも、サラウンド効果び 
最適なレベル I こ自動調整されます。 
EFFECT/CH SEL +/-： ADVANCED 
SURROUND モードのエフ ェク トレべ 
ルを調整しまず。また、テスト I -ーンを使 
ねずに、手動でチヤンネ J レを切り換えて 
各チヤンネルのスピーカーレべルを調整 
ずるときに使います。 


- MULTI CONTROL ■ 


INPUT ATT FL DIMMER SR+ 口一 

^^9)0 I 


旷 

MUTE 

e - 


r ~AMP COI 

1HX STANDARD j 


m m m 

1] I S。。I 巧な 5^ 


INPUT SELECT ボタン 

本機の入力を切り換えます。 


MULTI CONTROL ボタン 

本機の入力を切り換えまず。また他機 
器を操作するとをのリモコンの操作 
モードを切り換えます。 

AMP ボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 

アンプ操作ボタン (AMP ボタンを 
押してか5操作しまず。） 

INPUT ATT :アナ□グ信号び入力さ 
れているとさ、入力信号のレベルび高 
すざて音び歪んでいるとさに巧すと聴 
さやす< な0ます。 

FL DIMMER :フ□ントパネル表示部 
の明るさを切り撰えます。 

SR + :プラズマディスプレイとの連動 
モードを切り換えます。 

V0L+/- ボタン 

本機の音量を調節します。 

MUTE ボタン 

消音します。 


SHIFT ボタン 

巧しなびら总下の操作を行います。 
SLEEP :スリープタイマーを設定しま 
す。 

DIALOG £:ダィァ日グェン^じ/スメン 
卜を設定します。 


各部のを祿とはた5ま 


る部のち抑 
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る部のち输とはた 6 を 


- MULTI CONTROL - 

厂 



SOURCE 


か 


テレビや他機器を操作するときに使います。 

他機器の操作について詳しくは r 他機器の U モコン操作一覧表」卜92ぺージ)をご覧ください。 


MULTI CONTROL ボタン 

リモコンの操作モードを切り換えます。 
お手持ちのテレビを TV CONTROL ボタ 
ンで操イちするには 、 MULTI CONTROL 
部の 「TV CONT 」 ボタンにお手持ちのテ 
レビのプ1」セツトコードを割0当てて< 
ださい。（一88ページ） 
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本機のチューナーを操作するボタンです。（一已1ページ） 


TOP MENU 

gs 念^^ 

GUIDE SETUP 

MENU 

/ 

W BAND 

RETURN 

- IVLONTROL—" 

a & a 

-圆 SJt " 1" 

e ■ a 


d 1 垂 REC 1 INFO 1 

CD O Ol 

rl 把 L 比 IRECRAUSEIIRECSTOPI 

感風 @@ 

ぷ齡辄挪を 1 HDD II DVD 1 

• ■ GD—GID 


SOURCE む ボタン 

他機器の電源を入/切します。 


メニュー ボタン 

各機器のメニュー画面の操作等をします。 


MPX ボタン 

FM の受信感度び悪いときにモノラル受 
信に切り撰えます。 


TUNER D 旧 PLA 丫ボタン 

周波数表おとステーシヨン名表示を切 
り換えます。 


TUNER ボタン 

リモコンをチューナー操作モードにし 
ます。 


操作ポタン 

を機器の再生/停止などの操作や機能 
の切り換えなどをします。 


数字ボタン 

周波数やステーシヨン番号を入力しま 
す。 


数字ポタン 

トラック、チャプター、チヤンネル選 
択に使用します。 



TV CONTROL ボタン 

〇：テレビの電源を入/切します。 

INPUT SELECT :テレビの入力を切 
り換えます。 

TV CH +/- :テレビのチヤンネルを 
切り換えます。 

TV VOL +/- :テレビの音量を調節 
します。 


TUNE +/- ポタン： 

周波数を変更します。 

ST +/— ボタン:ステーション番号を変 
更します。 

CLASS ポタン： 

放送局を記憶した0呼び出した0すると 
きに A 〜 C のクラスを変更、選択します。 

BAND ボタン： 

AM 放送と FM 放送を切り換えます。 

tEDIT ボタン： 

放送局を記憶したり、放送局に名前をつ 
けます。 

□. ACCESS ポタン： 

数字ボタンで放を局の周波数を直接入 
力します。 


テレビ/化機器コントロ-ル部 


ーナー《^ン トロ—ル部 


管 

0 0 0^0 

eeo^o 

00を 


©0 0 ^ 

e e 01 曲^^ 

露 


善一 













る部のち敬とはた 6 を 


フロントパネル 


^^■11 国 ^^ 

BHIll—MKB 

^■■1 


開けるにはドアの下側を 
軽く押してください。 


① 6 STANDBY /0 N 

本機の電源を入/切（スタンバイ）にします。 

@ MULTI JOG ダイヤル 

U スニングモードの選択とドア内部の 而て JlTI JOGi 
マークのあるボタンの操作に使用します。 

感 LISTENING MODE SELECT ボタン 

MULTI 」 日 G ダイヤルととをに、 U スニングモード 
を選択します。（一38ページ） 

® ENTER ボタン 

システムセットアップで項目メニューを選択しま 
す。 

感フ□ントパネルドア 

(一22ぺージ） 

® 表ル部 

(一23ぺージ） 


@リモコン受光部 

下記 r U モコンの操作範囲」参照。 

® i . LINK インジケーター 

i . LINK で接続されてし係機器が選択されているとき 
に点なします。 

風 MCACC インジケーター 

アコースティックキヤ U プレーシヨン EQ 設定を有 
効にしているときに点なします。（一 4] ページ） 

® 入カフアンクシヨン切換ボタン 

U アパネルに接続した备機器から再生機器を選びま 
す。 

⑩ MASTER V 日 LUME ダイヤル 

音量を調節します。 


リモコンの操作轟囲 

本機を U モコンで操作するとさは、 U モコ 
ンをフ□ントパネルの U モコン信号受光部 
に向けて < ださい。 


ク 



feli 


U モコンと本機との間に障害物があったり、リモコン 
受光部との角度が悪いと操作がでさない場をがありま 
す。 

U モコン受光部に直射日光や董光灯などの強い光が当 
たると誤動作することがあります。 

赤外線を出す機器の近くで本機を使用したり、赤外線を 
利用したほかの U モコン装置を使用したりすると、本機 
が誤動作することがあります。逆にこの U モコンを操作 
すると、他の機器を誤動作させることちあります。 


る部のちが 











る部のち输とはた 6 を 


フロント八°ネルドア巧部 


① 


② ③④⑥ 


⑥⑦⑧⑨ 


omo ◎ ◎ 


L ◎丫 ◎ 


MULTI ROO 
CONTROL Ot 




■ VIDE02 INPUT- 


IMULTI JOGI 


^ 固參參參 }) 


D に ITALIN S-VIDEO V DEO 


⑩ 


⑩ ⑩ 


⑩ 


⑩ 




① TUNER CONTROL ボタン 

チューナー操作に使用します。（^巳1ぺージ） 

TUNER EDIT 

放送局を記憶するとを、名前を付けるときに使用し 
0 与 0 

TUNING/STATION 

周波数やステーシヨン番号を含わせます。 

BAND 

FM / AM 放送を切り換えます。 

MPX 

FM の受信電波が弱いとさに、ノイズを低減しま 
す。（ステレオ音声はモノラル音声になります。） 

@ MIDNIGHT / LOUDNESS ボタン 

ル音量時に音を聴きやすくします。（^4目ぺージ) 

感 TONE ボタン 

低音/高音を調整します。 （-^4 日ページ） 

® ACOUSTIC EQ ボタン 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン E 日設定を 
切り換えます。（一41ページ） 

©し LINK SELECT ボタン 

i . LINK セットアップ(一72ページ)で割り当ててい 
ない i . LINK 機器の入力を選がします。 

© MULTI CH IN ボタン 

己.1チヤンネルアナ□グ入力を選択します。（一42 
ぺージ） 


® SPEAKERS ボタン 

スピーカーシステムを切り換えます。（一49ぺージ） 

® PHONES 端子 

へッドホン端子です。（一己0ページ） 

⑩ SYSTEM SET UP ボタン 

本機のシステムセットアップを表示します。（-^ 
己7ぺージ） 

® RETURN ボタン 

システムセットアップで]つ前の画面に戻ります。 

® MULTI R 日 OM ボタン 

月 U の部屋で本機につないだ機器を再生する機能(マ 
ルチルーム機能）に使用します。（^79ぺージ） 

CONTROL 

別の部屋(ヴブルーム)で再生する入カファンクシヨ 
ンを選んだり 、 MASTER V 日 LUME ダイヤルで別 
の部屋の音量を調節します。 

ON/OFF 

マルチルーム機能を入/切します。 

® MCACC SETUP M に端モ 

音場設定の自動測定のとさに、付属のセットアップ 
マイクを差し込みます。（^]3ぺージ） 

© VIDE 02 INPUT 端モ 

ビデオカ分ラやゲーム機などのため、前面に備えた 
入力端テです。（一31ページ） 


® SIGNAL SELECT ボタン 

入力信号の種類 ( CHGITAL / ANAL 日 G など)を切り 
換えます。（一37ページ） 


® EXTENDED MODE ボタン 

EXTENDED モードとバーチャルサラウンドバッ 
クの設定を切り換えます。（^4日、4日ページ） 
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各部のを祿とはた 5 ま 



①スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムが点灯し 
ます。（一4目ページ） 

感 S に NAL インジケーター 

現在選択されている機器の入力信号の種類が点灯 
します。 

DIGITAL : デジタル 
ANALOG : アナ□グ 

I : i.LINK 

感デジタルフォーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点灯します。 

□□ DIGITAL :ドルビーデジタル信号入力時。 

DTS : DTS 信号入力時。 

AAC : MPEG -2 AAC 信号入力時。 

® プ□グラムフォーマットインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの信号入力時に、そ 
の信号が持っているチャンネルを表示します。 

L :フ□ント左 
R :フ□ントち 
C :センター 
LS :サラウンド左 
RS :サラウンドち 

S :サラウンド(モノラル)またはサラウンドバック 
LFE :超低音の効果音 (Low Frequency Effect ) 

感デコード処理インジケーター 

マト U ックスデコード処理時に点灯します。 

□□PLn :ドルビープ□□ジック II 処理またはド 
ルビープ□□ジック IIx デコード時。 

Neo :色： Neo : 目デコード時。 

® リスニングモードインジケーター 

選択されている U スニングモードに応じて点灯し 
ます。 

ADV.SURR. : ADVANCED SURROUND 選択時。 
THX :ホーム THX モード選択時。 

V 旧. SB :バーチャルサラウンドバック処理時。 
AUTO SURR. : AUTO SURROUND 選択時。 


⑦ MIDNIGHT / LOUDNESS インジケーター 

ミ ッ ドナイト/ラウドネスモード時に各々が点灯。 

® 入カフアンクシヨンインジケーター 

現在選がされている入力機器が点灯。 

風1\/1111_で-。001\/1インジケーター 

マルチルーム機能が選ばれているときに点灯。 

79ぺージ） 

® ATT インジケーター 

インプットアッテネーター機能が選ばれていると 
をに点灯。（一47ページ） 

⑩ OVER インジケーター 

アナ〇グ音声信号が過大入力したときに点な。 

47ぺージ） 

® 音量表示 ( dB ) 

現在のを音量レベルを表お。 

音量レベルは、電源を入/切してを保持されてい 
ます。（音声ミュート時は点滅します。） 

〇 DE インジケーター 

ダイア□グエン八ンス X ント機能が選ばれている 
とさに点灯。（一47ぺージ） 

顾チューナー表示 

TUNED :ラジオ放送の受信時に点灯。 

STEREO :ステレオ受信時に点灯。 

MONO : MPX モード時 ( FM のモノラル受信時） 
に点灯。 

© キャラクター表示部 

操作中の情報や U ス ニン グ モー ドを表示。 

© SR ( SR +) インジケーター 

プラズマディスプレイとの連動モード時に点灯。 
(一87ぺージ） 

⑩ SLEEP インジケーター 

ス U - プタイマーモード時に点灯。（一48ぺージ） 

何6かの操作のあと、キャラクター表示部が数砂間点 
滅する場合は、操作禁止を意巧します。 


る部のちが 
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る部のち输とはた 6 を 


リアパネル 



①し LINK 端子(一30ページ） 

感同卽デジタル入力端子(^33ぺージ） 

③光デジタル入力端モ(^33ぺージ） 

端子に表示された機器と違う機器を接続するとき 
はデジタル入力の設定が必要です。（^70ぺージ） 

光デジタル出力端モ(^33ぺージ） 

® アンテナ端子(一34ぺージ） 

感コント□ール入出力端モ(一83ページ） 

© マルチルーム端子(一79ページ） 

⑦プリアウト端モ(一83ページ） 

® アナ0グ音声入出力端モ(^33ぺージ） 

( D マルチチャンネル入力端子(一30ページ） 

® ビデオ入出力端子(^29、31ページ） 

⑩コンポーネントビデオ入力端子 

工場出荷時は日 FR こ設定されています。機器を接 
続するとさはコンポーネント入力の設定が必要で 
す。（一 7] ぺージ） 

@コンポーネントモニター出力端モ(一29ページ） 
® モニター出力端子(一29ページ） 

®12 VTR に GER 端子 
© マルチルーム用旧入出力端子(一79ページ） 


® RS -232 C 5 S モ 

将来のための端子です。 

© スピーカー匹] 端子 

スピーカーインピーダンス目〇〜1目〇のスピーカー 
を使用できます。（日〇〜80未満のスピーカーを使 
ラ場含は設定変更してください。 ）（ 一27ページ） 

® スピーカー回 端子 

サラウンドバックシステムの設定(一已8ページ)で 
下記の用途に使用します。 

-サラウンドバックスピーカーの接続(一2日ぺージ) 
-フ□ントスピーカー目 i - AMP 接続(一78ぺージ） 

. 別エ U アでのステレオ再生用接続卜78ぺージ） 

® AC IN 端モ (一3 已ぺージ） 

必ず一番最後に接続して < ださい。 

® AC アウトレ ッ ト予備コンセント (一35 ぺージ） 
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各部のち敬とはた 6 を 




l^nHpiqlKoiol 


接続コードについて 


■ビデオコード 

一般的な映像巧コードで、 
コンポジツトフオーマツト 
の映像信号を伝送します。 


ゾ 


■ S ビデオケーブル 

映像信号(丫）と色信号 (C) を分離して 
接続することびでを、コンポジット 
よりを高品位な映像品質を楽しめま 

す。 S vinpn 



■オーディオコード 

オーディオ機器の接続に 
使巧します。 


i 丄 INK ケーブル 


ケーブルに表示されている♦と端子の▲を 
合わせて挿入して < ださい。斜めからお理に 
挿入すると端子び破損する恐れびあ D ます。 



■コンポーネント映像ケーブル 

映像信号の Y、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の3つの信 
号(色差信号)か5なり、 S ビデオケーブル 
よりち局品位な映 占— みV 


像品質を楽しめま 
す。（ビデオコード 
3本での接続ち巧能 
です。 ）0 端テ変換 
ケーブルを市販さ 
れています。 



本機は最大転送速度び4日 0Mbps のため、5400対応で長さ3.已 m 政下 
の4ピン LLINK ケーブルを使用してください。 

《•推奨ケーブル：オーディオテクニカ製 
冉 T - DV 仁44/1.0(長さ] . Om ) 

冉 T - DVC 44/ 1.日（長さ] .5 m ) 

冉 T - DVC 44/2.0( 長さ2.0 m ) 

冉 T-DV 仁 44/3.0( 長さ3.0 m ) 


■同卽ケーブル/光ファイバーケーブル 

デジタル機器の接続に使巧します。 

同卽ケーブル 

ほ心で!才ーディオ/光ファイバーケープル 
ビデオコード） ^ 





接続の際は端テの向をを合わせて<ださい。誤った向さで 
む0やり挿入すると、端子び変形し、ケーブルを抜いてち 
シャツターび閉ま5な< なることびあります。 

長さは 3ml；rF のわのを使用してくださし、。 

プラグにホコ U び付着したときは、柔らかい巧で拭いてか 
5接続してください。 , 


る部のち抑 




















各機器の巧続 



機器の接続を巧ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


スピーカーの接続 


じ(下のよラに各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウー 
ファーを接続することをお勧めします。 



广 



公称インピーダンスが60〜160のスピーカーをご使用ください。 

本機ではスピーカーインピーダンスの設定を変更することびできます。工場出荷時は8 0〜1目^^です 
び、お手持ちのスピーカーび目£2し处上8^未満の場含は、設定を変更してください。詳しくは、「スピー 
力ーインピーダンスの切り換え」（次ページ)をご覧ください。 

スピーカーと本機の法および©端テどうしを正しく接続してくださし、。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっか0ねじり、スピーカー端テからはみ出していないこ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接触した0、@および©び接触すると保護回路び働いて電 
源びスタンノ くイ状態になることがあ0ます。 
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各機器の接続 


モニター TV とスピーカーの 位置関係 


パワード 
サブウーファ 


センター 
スピーカー (C) 


フ□ント 
スピーカーち (R) 



フ□ントスピーカーはテレビから等距離になるように 
します。センタースピーカーはモニター T V 画面に近 
いちがセ U フなどが自然に聞こえます。ただし、テレ 
ビが色ずれ等を起こすのを防止するため、防磁型のス 
ピーカーを使用して<ださい。防磁型でない場をは、 
テレビか6離して設置してください。 


スピーカーを〇_) 


サラウンド 
スピーカーち (RS) 


サラウンドバック 
スピーカーち (S 己 R) 


A 

注意 


センタースピーカーをテレビの上 
に設置するとさは、適切な方法で固 
定してください。固定しないと地震 
などの外部の振動により、スピー 
カーが落下してケガをしたり、ス 
ピーカーを破損する原因となりま 
す。 


サラウンド 
スピーカーを (LS) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBL) 


全メモ 


スピーカーの配置についてより詳しくは、「スピーカー 
の配置について」（一93ページ)をご覧ください。 


巧 

続 



—インピーダンスの切り換え 


ずべての接続び終了してか5行ってください。 

スピーカーインピーダンスの設定は、己£21ジ上8£2未満と 8 n 〜1日 n の2通りあります。お手持ちのスピーカーび 
己 n じ(上8〇未満の場合はしソ下の手順で設定を変更してくださし、。（ェ場出荷時は8〇〜]日创こ設定されてしほす。） 



1 本機をスタンバイ状態にする。 



SPEAKERS ボタンを巧しなが5 
わ STANDBY / ON ボタンを f 甲ず。 

ス ピーカー イン ピー ダンスの設定び 
変更されます。 

再度、設定を変更したいとさは手順 
] からやり直してください。 



スピーカーィンピーダンスび8〇〜1日 Q の場合 


スピーカーインピーダンスび已£21；■(上 8 Q 未満の場合 
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各機器の接続 


映像機器の接続についてり K イオニアビデオコン/ v — ター) 


本機は入力された映像信号を異なる種類の信号に変換することのでさるビデオコンバーターを搭載していますの 
でじ(下のよラにビデオ機器との接続ち法が選べます。各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」(一 
2曰ページ)をご覧ください。 

映像をテレビに表示する 


ソース機器か6の映像信号をテレビで表示するには下記の「〇」の組み合わせで接続でさます。 


映像コードの組み合わせ 


(モニター)脚の 
ソー スが朽 コ-ド 
映あコード 

ビデオ 

(コンポジット） 

S ビデオ 

コンポーネント 

ビデオ 

(コンポジット） 

〇 

〇 

〇 

5ビデォ 

〇 

〇 

〇 

コンポーネント 

X 

X 

0* 注 


* まこの組み合わせの場を、システムセットアップの 
Component Input 設定(一71ぺージ)で、つないだ入 
力機器を割り当てる必要があります。 


ソース 機器 


本機の 
映像入力へ 


污言 


-- 1 


本機の 

モニター 出力から 


TV 

(モニター） 


映像を録画する 


ソース機器からの映像信号を録画するには必ず同じコードで接続します。 


映像コードの組み合わせ 


録画機器 
ソースお 器\\ 

ビデオ 

(コンポジット） 

5ビデオ 

ビデオ 

(コンポジット） 

〇 

X 

S ビデオ 

X 

〇 

コンポーネント 

X 

X 


ソース 機器 



麵加、ら 録画機器 

_ ^ 
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各機器の接続 


TV (モニター)のち続 


r 映像機器の接続について」（一28ページ)をご覧になり、どのちまで接続するかを選択してください。 
各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」（一2已ページ)をご覧ください。 



DVD プレーヤーのち続 


r 映像機器の接続について」卜28ぺージ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 
各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一2日ページ)をご覧ください。 


PCM 専用端子 
は使巧しないで 
<ださい。 


I ® 獲 


③强 


DVD プレーヤー 
または LD プレーヤー 


- ij-' ■ 厂ろら '? I … 。 ―I_ 

I I 圃画 I 陶-，別 「呈^] 

lln 巧 iCAJV >r<[1]I か _T _ * ' 

[I TAPtAIO ITV/SATl| Siri"*L ^ 

L |3i) 咧 , p)!i. 谭雜。 
唱. i 藥參 I 。調す换巧 
1 "^ 寒爆 I 。関卿 -1 發 •— 

|驟雜]隆 I 谭 r :%.; 

芯參參」[岡)’’；雜 I :'- 

奶？義省^ 

ぶ'' I 機囑澳參严陶罕; 


卜。 挺誓’ 1 ^- 

3 ^ ①一③はいずれか1つを接続。 

馨 H [| V 

Z - fm \ ^ メモ 


韓! |«1 
顯 r 紙 
誘麵蟲 

S ."。。 ‘:ぅがが~^:: I 


コンポーネント5謂子で接続するときは「コンポーネント 
ビデオ入力の設定」が必要です（^7 ] ページ）。また、 
DVD プレーヤー側でコンポーネントビデオの出力設定 
が必要な場合があります。 

図とは異なる方法でデジタル接続するとさは「デジタル 
入力の設定」が必要です(^7日ぺージ)。 

DVD/LD] ンパチブルプレーヤーなどの [XlRF 出力端 
子 (LD 捕を接続する場合は、別途 RF デモジュレーター 
(市販のちの)が必要となります。 
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各機器の接続 


己.1かアナ□グ接続 


DVD/SACD プレーヤーに己. Ich アナ□グ出力端子がある場合は、本機の MULTI CH IN 端テと接続して DVD 
オーディオ/ SACD 再生を行うことができます。 DVD オーディオまたは SACD を再生するには入カモードの切 
り換えが必要です。詳しくは r マルチチヤンネル入力の巧生」（一42ページ)をご覧ください。 



し LINKmi 機器の接続 


接続には、 S 4 日0対応の4ピン i.LINK ケーブルを使用してください02曰ぺージ)。 

i.LINK AUDIO インターフェースでは映像信号は伝送されないため、ビデオ機器は映像系の接続も必要になりま 
す。「映像機器の接続について」（一28ページ)をご覧ください。 

接続した映像端子の入カフアンクシヨンと i.LINK 入力を合わせるために、割り当て設定を n.LINK 入力の設定」(-^ 
72ページ)で行ってください。 

必要に応じてプレーヤーの出力設定を行って<ださい。詳し<は、プレーヤーの取扱説明書を参照してください。 
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各機器の接続 


DVD レコーダーやビデオデッキのち続 


r 映像機器の接続について」（一28ページ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一2日ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端テで接続するとさは、「コンポーネントビデオ入力の設定」が必要です(^71ページ)。 

録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてをアナ□グ接続する必要があります。 



を使ったち続 


フ□ントパネルドア内の VIDE 日2 INPUT を使って各機器を接続できます。この機器を再生するときは、入カファ 
ンクシヨン選択で VIDE 日2を選んでください。 
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各機器の接続 



广 、 

MPEG-2 AAC 信号を再生するには 
デジタル接続び必要です。 

-光ファイバーケーブルを取り扱ラ 
ときは急な角度に折り巧げないで 
<ださし、。 

-端子の向きを合わせて差し込んで 
<ださし、。 


/次の場合はアナ n グ接続び必要です。 
-チューナーにデジタル出力端子 
びない場合 

-地上波放送などのアナ□グ信号を 
I 本機を通して楽しみたいとを 


BS / CS / 地上デジタルチューナーのち続 


「映像機器の接続について」（^28ぺージ)をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一2日ページ)をご覧 < ださい。 

コンポーネント端テで接続するときは、「コンポーネントビデオ入力の設定」が必要です(^71ページ)。 
同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は r デジタル入力の設定」が 
必要です (-^70 ページ)。 





その他のソース機器との接続 


お持ちの機器の接続については、 U アパネルに表記された機器とは別のソース機器を接続することちできます。 
その機器を再生するときは、端子に表記されている名称の入カフアンクシヨンを選んでください。 

例： VIDEO 1端テにアナ□グプレーヤーをつなぐ。 


レコードブレーャー 


(フオノ •イつライザー 
内蔵のもの） 
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全メモ 

• 本機に接続できるアナ□グプレーヤーは 、 PHONO EQ (フォノ•イコライヴー)内蔵の 
をののみです。詳しくは接続する機器の取扱説明書をご覧ください。 

• 映像機器は、音声コードと映像コードを同じ名称の端テに接続してください。（例え 
ば、ビデオデッキを VIDEO 1端モにつなぐときは、音声も映像を VIDEO 1端テを選び 
ます。） 
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各機器の接続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや MD レコーダーでは、さらに「デジタル音声機器の接続」ちできます。 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを巧生するには、デジタル接続が必要です。接続は同軸ケーフルまたは光ファイ 
バーケーブルで行います （1 つの機器に巧してどちらか一ちのみで接続します)。 

衛星チューナー CD-n CD プレーヤー 

I 1( またはテープデッキ、 MD )| I 


(一 P . 34 ) 
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i . LINK 对応機器 


(一 P - 30 ) 



PCM 専用端子 
は使巧しないで 
くだごし''。 


□ VD プレーヤー 


-麗 i 斬 
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_參邀堡雜こ,© 
编，個な参卷愛寒>句雜^經 


で蠻:憂 I 陵馨を ■!(§) 甲@1 


ご\仁メモ 

カセットデッキを設置する場所によっては、再生したときに雑音などが発生する場合があります。これはアンプ 
のトランスによる U —ケージフラックス(漏れ磁束)の影響によるものです。このよラなとさには、設置する場所 
を変えるか、アンプか6離して設置してください。 


A メモ 

• どのデジタル入力端テをどの機器に使用するかは自由に変更することができます。ただし、工場出荷時の設定 
( U アパネル表記）と異なる接続を行ラ場合は roi 畳け al 1119111:(デジタル入力の設定)」（^7日ぺージ)で設定 
の変更を行ってください。 

• デジタル入力の設定変更を行うとき、 D 间 tal の〜团には [ TUNE 刊、 [ VIDEOS ] を選ぶことができません。 


アナログ音声機器のち続 


デジタル音声機器の接続 
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各機器の接続 


アンテナのち続 


アンテナは下図のよラに接続します。付属の AM / FM アンテナは簡易アンテナです。感度が悪く聞こえにくい場 
合は下記の r 外部アンテナの接続」をご覧になり、外部アンテナを接続することをお勧めします。 



円ぶけ 


藤#峰磯 r p 柳’獄 
，藝參团雜參鱼 

瀑參曾#。1戀 
磨判攀)翁^ I 響：:鐵 
•參參濟參 r 藝; S 燈 


I を參酬靡儀沪藝町戀 

の 口 1,。- — ■■•nCMM " 。む ., r.' い , Mi 

• -川〇い..- '' * 也6..- 


• AM ループアンテナ(付属） 

AM ルーブアンテナの]-ド 
2本を AM アンテナ接続5謂テ 
に接続します。どち6をアー 
ス側端テ U ) につなし、でも 
かまいません。 

壁などに取り付けるにはネジ 
やピンなどを使って取り付けます。 

• FM アンテナ(付属） 

中央のピンにアンテナコードを差し込みます。 

• アンテナコードと本機の接続端モ 
①コードの被覆を回しながら引き抜きます。 

霞端子のつめを押しなわちコードを差し込み、奥までコード 
が入ったら端テのつめを戻します。 




アンテナ接続に関するごミ主意 


アンテナ接続について 

アンテナ端テのアースマーク （ 7^7 ) はアンテナを接続した場合の雑音低減をはかるためのものです。ま全アースではあ 
0ません。 

AM ループアンテナ 

• 平5な面に置さ、受信状態の最を良い方向に向けてください。 

• アンテナは、本機か5離して金属物と接触しない場所に置いてください。また、パソコン、テレビなどか5もで 
きるだけ離して<ださい。ノイズの原因となります。 

• 壁などに取り付ける場合は、 AM 放送の受信状態び最も良い方向を見つけ、取0付け位置を決めてください。 

FM アンテナ 

• FM アンテナは最も良い受信状態び得5れるように、たらしておいたり丸めたままにしないで、コードを伸ばして 
使用して < ださし、。 

• 付属の FM アンテナは、 FM 放送を手軽に受信するためのものです。よりよい受信のためには外部アンテナを使巧 
して < ださい。 


が部アンテナの接続 


付属のアンテナでよく聞こえないとをは、 AM 外部アンテナ（ビニール被覆線)、市販の FM 屋外アンテナを接続す 
ることをお勧めします。 

• FM 屋外アンテナ （7 已 n 同軸ケーブル） ♦ AM 外部アンテナ（ビニール被覆線）の接 

の接続は下図のよラに接続してくださ 続は下図のよラに接続してください。 
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各機器の接続 


電源コードのち続 


すべての接続が終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント (AC ]00 V ) に接続します。 

電源コードのつなざかた 

本磯の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めします。下図のように電 
源プラグの N マークのある側をコンセントの幅のにい方(アース側）に合わせて差し込んでください。 


A . 本機の 電源コードは着脱式になっていまずが、付属しているコード(電流客量1己 A 、 機器側 3 P プラグ 
インソケット方式)む列の電源コードはご使用にな6ないでくだをい。 

警告 • 本機の AC INLET のアース端子は本機のシャーシに接続されていません。 

\_ J 


接 

続 


r (- - 

もメモ 

• 旅行などで長期間本機を使用しない場をは、必ず電源コンセントから電源コードを损いておいてください。た 
だし、1力月程度電源コンセントから電源コードを抜いた状態にしておくと本機で設定した各種設定が U セツ 
卜されますのでご注意ください。 



モ備コンセント (AC OUTLET ) の接続 

[連動100 W む下] 

本機の電源スイッチの日 N / STAND 目丫（日 FF ) の切換に連動して、接続した機器の電源を日 N / OFF できます。 
接続した機器の消費電力び1 OOW を超えないよラにしてください。 


A* 

ミ主意 


消費電力びパネルに表示されているワット数を超えるよ 
うな電気器具（暖房、アイ□ン、テレビ、 I -ースター、ド 
ライヤーなど）は絶対に接続しないでください。機器の故 
障や火災の恐れびあ0ます。 

表示されている消費電力び本機のパネル表示値よりかなく 
てちテレビ、サブウーファー、パワーアンプ、は接続しな 
いでください。電源を入れたときや大きな音で再生する場 
合に大きな電流び流れる場合びあ0ます。 



連動100 WliTF 
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基本操作 


接続した機器を巧生するときの手順です。本機では、 「 ANALOG / D に ITAL 信号の切り換え」（一37ページ)で入 
力信号を選んで、「1」スニングモードの還択」（^38ぺージ)で1」スニングモードを還ぶことびをな操作です。 


再生する機器の電源を入れる。 


2 


AMP 

© 


本機の電源を入れる。 

(本体の場含は、む STAND 目 Y / ON を押します。） 


3 


4 


… PUT 再生ずる機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り換わりま 

' - * す 。 MULTI CONTROL ボタンで直接選択ず 

ることもでさます。（本体の場合は、入力 
ファンクシヨン切換ボタンで直接選択しま 
す。） 

また、必要に応じて入力信号の種類を選びま 
す。 「 ANALOG / □に JAL 信号の切り換え」 （ 
-37 ぺージ） 

™ ^お好みのリスニングモード 

U U U U を選ぶ。 

「1」スニングモードの還択」（一 
3 8ぺージ） 

(本体の場合は 、 LISTENING 
MODE SELE 巳 T ボタンと 
MULTI JOG で逞びます。） 


Al/TOSURR 


5 再生機器の再生を開始ずる。 


6 


r+1 

VOL 


音量を調節ずる。 

-80 服撮ル値)から+12服(最大値)の範 
囲で調節でさまず。 

(本体の場をは 、 MASTER V 日 LUME で調節 
しまず。） 


音量にごいて 

. MCACC などにより正確にチャンネルレベルを補正した場合、 
Od 目が映画館での再生音量とほぼ同等になります。 


本機の巧応フォ-マット 

. デジタル(光/同軸）入出力端テ経由の対応信号 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC、PCM (サンプ U ング周 
波数: 33 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz 、 日日 kHz ) 

. i . LINK 端テ経由の対応信号 

上記のすべて、および （1 目 2 kHz を含む) DVD オーディオ、 
SACD 


基本再を 








ANALOG / DIGITAL 信号の切り換え 


基本操作 


本機ではを入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびでをます。 


1 SELECT 再生したい入力信号を選択する。 

一一 ) SIGNAL SELECT ボタンを押すたびに、し U 

下のよラに切り換わりまず。 

- • AUTO -» ANALOG - 1 

- R ♦ - DIGITAL J 

( i . LINK はで表示されます。） 

AUTO にしたときは 、 R 一 D に ITAL-ANALOG 
の優先順位で自動的に入力信号を選択します。 


命 

んメモ 

• デジタル入力端テおよびし LINK が割り当てられていない機器 
©SIGNAL SELECT は、 ANALOG に固定されています。 

• i . LINK 入力設定(一72ぺージ)をしていない i . LINK 機器を再 
生する場合は、 S に NAL SELECT は LLINK に固定されます。 

• 非対応のデジタル信号は巧生できません。その場をは(アナ □ 
グ接続して ） SIGNAL SELECT は、 ANALOG を選択してく 
ださい。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グオーディオのみ 
収録されている LD の音声はデジタル出力されません。これ6 
を再生するには必ず ANALOG を選択してください。 


• SIGNAL SELECT ボタンで ANALOG を選択した状態で 
DTS 対応の LD を再生すると、 DTS の原信号がそのまま再生 
されるため、ノイズが発生します。入力信号は必ず D に JAL 
を選択してください。 

. DVD プレーヤーの機種によっては、再生できるデジタル信号 
に制限があります （ DTS 信号を出力しないなど)。詳しくは、 
お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 



昼本操作 
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基本操作 


U スニングモードの選が 


再生機器からの信号にいろいろな音場効まを加えることびできます。 





THX 


STANDARD ADV.SURR 

〇 〇 


SliREO 

〇 


AUrOSURR 

〇 


U スニングモードを選ぶ。 

タイプによっては、ボタンを 
押すたびにモードの種類を切 
り換えて選択でさます。 


(本体の場合は 、 LISTENING MODE SE 1_ ECT でタイプを 
還んで 、 MULTI JOG でモードの種類を選択します。 ） それ 
ぞれの U スニングモードについて下記の設定び選べます。 


4 

う^ メモ 

本体で U ス ニン グモードを選ぶときは 、 LISTENING MODE 
SEI _ E 仁 T ボタンを巧してから] 0砂じ(内に 、 MULTI JOG を回 
してモードを選んでください。 







HOME 

THX 

"X 

映画の再生に適します。デコード処理後 THX 独自技術 
を付加することで、映画館や収録スタジオの音場び再 
現されます。 

* THX 時は、「便利な音声再生のための機能」などの 
使用が制限されます。 

入力信号や設定により、リスニングモードの選択肢 
が変わ0まず。 

■2ch 信号入力時 
□□PRO LOGIC llx MOVIE 
□□PRO LOGIC 

Neo: 巨 CINEMA 
■已 .Ich 信号入力時 

THX CINEMA 

THX SURROUND EX 
□□PRO LOGIC llx MOVIE 

映画向け 
ちい映画向け 
映画向け 

映画向け 
映画向け 
映画向け 

STANDARD 

STANDARD 

O 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 

2ch ソースはマト U ックス‘サラウンド•デコードをしま 
す。 

入力信号や設定により、 U スニングモードの選択肢 
び変わ0ます。 

■2ch 信号入力時 
□□PRO LOGIC llx MOVIE 
□□PRO LOGIC llx MUSIC 
□□PRO LOGIC 

Ne 日:己 CINEMA 

Neo:6 MUSIC 
■已 .Ich 信号入力時 
□□DIGITAL EX 
□□PRO LOGIC llx MOVIE 
□□PRO LOGIC llx MUSIC 

映画向け 
音楽向け 
ちい映画向け 
映画向け 
音楽向け 

映画/音楽向け 
映画向け 
音楽向け 

ADVANCED 

SURROUND 

ADV.SURR 

o 

デコード処理とノ f イオニア独自の技術を組み合わせた 
サラウンド再生モードです。 

数種類からの選択が可能でず。 

(デコード処理を変更ずることはできません。） 

ADVANCED MOVIE 
ADVANCED MUSIC 

TV SURROUUND 
SPORTS 

GAME 

EXPANDED 

7chSTERE0 

PHONES SURROUND 

映画向け 
音楽向け 

TV 放送向け 
スポーツ番組向け 
ゲーム向け 
古い映画向け 
音楽向け 

ヘッドホン使用時専巧 

STEREO 

/DIRECT 

STEREO 

すべての信号を 2ch (最大 2. 1 ch) で再生します。 

字 D 旧 ECT 時は、「便利な音声再生のための機能」な 
どの使用び制限されます。 

STERE 日(通常ステレオ再生） 
DIRECT 搞品位ステレオ再生） 

音楽向け 
音楽向け 

AUTO 

SURROUND 

AurasuRR 

各フォーマットに最適な再生方式を自動的に選択します。 
(工場出荷時はこのモードび選ばれています。） 

自動選択 

すべてのソース向け 






基本操作 


HOME THX および STANDARD モードについて 


liTFS つの要素が複雑に関係するため、選択肢は場台により様々に変化します。 
「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（^日日ぺージ)にその組みをわせ表びあります。 

• 入力信号の種類 

• 接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数卜2巨ページ） 

• EXTENDED モードの設定(一40ぺージ） 

より詳しくは、「サウンドフォーマットについて」(一94ページ)をご覧ください。 

• DTS 已 . Ich 信号入力時、デコードち式は自動で決定されます。 

• DTS 日日/24、 PCM (日日 kHz 、88.2 kHz )、 DVD オーディオなどの八イヴンプ U ング信号入力時 、 HOME 
THX モードは選択できません。また、（特に巳. Ich 信号時)様々な制限が多くなります。 

• MPEG -2 AAC のステレオ信号入力時、 Neo : 日 CINEMA と Neo ;6 MUS には選択できません。 

• anPR 日 LOG には、常に最大日.] ch までの出力となります。 

• サラウンドバックスピーカーが1本の接続(設定)の場合、已 . Ich 信号入力時でち [XlPRO LOGIC llx M 日 VIE は 
選択でさません。 

• DTS 信号入力時 、 □□PRO LOGIC llx MOVIE、[XlPRO LOGICIIx MUS には選択でさません。 

ADVANCED SURROUND モードにごいて 


• DTS 日日/24、 PCM (9 日 kHz 、88.2 kHz )、 DVD オーディオなどの八イヴンプ U ング信号入力時、 
ADVANCED SURROUNDS - ドは選択できません。 

• より詳しくは、「パイオニア独自のサラウンドモード (ADVANCED SURR 日 UND )」 （一98ぺージ）をご覧く 
ださい。 

STEREO / DIRECT モードについて 


• 設定や入カソースにより、サブウーファーからち音が出力される場合があります。 

• D 旧 ECT モードは、入力信号を加工せずに忠実にステレオ再生します。 

• D 旧 ECT を選択しているときに松下のボタンを押すと、自動的に STERE 日モードに切り換わります。 
「 MIDMGHT / LOUDNESS 」、「 TONE 」、 r ( SHIFT +) DIAL 日 G E 」、「 AC 日 USTIC E 日」 

AUTO SURROUND モードにごいて 


入力信号に収録されたチヤンネル数に応じて、最適な U スニングモードを自動的に選がします。 

• 巳 D などの 2 ch 信号入力時ーステレオ再生 
• □□サラウンド信号入力時 一 CKlPR 日 LOG に llx M 日 VIE など 

• デジタル已 .] ch 信号入力時-^ □□デジタル、 DTS など 

• 日. Ich 再生検出信号付きデジタルマルチ ch 信号入力時 一 anPRO LOGIC llx MOVIE . 皿 EX 、 DTS - ES など 


コードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル 
信号を、ちとの信号に変換させる技術です。また、 2 ch の音 
源をマルチ ch 化させる演算技術をマト U ックス-デコードと 
言い、日.1 ch 信号を目.] ch に伸長させる技術ちデコードと呼 
ぶことびあ0ます。 


昼本操作 
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基本操作 


EXTENDED モードの選が 


EXTENDED モードとは、サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバック ch 音声の処理 
を切り換え、最大で7.] ch 再生か日. Ich 再生かを変更でさる機能です。設定項目は 1；( 下のとおりです。 

OFF :サラウンドバック ch へのデ]-ド処理は行わず、最大己. Ich での再生となります。 

AUTO :入力信号の種類と r 日. Ich 再生検出信号」を検出し、サラウンドバック ch へのデコード処理技術を自動選 
択することで、再生チャンネル数を切り換えます。最もソフトに忠実な再生となります。 

ON :常にサラウンドバック ch へのデコード処理技術を付加するため、最大の出カチャンネル数でお楽しみいた 
だけるモードです。 

入力信号、 U スニングモードの種類や組みをわせによって、 EXTENDED モードの処理が異なります。詳しくは 
ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一 9 日ページ)の表をご覧ください。 


1 な品 T 。 EXTENDED モ-ドを選択ずる。 

© ボタンを押すたびに、日 N と AUT 日と日 FF が 

切り換わりまず。 


文メモ 

.MULTI CH IN モードを選んでいるときは切り換えができま 
せん。（一已1ページ） 

• 「スピーカーシステムの設定」（一日曰ぺージ） で、 サラウンド 
バックスピーカーが NO (無し）に設定されている、または r ヴ 
ラウンドバックシステムの設定」（一曰8ページ） で Second 
Zone.Front Bi - Amp が選ばれているときは切り換えができ 
ません。 

• サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は、この 
EXTENDE MODE ボタンを巧すと、仮想のサラウンドバッ 
ク音声を作ることができます。（^4已ぺージ） 
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「 AUT 日 MCACC (サラウンドの自動設恐」(一 13 ぺージ)などで設定された、アコースティックキャ U ブレーシヨ 
ン E 日(視聴環境の周波数特性の補正)の種類を選択します。チャンネル間の音色の違いを統一させるため、再生音 
のつながりが良くなり、音場バランスが改善されます。設定項目は 1；( 下のとおりです。 

ALLCH ADJUST :部屋の特性を含めて、スピーカーシステム全体をフラットに補正した周波数特性です。映 
画館やダビングステージと同じ補正タイプになります。 

FRONT ALIGN : スピーカーシステム 全体をフ□ント ch の周波数特性にをねせます。フ□ントス ピーカーには 
補正をかけずに音場バランスの改善が行えます。 

CUSTOMIZE :「自動測定された補正カーブを手動で調整する」（一目2ページ)で、上記2つの補正タイプをお好 
みに調整した設定値です。 

OFF 補正を行いません。 



ACOUSTIC 


アコースティックキャリブレーション 
EQ の捕正タイプを選ぶ。 

巧すたびにアコースティックキャ U ブレー 
ション EQ がじ(下のように切り換わりまず。 

I~~ * ALL CH ADJUST —» FRONT ALIGN — i 


CUSTOM 2 


CUSTOM 1 


ALL CH ADJUST または FRONT ALIGN 、 
CUSTOM K CUST 日 M 2 のときは ON とな 
り、 MCACC インジケーターが点灯します。 


攻メモ 


ア]-スティックキヤ U ブレーシヨン E 日の日 N / OFF はすべ 
てのフアンクシヨンに共通で切り換わります。 

MULTI CH IN モードでは、使用でさません。 

U スニングモードで D 旧 ECT を選択しているとさにアコース 
ティックキヤ U ブレーシ ヨン E 日を日 N にすると、リスニング 
モードむ';自動的に DIRECT から STERE 日に切り換わります。 
工場出荷時は日 FF に設定されていますが 、 「AUTO MCACC 」 （一 
13ぺージ)または忙 Q AUTO Setting ] (一日1ぺージ)を行った 
ときは自動的に日 N (ALL CH AD 」 UST ) になります。 

へッドホン使用時には効果がありません。 


アコーステイツ クキヤリブ レーシヨ ン EQ (周源致特性の補正)の觀尺 


基本操作 


昼本操作 
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応用操作 


マルチチヤンネル入力の再を 


MULTI CH IN 端子に接続した機器 ( DVD 才ーディオや SACD など)の各チヤンネルの音声を、すべてアナ□グ処 
理のまま忠実に高 SN 比で再生します。映像は入カフアンクシヨン選がで選ばれている機器の映像が映ります。接 
続については r 已 .] ch アナ□グ接続」（一3日ぺージ)をご覧ください。 


1 MU 记 CH MULTI CH IN モードにずる。 

〇 ボタンを巧ずたびに、日 N と日 FF が切り換わ 

りまず。 


た 二 

斗^ メモ 

. マルチチヤンネル入力信号には U スニングモードの効果を加 
えることはでさません。 

. 「アコーステ イツ クキヤ U ブレーシヨン EQ 」 卜41ぺージ)や 
「便利な音声再生のための機能」（一4目ページ)を ON にするこ 
とはでさません。 

. TUNER 於外の入カフアンクシヨンに MULTI CH IN を設定 
することがでさます。 


i 丄 INK でち続した機器を再をする 


i . LINK 機器は、通常接続した入カフアンクシヨンに割り当てますび、 n.LINK Inpu りい72ぺージ)で割り当てを 
していない場合に、下記のち法で入力を換えて機器を選ぶことびできます。 



本機での操作 



〇|^ 


i 丄 INK 機器の入カフアンクシヨンの選択 
モートにずる。 

i . LINK インジケーターび点なします。 



(し LINK 機器を複数台つないでいる場合 
は、 ） 再生する機器をマルチジョグダイヤ 
ルで還只する。 

機器名称び表示されます。 


リモコンでの操作 


1 'nput lLINK 機器の入カフアンクシヨンを選択 


INPUT SE 1_ ECT ボタンを押して再をする機 
器を選びます。 


〇 二 

ご V メモ 

• 映像のあるソースを再生するには、必ず ri.LINK Input 」 （一72 
ページ)でそのソース機器を入カフアンクシヨンに割り当てる 
ことが必要です。 
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応用操作 



2 ch ソースを入力しているとき、 STANDARD モードの □□PRO LOGIC llx MUSIC (または [XlPRO LOGIC II 
MUS に）には 3 つの音響効果を加えることができます。それぞれの説明は下のとおりです。 


CENTER WIDTH :センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーに振り分けて出力することで、音 
色の不一致を緩和させることが可能になり、音楽再生により適した音場を創り出すことがでさます。効果は日〜 
7の範囲で調整することがでさます。0がセンタースピーカーからのみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声 
すべてを左ちのフ□ントスピーカーに振り分けます。工場出荷時は3に設定されています。 

DIMENSION : U ス ニン グポジションから前方の音場を強くするか、後方の音場を強くするかを調整すること 
で、広がりのある音場を創り出すことができます。+3か 6-3 の範囲で調整することができます。+3は U スニ 
ングポジションから前方の音場が強くなり、 一3 は U ス ニン グポジションから後方の音場が強くなります。工場 
出荷時は日に設定されています。 

PANORAMA :前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、サラウンドチヤンネルに繫げるようなサラウンド効果を 
加えます。正確な定位よりち雰囲気を楽しむための機能です。オンまたはオフの設定で、工場出荷時はオフに設 
定されています。 



応用操作 
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応用操作 


Neo :6 MUS にモードに音響効果を加えて調整する 


2 ch ソースを入力しているとき、 STANDARD モードの Nec ):6 MUS にに音響効果を加えられます。センター 
チャンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーに振り分けて出力することで音色の不一致を緩和し、音楽再生に 
適した音場を作り出すことがでさます。 

C . IMAGE (センターイメージ）：効果は日〜己の範囲で調整することができます。0はセンターチャンネルの音声 
が左ちのフ□ントスピーカーか6ち出力されて、音場が広がったように聞こえます。己はセンターチャンネルの 
音声がをにセンタースピーカーから出力し、センターの音像が明確化されます。工場出荷時は2に設定されてい 
よす 0 



ADVANCED SURROUND モードの効まを調整する 


ADVANCED SURR 日 UND の各モードに付加される残響音などの効果を調整することびでさます。 



美 ADV.SURR 

1 〇 

ADVANCED モードを選択する。 

EFFECT 

A / nH.qpi 

エフェクトレべルを選択する。 

2 〇 

ディスプレイに 「 EFFECT 」 が表示されるまで 


押してください。 

3 

エフェクトレべルを調壁する。 


エフェクトレべルは]0〜90の範囲で調整す 


ることびでをます。 

全 メモ 


• 工場出荷時は、 7 CH STERE 日が90、それしが1■のモードが7日 

に設定されています。 

. エフェクトレベルはをモードごとに設定できます。 

じ^-^ 
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スピーカーの 出カレベルを調舊する 


応用操作 


再生している音を聴きながら、チヤンネルごとに出カレベルを調整できます。 



EFFECT 

/CHSEL 


スピーカーのチヤンネルを選択ずる。 

ディスプレイには日.日 d 目」などと表示されま 
す。 


2 


I EF ? j.D はぶ F 出カレベルを調壁する。 

(EXD - lO . OdB から+1 O . OdB の範囲内で、 
0.已 dB 間隔で調整でさます。 


2 


全メモ 


MULTI CH IN モードでは、（その他のモードとは別備こ)出力 
レベルを設定できます。一1日. Od 目から+1日. OdB の範固巧 
で、1 . Od 目間隔で調整でさます。 


—チヤルサラウンドバックモードの還が 


サラウンドバックスピーカーを接続していないときに、仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出すモー 
ドです。 ON 、 AUTO 、 OFF のいずれかに設定します。入力信号の種類や U ス ニン グモードの選がによっては効 
果び出ない場合びあります。 

ON : U スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチヤンネル音青を作り出します。 

AUTO :巨. Ich 再生検出信号を含んだソースや U スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチヤンネ 
ル音声を作り出します。 

OFF :仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を作りません。 



パ’ーチャルサラウンドバックチャンネル 
モードを選択ずる。 

ボタンを押すたびに、 ON と AUTO と OFF び 
切り換わります。 


◎ 


もメモ 

.MULTI CH IN モードを選んでいるときは切り換えがでさ 
ません。（^42ぺージ） 

• 「スピーカーシステムの設定」（一6曰ぺージ)で、サラウンド 
スピーカーが N 0(無し）に設定されているときは切り換え 
がでさません。 

• サラウンドかが収録されていないソース(シーン)では、バー 
チャルサラウンドバックモードの効果を得ることはでさま 
せん。 


応用操作 
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応用操作 


便利な音声再をのための機能 

かさな音でも聴き取り やす < する(ミツ ドナイト/ラウドネス) 


MIDNIGHT ： 夜間などのル音量再生では、音の響きが不足したり、微ルな音やセ U フが聞こえにくくなります。 
ルさな音でち映画や音楽の微ルな音やセ U フを聴さ取りやす<する効果があります。 

LOUDNESS :低域-高域のレベルを自然に調整するため、ルさな音でち音楽を聴さ取りやす<する効果があり 
ます。（フ□ント ch のみ有効） 




MIDN に HT/ 
LOUDNESS 


〇 


ミツドナイトリスニング/ラウドネス 
モードを ON にずる。 

ボタンを巧すたびに、し^下のよラに切り換わ 
り、それぞれのインジケーターが点、灯します。 



MIDNIGHT ON —► LOUDNESS ON 
- MID/LOUD OFF^ - 



た 二 

斗^ メモ 

• 音量に合わせて効果を自動調整されます。 

.MULTI CH IN では、これらの機能は選択できません。 

. ダイレクト再生時にこれらの機能を日 N にすると、自動的に 
STEREO モードに切り換わります。 

. DTS 日日/24信号などの高音質ソースでは、これ6の機能は 
使用でさません。 


ステレオ再生時の低音/高音を調. 



本体の TONE ボタンと MULTI JOG を使ってほ音、高音の調整 （ I ンコント□ー ル)びでさます。 



低音 ( BASS ) か高音 ( TREBLE ) のどち日 
の卜ーンを調壁するか選択する。 

ボタンを押すたびに、低音(目 ASS ) と高音 
( TREBLE ) び切り換わります。 



I ^ーンを調壁する。 

-己祀から +6 clB の範囲内で、 
2 dB 間隔で調整でさます。 


全メモ 

. STEREO 政外の U スニングモードや 、 MULTI CH IN モード、 
スピーカーシステム目を選んでいるとき、トーンコント□一 
ルは使用でさません。 
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応用操作 


ををね立たせる(タイアログエン八ンスタント) 


音に定位感を持たせることで映画/ドラマのセ U フや音楽のボーカルをきわ立たせ、より聴き取りやすい音にし 

よ 9—0 




SHIFT 


I DIALOG E| 

の 


SHIFT を f 甲したまま、 DIALOG E ボタ 
ンを巧ず。 

押すたびに、ダイアログエン八ンスメント機 
能の ON と OFF び切り換わりまず。 


もメモ 


MULTI CH IN では、この機能は選択できません。 

ダイレクト再生時にこの機能を日 N にすると、自動的に 
STERE 日モードに切り換わります。 

DTS 日日/24信号などの高音質ソースでは、この機能は使用 
でさません。 


アナ□グ入力信号の至みを低減する 


アナ□グ音声信号が過度に入力され(フ□ント表示部の OVER インジケーターが点灯して)音が歪んでしまラとさ、 
入力信号レベルを下げて歪みを低減することがでさます。 



AMP 


アンプ操作モードにずる 


7 INPUT AH INPUT ATT ボタンを巧ず。 

(+10)10 巧すたびに、インプットアッテネーター機能 
^一 の日 N と日 FF が切り換わり日 N のとをに、 

ATT インジケーターが点灯します。 


応用操作 


47 















応用操作 


その他の機能 


( MUTE ) 



Q) 

CH<5tU^S 

甚„ の 

〇 〇 〇 〇 I 

ACOUf'C ろ？ NA. 

川こみ K EQ SELECT じじ hE だ 
0 0 0 0 
I shW 11 以 ’r s': がい化 :。 E I 

:〇 0-(Z)-CZ) 


Pioneer 

A.v. 二 MPLIFIER ) 


mute mute ボタンを巧す。 

() 一時的に音び消えまず。をラー度押すと、元 

の音量に戻ります。音量+/— ボタンでも 
5ュートを解除します。 


表示部の明るさ調. 



フ□ントバネル表示部の B 月るさを4段階に調整することびでさまず。 




2 


1 アンプ操作モードにずる。 


2 FL DIMMER 好みの明るさに調壁する。 

( 0 )11 押すたびに表示部の明るさび4段階で切り換わ 
一 0ます。 


^ . . - 

メモ 

• 明るさを一番暗い設定にしたとさは、 i . LINK インジケーター 
と MCACC インジケーターを消灯します。 

. 設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたとさは明る 
く点灯し、数砂後に元の明るさに戻ります。 

• エラ^表おや禁止メッセージは、この設定にかかわらず明る 
く表示されます。 


ス U - プタイマーの設定 ( SLEEP ) 




SHIFT 

巧 


「 SLEEP 1 

〇 


SHIFT ボタンを巧しなが日 SI _ EEP ボタ 
ンを巧してタイマーを設定する。 

押すたびにス U —プタイマーの時間び L ソ下の 
ように切り換わります。 

ス U —プタイマーび設定されると SLEEP イ 
ンジケーターび点なしまず。 



SLEEP 30 min - ► SLEEP 60 min 

— OFF < - SLEEP 90 min 夺 


^ 仁メモ 

• ス U —プタイマーを設定したあとにス U —プボタンを1回 
巧すと、残り時間が表示でさます。 

. マルチルーム機能(一79ぺージ)が日 N のときは、ス U - プタ 
イマーを設定するとサブルームの電源ち同時に切れます。 











スピーカー システム A/B の 切り換え 


スピーカーシステム A / B を切り換えると、巧生されるスピーカーび切り換わります。お要に応じて使用するスピー 
力ーシステムを選択してください。 


speakers スピーカー システムを切り換える。 

〇 サラウンドバックシステムの設定(一已8ぺ一 

ジ)によって選択でさるモードび換わります。 
ボタンを押すたびに、ムツ下のように切り換わ 
ります。 

[Normal ( S 目)」に設定している場合 



へッドホンを PHONES 端子に差し込ん 
でいる間は自動的に OF 円こ切り換わりま 
す。（ただし 、 Second Zone に設定されて 
いるときは、スピーカー端子国からは音が 
出ます。） 


[Second Zone 」 に設定している場合 




B (2 nd Zone ) 
A+B ON < 


[ Front 巨 i - Amp 」 に設定している場台' 


各スピーカーシステム選択時の出力音声について _ 

「Normal (SB)」 に設定している場含 

A ( SP ^ A ) ；すべての スピーカーから 出力されます。 

「Second Zone」 に設定している場含 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子囚に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生が可能です。） 
目 （ SP ►目） :スピーカー端子国に接続されたスピーカーからのみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ巧 

能です 。 ）MULTI CH IN では音が出力されません。 

A+B ( SP ^ AB ) :上記 A ( SP ^ A ) と目但 P ^ B ) の音声が同時に出力されます。 

「Front Bi-Amp」 に設定している場を 

A+B ( SP ^ AB ) :すべてのスピーカーから出力されます。スピーカー端子国か6出力される音声はスピーカー 
端子囚のフ□ント出力と同じ音声です。 


上記の全設定共通 

日 FF ( SP ^ ) :スピーカーから出力されません。（ただし、プ U アウト端子からは常に音声が出力されている 
ため、サブウーファーか6は音が出る場合があります。） 


応用操作 


応用操作 
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応用操作 


へツドホンをほラ 




1 へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 


た 二 

んメモ 

• U スニングモードは 「 STEREO 」、「 DIRE 巳 T 」 と 「Phones 
Surround 」 のみ選択でさます。 

• 各 U スニングモードの効果は 2 ch にダウンミックスされま 
す。 

. へッ ドホンを差し込むとスピーカーか6音は出なくなりま 
す。ただし 、 MULTI CH IN モードのときはサブウーファーか 
らのみ音が出ます。 

• MULTI CH IN モードのときは、 FR 日 NT 囚、因端子からの音 
声のみをへッドホンむ、6出力します。 

• へッドホンを差し込んでいるとさはシステムセットアップを 
巧ラことはでさません。 


録音/録画をする 


本機を通して録画/録音を行ラ場合、双方の機器は同じタイプのコードで接続されている必要があります。 
録音/録画端テには、音声のアナ□グ/デジタル、映像のコンポジット / S ビデオ信号間の相互変換を行っていな 
いため、接続コードを一致させてください。 



DVD/LD TV/SAT DVR/VCR VIDE01 

0 0 0 0 

CD TAPE/MD TUNER VIDE02 

0 0 0 0 


2 入力信号を^ずる。 

◎ デジタル録音するとさは、 D 旧 ITAL を選択し 

ます。詳しくは 「 ANALOG / □に ITAL 信号の 
切り換え」（一37ページ)をご覧ください。 


録音/録画するソースを選 
ぶ。 

U モコンの MULTI con ¬ 
trol ボタンまたは INPUT 
SELECT ボタンでも選択する 
ことびでさます。 


3 録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 

4 録音/録画ずるソースを再生ずる。 


な 二 

全メモ 

. 本機の音量、チヤンネルレベル、 I ンコント□-ル ( TREBLE 、 目 ASS )、 サラウンドの設定などは、録音信号 
には効果がありません。 

. 市販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場をを除いて、善作権法上認め6れていません。また、コピーガード 
信号により録音/録画のできないをのちあります。 

. デジタル録音について、ソフトによってはコピー回数制限のあるをのがあります。詳しくは録音機器の取扱説 
明書をご覧ください。 

• サラウンドの自動設定 (AUTO MCACC ) 中は、録音/録画を行わないでください。 

.MULTI CH IN に入力された音声は、録音することができません。 
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ラジオ放送を聞 < 


応用操作 


1 D.ACCESS ，， ，， 

TOP MENU タイレクトアクセスチユーニンクモード 

にする。 

2 数字ボタンで、放送局の周波数を入力する。 

例えば、 rFM 7 已 . OOMHz 」 を選ぶには、7、日、0、0 
を押します。 


I 」モコンで TUNER モードのとさ、下記のち法で選局することちでさます。 



1 

(tuner 

チューナーモードにずる。 


BAND 

〇 

AM と FM を切り換える。 


巧ずたびに、 AM と FM が切り換わります。 


3 




み NE ^ > 


放送を受信ずる。 

TU N E +/ - ボタンを押して選局します。体体 
の場合は MULTI JOG ダイヤルで選局しま 
す。） 

選局方法には、(下の3種類びあります。 

才ー ト チューニング： 

ボタンを押して、周波数び動さはじめたら指 
を離す。 

周波数び自動的にを化して、放送局を受信す 
ると止まります。 

途中で止めるときは TUNE + ボタンまたは 
TUNE —ボタンを押します。 

マニュアルチューニング： 

ボタンを1回ずつ押す。 

周波数び1ステップずつを化します。 

1ステップは FM 放送び □. 1 MHz で、 AM 放送 



/_/ I i— ク〇 

イス ピー ドマニ 

ボタンを押し続け 
周波数び連続して: 
まります。 


周波数を直接入力して選局する（ダイレクトアクセスチューニング) 


放送のを信のしかた 



応用操作 


止 

と 

: す 
"ベ離 

'ンを 

ュ 

チま 

ル。し 
アす化 
ユま変 


オ 

で 

フ 

W 

レ 

S 
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応用操作 


FM の受信状態び悪いとさ （ MPX モード) 


FM 放送を聞いているとき、受信状態び悪いため TUNED もしくは STEREO インジケーターび点打しないときびありま 
ず。そのよ5なときは MPX モードでモノラル受信にすることでノイズをほ減させることびでをます。 



1 MPX モノラル受信にする。 

MONO インジケーターび点なします。 

一一 押すたびに、モノラル受信とステレオ受信び 
切り換わります。 



がを局を記憶ずる(ス テーシ3 ンメモ U — 


本機では、よく聞く放送局を A.B.C のクラスにを10局、合計30局まで記憶することびできます。 



1 tuner I チューナーモー ドにする。 


2 

3 


記憶したい放送を受信する。（一己1ぺージ) 


T.EDIT 


放送局の記憶モードにする。 

「STATION MEMORY」 と表示され、放送局 
を記憶するモードになりまず。 



ステーショ ン番号を 選ぶ。 

A 1〜 CO までの ステーショ ン番 
号をお好みで逞択ずることびで 
さます。 

巳 LASS ボタンを押すことで A、 

B、 巳のステーションクラスを 
切り換えることびできます。 
(本体の場合は MULTI JOG で選 
びます。） 



記憶したいステーンョン番号を巧定する。 

ステーシヨンま号び記憶されます。 


6 手順 2 〜己を繰り返して、 30 局まで記憶することが 
でさまず。 





記憶した放送局を呼び出す 


応用操作 



チューナーモードにずる。 


2 


3 


CLASS 

MENU 

の 


呼び出したい局が記憶されているメモ 
リークラスを選ぶ。 

(本体の場合は、 TUNING/STATION を押し 
ます。） 


を 


呼び出したい局び記憶されて 
いるステーシヨンま号を選 
ぶ。 

数字ボタンでステーシヨンま号 
を選ぶことをでさます。 

(本体の場合は、 MULTIJOG で 
選びます。） 


壬メモ 


1力月程度、本機の電源 コー ドを電源コンセントか b 巧いてお 
くと、ステーシヨンメモ U -やステーシヨンネームは 消まさ 
れ ますのでごを 意く ださい。 


tuner ] 


応用操作 
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応用操作 


ち旅をつける (ステーションネーム) 


[tuner チューナーモードにずる。 


2 MEfiU メモリークラス ( A ， B ， C ) を選ぶ。 

(本体の場合は、 TUNING / STATION を押し 
まず。）_ 

名前をつけたい局が記憶さ 
)■►) れているステーシ3ンま号 
(+/ を選ぶ。 

数字ボタンで ステーシヨ ンま号 
を選ぶことをでさます。（本体の 
場合は、 MULTI 」0 G で選びま 
ず。） 


ステー シヨン ネーム モードにする。 

「STATION NAME 」 と表示され、名前を入力 
するモードになります。（本体の場合は、 
TUNER EDIT を押します。） 


入力したい文字を選ぶ 

)♦) (本体の場合は MULTI JOG で選 
びます。） 

入力できる文字はムツ下のとおりです。 


ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 

0123456789 

! "# 至〇/〇&'()*+, -./:;<=>?◎[ \ r _{ i } 〜(スぺース) 


6 ^選んだ巧を減ずる。 


7 手順己〜己を繰り返して名前をつける。 


全メモ 

• 最大4文字までの入力となります。 

• U モコンの TUNER D 侶 PLAY ボタンを押すことで、周波数 
と;><モリーさせた名前を切り換えることができます。 

• 名前を削除したいときはすべてスペースを入力してくださ 
し、。 



T.EDIT 






2 


已 

3 


m 


©©01 端 4 , 

I 


eG 富也 


000讀 


巨4 


2 

4 

巨 

已 

♦- 

3 


li 




I を 
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設定 


システムセットアップについて 

システムセツトアップの設定項目一1 


本機のシステムセツトアップで設定できる全項目です。 


システムセットアップ項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ぺージ 

1 

surr Back systm 
(ヴラウンドイむ/クシステムの設定) 


SPEAKER 回端子の用途設定 

已 8 

2 

AUTO MCACC 
(ヴラウンドの自動設定） 


音 場 補正の全項目を自動測定 

13 



a 

Fine Ch Level 

备チャンネルの出カレベルの詳細設定 

已 9 



b 

Fine Ch Distance 

备スピーカーまでの距離を入力し、最 
適なディレイ値の詳細設定 

60 

3 

MANUAL MCACC 

c 

EQ AUTO Setting 

音 場 補正の補正カーブを自動測定 

61 


(詳細なサラウンドの設定） 

d 

EQ Data Copy 

補正カープの保存 

62 



e 

EQ CUSTOM Adjust 

補正カープの調整 

63 



f 

EQ Data Check 

補正カープの確認 

64 



a 

Speaker Setting 

スピーカー接続の有り無し、低域再生 
能力などの設定 

65 

4 

Manual SP Setup 

b 

Crossover Network 

ク□スオーバー周放数の変更 

67 


(聰感によるサラウンドの設定） 

c 

Channel Level 

备チャンネルの出カレベルを補正 

68 



d 

Speaker Distance 

甚スピーカーまでの距離を入力し、最 
適なディレイ値に設定 

69 


Input Assign 
(入力に関する設定） 

a 

Digital Input 

デジタル入力端子の割り当て入カファ 
ンクシヨンの変更 

70 

己 

b 

Component Input 

コンポーネントビデオ入力端子の割り 
当て入カファンクシヨンの変更 

71 



c 

i. LINK Input 

し LINK 対応機器の割り当て入カファン 
クシヨンの変更 

72 



a 

DRC Setup 

ダイナ=ックレンジ圧縮レベルの変更 

73 



b 

Dual Mono Setup 

デュアルモノラル音声の 選択 

74 


Other Setup 
(その他の設定） 

c 

LFE ATT Setup 

LFE (超傾域信号成分)のレベル減衰 

75 

色 

d 

SR+ Setup 

パイオニアプラズマディスプレイとの 
連動設定 

85 



e 

Multi Room Setup 

マルチルーム機能の設定 

79 



f 

1 吕 V Trigger Setup 

1 吕 V トリガー対応機器との連動 

76 



邑 

SACD GAIN Setup 

SACD ディスク再生時のダイン設定 

77 
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設定 


MCACC の詳細と効果 


じ(下4 つの 設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンドの設定とは、この音場補正を行ラことをいいます。 
本機のオートセットアップ機能を使ラと、これ 64つの 設定(音場補正)を自動で行ラことができます。 

スピーカーシステムの設定 （Speaker Settin 呂）_ 


これはソースに含まれる音青成分のすべてを再生ずるための基本設定です。この設定び正しく行われないと、サウン 
ドトラックの特定チャンネルに収録された音声び再生されなかったり、低域成分が欠落してしまう、などの不具合び 
発生する場含びあります。スピーカー接続の有0/無しや低域再生能力などを設定し、上記の問題を回避します。 

スピーカー出カレベルの設定 (Channel Level ) _ 


u スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離設定」と同 
様に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランスの 
悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、この方法では正確な設定は不可能です。プ 
□のスタジオ-エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専巧の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施しま 
す。本機では、 MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整げ誰でも簡単にできるようになりました。 

スピーカーまでの距離の設を （Speaker Distance ) _ 


実際には距離を設定することで香チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル再生で 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定用のマイクを使用した実測では、電気的 
な遅延現象(特にサブウーファーに多く見受け5れる）をち測定します。よって、；<ジャーで測った物理的な距離より 
大きい値げ設定されることわありますび、遅延補正として正しい値になっています。 

視聴環境の周波数特性の補正 (Acoustic Cal EQ ) 


「視聴環境の周波数特性の補正」とは、リスニングポイントでの視聴環境トータルの周波数特性化厂 F 、 F 特)の補正を 
意なします。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使巧してち、リスニングポイントでは音色び違って聞こえま 
す。これは、設置場所-設置方法-壁面-内装、など様々な影響により実際の F 特び違ってしまうためです。 

本磯の r 視聴環境の周波数特性の補正」では、リスニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チャンネ 
ルの音のつなびりび飛躍的に向上し、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館など 
においてはこの補正は絶対に欠かせないちのです。これびホームシアターとの大きな差でしたび、当社の研究によ 
0、一般家庭環境における F 特の補正には最も有効であるエンべ□ープ補正方式を採巧し、この差を埋めることを可 
能にしました。 

全チャンネルの周波数特性をフラットにする 「ALL CH AD 」 UST 」 と、フ□ントスピーカーの特性に合わせ込む 
ITR 日 NT AUGN 」 の2種類の補正カーブを用意しました。 
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設定 


設定頂目の選択 


電源を入れてメニュー画面を開くまでの手順です。ここか b を設定の操作に造めます。 



1 AMP 
© 

本機の電源を入れ、テレビの電 j 原を入れる。 

テレビは本機の出力映像び表おされるように 
しておさます。 

2ろ 

AMP 1 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 


ゴ 〇 システムセットアップにする。 

テレビ画面にシステムセットアツプび表示さ 
れます。 



全メモ 

. へッドホン使用中は、システムセットアップは表示できませ 
/u 。 

• 約3分間放置するとシステムセットアップは自動的に終了し 
ふ d 〇 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを 
使用するたびに設定し直す必要はありません。ただし、スピー 
カーシステムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカー 
を追加したとさには、設定し直す必要があります。また、設定 
内容は1力月程度、コンセントを损いた状態にしておくと消去 
されますのでごを意ください。 
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設定 


Surr Back System (サラウンドバックシステムの設定) 


ここではスピーカー端子国(サラウンドバックチヤンネル)の使用用途を設定します。下の項目か6選択します。 
[NormaKS 目 )]: -般的なサラウンドバックスピーカー用（目.1 ch または 7.1 ch システム） 

[Second Zone] : インの曰.1 ch システムとは別のステレオ再生用 
[Front Bi-Amp] :フ□ントスピーカーのバイアンプ駆動用（已 . 1 ch システム） 



2 




[1.Suit Back System] を選んで決定ずる。 

「Normal ( SB )」 と 「Second Zone」、[Front Bi - Amp 」 の選 
お画面び表示されます。詳しい説明は上記をご賣くださし、。 


2 

3 


[Normal (SB)] と [Second Zone] 、 [Front Bi-Amp] 
のいずれかを選んで決定ずる。 

RETURN を巧ず。 

サラウンドバックシステムの設定を終了します。 


^ 二 

全メモ 

[Second Zone]、[Front Bi - Amp ] を選択すると、ヴラウンド 
バックスピーカーについての各種設定を行うことはできません。 


プ y アウト出力について 

上記設定に連動して、プ U アウト端子のサラウンドバックかか 
6出力される音声が臥下のようになります。 

[ NormaKSB )] のとき：サラウンドバック ch の音声 
[Second Zone ] のとき：ダウンミックスされた 2 ch の音声 
[Front Bi - Amp ] のとき：フ□ント ch と同じ音声 


AUTO MCACC (サラウンドの自動設定) 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難しかったさまざまな設定を、付属のセットアップ用 
マイクを使い自動で高精度に測定、設定することがでさます。「ホームシアター入門 AUTO MCACC (サラウン 
ドの自動設定)」をご覧ください。（一] 3ページ） 
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ANUAL MCACC 


.Fine Ch Distance 

.EQ AUTO Setting 
.EQ Data Copy 
.EQ CUSTOM1 Adjust 

.EQ CUSTOMS Adjust 

.EQ Data Check 


3a.Fine C 
Ref:Left 


hannel Level 


Right 

Center 

Surround L 
Surround R 
Surr Back L 
Surr Back R 
Sub Woofer 



Return:Finish 


3a.Fine Channel Level 
Left ィ 


EntenNext 

Return:Cancel 


System Setup 


1.Surr Back System 
2. AUTO MCACC 



4. Manual SP Setup 

5. Input Assign 

6. Other Setup 


Enter : Select 
Return : Exit 


2 


3 


4 


設定 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。選択したチヤンネルとそのチヤン 
ネルに巧して最適と思われるちラ]つのチヤンネルか6テスト I -ーンが再生されますので、そのテストトーンど 
うしが同じ大きさに聞こえるように調整します。 

音圧計をお持ちの場をは、音圧レベルを C ウェイト/ス□ーモードで7日 d 目 SPL に調整してください。 



1 [3 .MANUAL MCACC ] を選択して決定ずる。 

_詳細なサラウンド設定のメニュー画面になります。_ 

2 [Fine Ch Level] を還択してみ定する。 

_スピーカー出カレベルの詳細な設定になります。_ 

3 フ□ント左チヤンネルのレベルを調壁して巧定ずる。設 

フ□ント左チヤンネルからテスト!-―ンび出力されます。定 


4 調壁したいスピーカーを選択してチャンネルレべ 

ルを調壁する。 

選択したチャンネルとそのチャンネルに巧して最適と思 
われるもラ]つのチャンネルから交互にテストトーンび 
出力されます。 

一1 O . OcI 目から+1 O . OcI 目の範囲内で、0.己 d 目間隔で調 
整することがでさます。 


b [RETURN] を巧ず。 


スピーカー出カレベルの詳細な設定を終了します。 


全 


メモ 


サブウーファーか6のテストトーンは周波数が低いため、実際の 
レベルよりを小さく聞こえる場合があります。 


テストトーンは大さな音で再生されます。 
MASTER VOLUME は自動的に日 d 目にな 
り、テスト!-ーンが再生されます。 



—力一出カレベルの詳細な設定) 


Fine Ch Leve 


MANUAL MCACC (詳細なサラウンドの設定) 
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設定 


Fine Ch Distance (スピーカーまでの距謎の詳細な設定) 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思われるもう1つのチヤン 
ネルか b テスト I -ーンび再生されます。その2つのスピーカーに巧して1」スニン 
グポジションか5ち図のよラに向さ、2つのテスト I ■'ーンの聞こえるポイントび 
真ん中になるよラに調整します。なお、サブウーファーは、このち法でディレイ 
値を合わせるのび困難です。この場合は、テスト信号を出しなび bS 巨離の値を動 
かし、視聴ポイントでテスト信号の音量び最ち大きくなるよラに調整してくださ 
し、。 


1 [3 .MANUAL MCACC ] を選択してミ夫定する。 

詳細なサラウンド設定のメニュー画面になります。 

^ [Fine Ch Distance ] を選択してミ夫定する。 

_スピーカーまでの距離の詳細な設定になります。_ 

3 フ□ント左チャンネルのスピーカーまでの実測距 
離を入力して巧定する。 

4 調整したいスピーカーを選択してスピーカーまで 
の距離を調整ずる。 

選択したチャンネルのスピーカーともラ]つのスピー 
カーからテストトーンび出力されます。 


日.1 m から9.日 m の範囲内で、 0.1 m 間隔で設定できま 

_す。_ 

5 [ RETURN ] を巧す。 

スピーカーまでの距離の詳細な設をを終了します。 
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設定 


—スティックキヤ U ブレーシヨン EQ (視聴環境の周波数特性の補正) 


視聴環境の!-ータルな周波数特性をマイクを用いたオートセットアップにより、自動で補正(均一化）します。補 
正カーブには [ALL CH ADJUST ] と [FRONT AUGN ] の2種類がありますが、それらの補正カーブをお好みで 
調整して [ CUST 日 M 1]、に UST 日 M 2] として保存することをできます。 

補正カーブを自動測定する 


サラウンドの設定を手動で巧ったときにこの [EQ AUTO Settin 呂]で補正カーブを自動測定します 。 「AUTO MCACC 
(サラウンドの自動設定)」（一13ページ)でオートセツトアップしたとさは、ずでにこの自動測定は行われていますの 
で不要です。 


2 


System Setup 


1 .Surr Back Svstem 
2. AUTO MCACC 



4. Manual SP Setup 

5. Input Assign 

6. Other Setup 


Enter : Select 
Return : Exit 


I 3.MANUAL MCACC 



a .Fine Ch Level 
b .Fine Ch Distance 

—かか 

] 

] 

■1 


d. EQ Data Copy 

e. EQ CUST0M1 Adjust 

] 

] 


f .EQ CUSTOMS Adjust 
g .EQ Data Check 

] 

] 




システムセツトアップでほ用するボタン 



1 付属のセットアップ用マイクを MCACC SETUP 
M に端子につなぐ。 

ム [3 .MANUAL MCACC ] を選択してミ夫定する。 

_詳細なサラウンド設定のメニュー画面になります。_ 

3 [EQ AUTO Setting ] を選んでミ夫定する。 

補正カーブの自動測定びスタートします。 

テスト!■''ーンは大きな音で再生されます。' 
MASTER VOLUME は自動的に OdB にな 
り、テスト!■'ーンび再生されます。 



測定び終了すると、自動的に手順3の画面に戻ります。 
この測定のデータを使って下記の項目に進めます。 
[EQ Data Copy ] :測定結まを保存する 
[EQ CUSTOM 1/2 Adjust ] :保存データを調整する 
[EQ Data Check ] :測定結果をお認する 


設 

定 
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設定 

自動測定された補正カーブを手動で調整する 


あ5かじめ、オートセットアップ(一13ぺージ)または EQ AUTO Settm 浸(一目1ページ)を行い、補正カーブを自動 
で調整しておいてください。ここではすでに調整されている [ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] の補正力一 
ブをに UST 日 M 1 ] またはに UST 日 M 2] に保存し、 その補正カーブを手動で調整する方法を説明します。 


System Setup 


[ 1 .Surr Back System 

] 

[2. AUTO MCACC 

1 

r fc • け ‘… 11 1 ■リ 

] 

[4. Manual SP Setup 

] 

[5. Input Assign 

] 

[6. Other Setup 

] 

Enter : Select 1 
Return : Exit 1 



2 


3.MANUAL MCACC 

[a.Fine Ch Level 
[b.Fine Ch Distance 
[c.EQ AUTO Setting _ 

[e.EQ CUSTOM1 Adjust 
[1.EQ CUSTOMS Adjust 
[g.EQ Data Check 


3 


3d. EQ Data Copy 

TO — FROM 

CUST0M1 4 ] ► 

CUSTOM2 [ CUSTOMS ] 

Start Copy [ OK ] 



3d. EQ Data Copy 
TO — FROM 
CUSTOM1 

CUSTOM2 [ CUSTOM2 ] 
Start Copy [ OK ] 


1 3d. EO Data Cnpy 1 

TO 

- FROM 

CUSTOM1 

[ALL CH ADJ.] 

CUSTOMS 

[CUSTOM2 ] 

Start Copy 

•<[E2a]» 


Enter : Start Copy 



た 

システムセツトアップで使用するボタン 



1 [3 .MANUAL MCACC ] を選択してミ夫定する。 

_詳細なサラウンド設定のメニュー画面になります。_ 

2 [EQ Da ね C 叩 y ] を選んで巧定する。 

rCUSTOMl 」または 「 CUST 0 M 2」 にな存する補正 
カーブの種類を選択ずる画面になります。 


ゴ 「 CUSTOM 1 J または！ " CUSTOMSJ のどち日に保 

巧ずるかを選んで、捕正カーブの種類を選択す 
る。 

「ALL CH ADJ .」 と 「 FR 日 NT ALIGN 」、 に USTOM ] 」 
とに LIST 日 M 2」から選がします。 


斗^ メモ 

CUSTOM 1に 「 CUSTOM 1」を選択した場合は、内容にを 
わりありません。 


4 [ OK ] を選んでミ夫定ずる。 

補正カーブの保存び開始されます。 
「 Cancel 」 を選ぶと〕ピーは行われません。 


5 RETURN を巧す。 

手順2の画面に戻りまず。 
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設定 


7 テスト I ンの種類として [ ALL CH ADJUST ] 
または [FRONT ALIGN ] を選択してミ夫定する。 

テスト I ■■'ーンび出力されまず。 


liTF は [ALL CH ADJUST ] を 
選おした場合の画面です。 


8 


9 


[ ALL 巳 H ADJUST ] :サブウーファーを除いたすべて 
のスピーカーのフラット化補正。 

[FRONT ALIGN ] :フ□ントスピーカーの特性に合わせ 
た巧正。 

それぞれの周波数帯域び同じレベルになるよラに調整し 
_てください。_ 

8 調壁したいチャンネルを選択する。 

手順7で [FRONT ALIGN ] を選択したときは、ここで 
_ [ Left ] 旧 i 目 ht ] を逞がすることはできません。_ 

9 調壁したい周波数帯域を選択して調整する。 

一已. OdB から+已 . OdB の範囲内で、0.已 d 目間隔で調整 
することびでさます。 


設 

定 


ドぃモ 

. 調整中に 「 OVER 」 びディスプレイに表示されたとき 
は、その帯域または他の帯域のレベルが高すぎるので、 
「日 VER 」 表示が消えるまで、さまざまな帯域のレベル 
を下げて < ださい。 

• 「ス ピーカーシステムの 設定」で SMALL (ル）に設定さ 
れたチヤンネルは 40 Hz を選択することはできません。 

.「 TRIM 」 では、それぞれの帯域を調整することで、変 
わってしまったそのチヤンネルレぺ J レの全体的なバラ 
ンスを調整します。 


10 手順8〜9を繰り返して、各チャンネルの周波数帯 
域を調整します。 


11 RETURN を巧す。 

_手順7の画面に戻ります。_ 

1' RETURN を巧す。 

[EQ CUSTOM Ad 山 stl モードを終了します。 



b 手順3で選んだ保存巧に合わせて [EQ CUSTOM 1 
Ad 山 St ] または [EQ CUSTOM 吕 Ad 山 st ] を選ん 
でミ夫定する。 

保存した補正カーブの手動調整になります。 



し MANUAL MCACC 


1 Distanc 


tance ] 

c.EQ AUTO Setting ] 

i d.EQ Data Copy ] 


f Ol か 


f .EQ CUSTOMS Adjust 
g.EQ Data Check 


A 


注: 


テストトーンは大さな音で再生されます。 
MASTER VOLUME は自動的に日 d 目にな 
り、数砂後にテストトーンが巧生されます。 


t S bbbbbb 
s u dddddd 
I J 000000 
100000 


盛 


E e 


H H H H H S 
o 5 o k k Q 
4 2 5 4 3 T 
12 1 


- w 

3 u 

甲 w 

二 Am 

- w 片 

を 


dddddd 
w o o o o o 
M o o o o o 


邮 111™ 
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3g. EQ Data Check 
Type 4 け -1 画 ■ り！ 

Ch [ Left EQ] 


1 3q. EQ DATA Check I 

Type [ALL C 卜 

ADJUST ] 

Ch … 


40Hz : 

O.OdB] 

125Hz : 

O.OdB] 

250Hz : 

O.OdB] 

4kHz : 

O.OdB] 

13kHz : 

O.OdB] 

TRIM : 

O.OdB] 



2 


3 


4 


1.Surr Back System 
2. AUTO MCACC 

4. Manual SP Setup 

5. Input Assign 

6. Other Setup 



設定 

補正カーブを確認する 

才ートセツトアップ （ 一13ぺージ)または EQ AUTO Setting (一日1ぺージ）にて設定された、ずべての補正力ーブを 
確認することびできます。 


1 [3 .MANUAL MCACC ] を選択してミ夫定する。 

__詳細なサラウンド設定のメニュー画面になります。_ 

Z. [EQ Data Check ] を選んでミ夫定する。 

3 捕正力ーブの種類を選ぶ。 

[ALL CH ADJUST]、[FRONT ALIGN] 、 [CUSTOM 1], 
[ CUST 0 M 2] から選びます。 


4 確認したいチャンネルを選ぶ。 

そのチャンネ J レの周波数帯域の設定値び表示されますの 
で、確認しまず。 

手順3で [FRONT ALIGN ] を選択したときは、ここで 
_ [ Left ] 旧 i 目 ht ] を確認することはできません。_ 

5 手順3〜4を繰り返して、各チャンネルごとに確認 
しまず。 

5 RETURN を巧す。 

[EQ Data Check ] モードを終了します。 


んメモ 

• 再生中に EQ Data Check を行うと、補正力ーブごとに 
試聴で志聴き比べることびできます。なお rOFF 」 は EQ 
補正をしていない音です。 
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設定 


Manual SP Setup (聴感によるサラウンドの設定) 


[AUTO MCACC (サラウンドの自動設定)」（一13ページ)でオートセットアップを行った場合はすでに設定され 
ています。必要に応じてお好みで再設定でさます。 


Speaker Setting ( スピーカーシステムの設定 ) 


各チャンネルに接続されたスピーカーのち無や低域再生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチヤンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などにをわせて正し<設定してくだ 
さし、。 



System Setup 


1 .Surr Back System 

2. AUTO MCACC 

3. MANUAL MCACC 



5.Input Assign 
6.Other Setup 


Enter : Select 
Return : Exit 



3 


4a. Speaker Setting 

Front IWtWdK 

Center [ SMALL ] 

Surround [ SMALL ] 

Surr Back [SMALLx2 ] 

Sub Woofer [ YES ] 

(THX Speaker:SMALL) 


r' 

ご V メモ 

THX 認証のスピーカーシステムをご使用 
の際は、すべて [ SMALL ] に設定してくだ 
さし、。 



I [4 .Manual SP Setup ] を選んで決定ずる。 

2 [Speaker Setting] を選んで決定ずる。 

_スピーカーシステムの設定になりまず。_ 

3 それぞれのスピーカーについて、それらのサイズ 
や再生能力に合わせて設定する。 

スピーカーごとにじ(下を選べます。さ項目の意味と設定 
ち法については次ページの説明をご覧ください。 


Front 

(フ□ント） 

に MALL] [LARGE] 

G 色 nt 呂「 

(センター） 

[SMALL] [LARGE] [NO] 

Surround 

(サラウンド） 

に MALL] [LARGE] [NO] 

Suit 己 ack 

[SMALLX2][SMALLX1] 

(サラウンドバック） 

[LARGEX2] [LARGEX1][N0] 

Subwoofer 
(サブウーファー） 

[YES] [PLUS] [NO] 


設 

定 


4 RETURN を巧す。 

スピーカーシステムの設定を終了します。 


妨 














設定 

スピーカーシステム設定の目安 

スピーカーシステム 組み合せ可能 一賣 



太字：工場出荷時の設定(ヴプウーファーの接続び検出された場合) 


[ SMALL ] :低域再生能力び十分ではないル型スピーカー 

(低音域は他の [ LARGE ] スピーカーやサブウーファーか5出力） 

[ LARGE ] :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 

[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーの接続本数に本または]本） 

[ YES ] :サブウーファーを接続している場含 

[ PLUS ] :フ□ント/センターの低域成分を、サブウーファーか5も同時に出力させる低域の再生量びもっと 

わをいモート 

常にに ch 再生時でを)サブウーファーか5低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの 
方にお勧めの設定(詳しくは下図参照） 

[ N 0] :接続していない場合感当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [ PLU 引はオートセットアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してください。 


サブウーファーの再生する音域成分 



i >フ□ント/センターの再生音域 お手持ちのスピーカーに合わせて設定してください (一 67ページ) 


^\4^メモ 

. サブウーファー [ PLUS ] に設定した場を、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の巧ち消し合い 
が発生し、十分な低音の効果が発揮されないことがあります。このよラな場合は、まずスピーカーの設置場所 
や向きを変えてみてください。それでち解消されない場をは実際に音を出しながらサブウーファーを [ YES ] 
にしたり、フ□ントを [ SMALL ] にして比較し、最適な設定にしてください。 

• 本機はサブウーファーの自動検出機能を持っています。本機の電源を入れたときに、サブウーファーが接続さ 
れていれば自動的に [ YES ] になります。また、接続されていない場をは自動的に[ N 0]になり、フ□ントス 
ピーカーが [ LARGE ] に設定されます。 
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設定 


Crossover Network (クロスオーバー周波数の設定) 


r スピーカーシステムの設定 J で [ SMALL ] (ル)に設定されたスピーカーがあるとき、何 Hz じ(下の低音域を他のスピー 
力一(サブウーファーを含む)で再生するか、または LFE 信号の何 Hz が下の低音域を再生するかを設定します。 
サブウーファーの再生する音域成分については、日日ページをご覧ください。 


1 [4 .Manual SP Setup ] を選択して巧定ずる。 

' に rossover Network ] を還択してミ夫定する。 

_クロスオーバー周波数の設定になります。_ 

3 他のスピーカーで再生ずる低音域を何 HzUTR こず 
るかを選択して巧定する。 

[已 0 Hz ][80 Hz][l OOHz ][ l 已 0 Hz ][200 Hz ] の中から 
選びまず。 


4 RETURN を巧す。 設 

クロスオーバー周波数の設をを終了します。 巧 
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全メモ 

サブウーファーからのテストトーンは周波数が低いため、 
実際のレベルよりをルさく聞こえる場合があります。 




Channel Level (スピーカー出カレベルの設定) 
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設定 


Speaker Distance (スピーカーまでの距離の設定) 


U スニングポジション(視聴位置)からスピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの遅延時間び 
自動的に算出され、1」スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることびでさます。マニュアルで設定す 
る場合は、それぞれのスピーカーか6ネ見聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。 




2 



3 



システムセツトアップで使用するボタン 



1 [4 .Manual SP Setup ] を選んでミ夫定する。 


f [Speaker Distance ] を選んで決定ずる。 

ム _スピーカーまでの 距離の設定になります。_ 

3 設定ずるスピーカーを選んでスピーカーまでの距 
離を設定ずる。 

0.1 m から 9.0 m の範囲内で、 0.1 m 間隔で設定できま 
す。 


設 

定 


「えメモ 

サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、それ 
らの設置 （rSurr Back R 」 と 「 Suit Back U ) および設 
定を U ス ニン グポジションから等距離にしますと 、 THX 
モードの効果が最大限に発揮されます。 


4 RETURN を巧す。 

スピーカーまでの距離の設定を終了します。 
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設定 


I 叩山 Assign (入力に関する設定) 

Digital Input (デジタル入力の設定) 


デジタル入力端テ(□に tAL IN の〜旺])に接続したデジタル機器が、工場出荷時の設定と異なるとさに設定しま 
す。例えば、光デジタル端テ ( IN のまたは IN 回)を使って DVD プレーヤーをつなぎたい場合(初期設定では DVD プ 
レーヤーは IN 団のため)、設定を変更します。 

. Di 呂 ital -1 〜4には [ TUNE 刊、 [ VIDE 日 2] を選ぶことびできません。 







んメモ 

工場出荷時のを入力端子の設定は!; TF のとおりです。 
IN の: TV/SAT IN 団: DVD/LD 

IN 回: CD-R IN 团 : CD 


システムセツ ト アップでほ用するボタン 



[己 . Input Assi 呂 n ] を選んでミ夫定する。 

入力に関ずる設定のメニュー画面になりまず。 


2 

[Digital Input ] を選んでミ夫定する。 

デジタル入力の設定になります。 

3 

変更したい入力を選んで適切な機器に変更ずる。 

例えば IN 回に DVD プレーヤーをつないだ場合は、 
Di 旨け al -2 を [ DVD / LD ] に変更しまず。 

4 

RETURN を巧ず。 

デジタル入力の設定を終了しまず。 

システムセットアップを終了するとさは、 q 飄を押します。 


f -^ 

全メモ 

Digital -1 〜4で、同じ入力を選択することはできません。 
同じ入力を選択した場合は、元に設定されていた入力が 
日 FF に切り換わります。 
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Component Input (コンポーネントビデオ入力の設定) 


設定 


コンポーネントビデオ入力端テ (COMPONENT VIDEO IN のまたは IN 回)に映像機器を接続したときにこの設 

定を行います。 



• 選択できる入力は [ DVD / LD ]、[ TV / SAT ]、 

[ DVR]、[VIDEO 1] です。 

1 System Setup 


? - ' i 、 

システムセットアップでほ用するボタン 

■ [1.Surr Back System ] 

[2. AUTO MCACC ] 

r 3. MANUAL MCACC 1 







1[己 Input Assign ] を選んでミ夫定ずる。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 


く! に omponent Input ] を選んでミ夫定する。 

コンポーネントビデオ入力の設定になります。 


3 変更したい入力を選んで設定変更ずる。 

例えば COMPONENT IN 圧]に DVD プレーヤーを接続 
したときは、 Component -1 で [ DVD / LD ] を還びま 
す。（この場合、音声につしても DVD / L □音声入力を使 
用して < ださい。） 設 


4 RETURN を巧す。 

コンポーネントビデオ入力の設定を終了します。 
システムセットアップを終了するとさは、 Og を押します。 

全メモ 

• Component -1 〜2で、同じ入力を選択することはできませ 
ん。同じ入力を選んだとさは、先に設定されていた入力が日 FF 
に切り換わります。 

. コンポーネント端テの使用については、 r 映像機器の接続につ 
いて」（一28ぺージ)をご覧ください。 


























設定 


i.LINK Inputd 丄 INK 入力の設定) 


i . LINK 端テに接続した機器を rOVD / LD 」 などの入カフアンクシヨンに割り当てます。この設定を行うと、その機 
器の音声と映像を本体の入カフアンクシヨン切換ボタンまたは U モコンの INPUT ボタンで同時に切り換えること 
びでをます。 i . LINK 端テに接続された機器びない場合は、この設定を選択することびでをません。 




1 [己 . Input Assign ] を選んでミ夫定する。 

入力に関ずる設定のメニュー画面になります。 


2 [ i.LINK Input ] を選んでミ夫定する。 

i . LINK 入力の設定になります。 

3 設定したいし LINK 対応機器を選んで割り当てる入 
カフアンクシヨンを選択する。 

• 機器からの映像出力を接続した入カフアンクシヨン 
に割り当てると、音声と映像び同時に切り換えられま 
す。 

_ • [ TUNE 刊は割り当てることびできません。_ 

4 RETURN を巧す。 

i . LINK 入力の設定を終了します。 

• 割り当てられていない i . LINK 对応機器については、 n . UNK 」 

と表示されます。 

. lLINK AUDIO 切外の i . LINK 対応機器に接続した場创ま、「- 
-- 」と表示され、入カフアンクシヨンを割り当てることはで 
さません。 

• 割り当てむ. LINK 对応機器の i . LINK ケーブルを外したり、電 
源をオフした場合は、その機器の製品型番の前に「*」が表示 
されます。 

• 複数の機器で同じ入カフアンクシヨンを選択することはでさ 
ません。同じ入カフアンクシヨンを選んだときは、元に設定さ 
れていた機器が n . LINK 」 に切り換わります。 
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設定 


other Setup (その他の設定） 

DRC Setup (ダイナ S ツクレンジコントロールの設定) 


ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらいルさい音か6大きい音までを正しく（ルさな音はノイ 
ズに埋ちれずに、大きな音は歪まずに)巧生できるかを数値 ( dB ) で表したちのです。ダイナミックレンジコント 
□ールとは、このダイナ吉ックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画などを楽しむ場合でも、微かな音 
び聞を取りやすくなります。この効果び得られるのは、ダイナ=ックレンジコント□ール対応のドルビーデジタ 
ルまたは DTS ソフトだけですび、ほかのソフトでち'ツドナイト U スニングモードで同様の効果び得られます。 


1 [ S.Other Setup ] を選択して巧定する。 

2 [DRC Setup ] を選択してミ夫定する。 

_ダイナ S ックレンジコント□-ルの設定になります。 

3 [ OFF ]、[ MID ]、[ MAX ] か日選択する。 

[ OFF ] :ダイナ S ックレンジを圧縮しません。 

[ MID ] :ダイナミックレンジを多少圧縮します。 
_ [ MAX ] :ダイナミックレンジを最大に圧縮します。_ 

4 RETURN を巧す。 

ダイナ S ックレンジコントロールの設定を終了します。 


システムセツトアップで使用するボタン 


AMP 



QUHE ;- 〉 


RETURN 





設 

定 


システムセットアップを終了するとをは、 a ™ を押します。 


「え'メモ 

• 工場出荷時は roFF 」 に設定されています。 

• 大きい音量で楽しむときは、 DRC を日 FF にすることをお勧め 
し 9 〇 
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設定 


Dual Mono Set 叩(デュアルモノラル音青の設定) 


モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号のことを1+1デュアルモノラル信号といいます。ここではデュア 
ルモノラル信号が入力されたときにどちらの音声を再生させるかを設定します。じ(下のような]+1デュアルモノラ 
ルフォー マツ トのソースにのみ有効です。 

• 目 S デジタル放送 ( MPEG -2 AAC ) のモノラルの二力国語放送や音声多重放送など 
• 二力国語放送などを DVD レコーダーのドルビーデジタル-デュアルモノラルモードで録画したもの 
ステレオの二力国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフォーマツトになります。 

録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 




6. Other Setup 


[a. DRC Setup 

] 

[c. LFE ATT Setup 

] 

[d. SR+ Setup 

] 

[e. Multi Room Setup 

] 

[1.12V Trigger Setup 

] 

[g. SACD GAIN Setup 

] 


3 


6b. Dual Mono Setup 
Dual Mono _ 

ィ BID ]»■ 



1 [ S.Other Setup ] を選択してミ夫定する。 

2 [Dual Mono Setup ] を還択してミ夫定する。 

_デュアルモノラル音声の設定になります。_ 

3 [ CH 1]、[ CH 2]、[ CH 1 CH 2] か日選択する。 
[ CH 1] :チャンネル1の音声のみを再生ずる場合。 
[ CH 2] :チャンネル2の音声のみを再生する場合。 

に H 1 CH 2] :チャンネル1、2の音声を左ものフロン 
トスピーカーから振り分けて再ちする場合。 


4 RETURN を巧す。 

デュアルモノラル音声の設定を終了します。 


「全メモ 

• 工場出荷時は rcHi 」 に設定されています。 

• 電源スタンバイ時に本体の TUNER EDIT ボタンを巧しなび 
ら STANDBY/ON を巧しても、デュアルモノラル音声の設 
定を変更でをます。 
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LFE ATT Setup (し FE アッテネーターの設定) 




ドルビーデジタル信号や DTS 信号に含まれる LFE 成分(超低域信号成分)の信号レベルが大さすざて、スピーカーか 
ら出る音に歪みが生じてしまラ場合に、その信号レベルをアツテネート(減衰)する量を設定することがでさます。 


■ System Setup 


し Surr Back System 
2. AUTO MCACC 
MANUAL MCACC 
Manual SP Setup 
5. Input Assian_ 


Enter : Select 
Return : Exit 


システムセットアップでほ用するボタン 

— A 〜 


amp! 


ぶ) 


巧 NE て-〉 


[ B.Other Setup ] を選択して巧定する。 



4 RETURN を巧す。 

LFE アッテネーターの設定を終了します。 
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設定 


72 \/ Trigger Set 叩 （12 V トリガー巧庶機器の連動設定) 


設定した入カファンクシヨンび選ばれたとさに、電源などの操作を連動させるための制御信号び1 2 V 卜 I 」ガー端 
テか6出力されます。 


1 [ S.Other Setup ] を選択してミ夫定する。 

'[12 V Tri 能 er Setup ] を還択してミ夫定する。 

3 [ OFF ]、[ ON ] か日選択する。 

[ ON ] :連動する 

_ [ OF 口 ：連動しない_ 

4 RETURN を巧す。 

1 2 V 卜1」ガー対応機器の連動設定を終了します。 
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SACD GAIN Setup(SACD グインの設定 ) 


■ 


工場出荷時 （ rOdB 」） は、高レベルで記録されている SACD ディスクを再生してを音が歪まない設定になっていま 
す。 r+ 日服」に切り換えてデジタル処理に+目服のゲインを持たせることにより、 SACD ディスクの情報をより 
忠実に引さ出すことがでさるよラになり、高音質再生が巧能になります。 


I System Setup 


システムセットアップでほ用するボタン 


Surr Back System 


AUTO MCACC 
MANUAL MCACC 
Manual SP Setup 
Input Assiqn_ 


Enter : Select 
Return : Exit 


amp! 




ぶ) 


巧 HE て-〉 



[B.Other Setup] を選択してミ夫定する。 


[SACD GAIN Setup] を選択してミ夫定する。 

SA 巳 D ゲインの設定になります。 


[OdB] 、 [+6dB] 、 か日選択する。 


4 RETURN を巧す。 


SACD ゲインの設定を終了しまず。 


1設 

心メモ 定 

ほとんどの SACD ディスクは r+ 日 dB」 の設定で問題ありませ 
んび、再生音声び歪むよラなとさは設定を rOdB」 にしてくだ 
さし、。 
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いろいろな機能 


スピーカーの 応用ち 続 


U アパネルの SURROUND 目 ACK 端子は、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーの 
高音質化れ別エ U アでのステレオ再生に使用できます。(ただし、メインシステムは最大己. Ich までとなります。） 


フ□ン トス ピーカーの Bi - Amp 接続 


フ□ント ch 用スピーカーびバイワイヤリング対応であれば、さらに高品位な目 i - Amp 再生び可能です。 


•接続 



1 

バイワイヤリング対応 
フ □ント スピーカー 
裏面 （ L ) 

スピーカー端子回の 
フ□ント ch とスピー 
カー端子固の出力は 
同じです。 Hi / Lo は 

1 

© 

1 

苗 1 

回/ [ a のどち5とでち 

1 

1 

m 

磯 Hi 1 

1 

接続でさます。 

1 

1 

1 

m 

1 

® L 。！ 



-サラウンドが(ックシステムの設定 ( 一己8ベージ) 

ITront Bi - Amp 」 を選択してください。 
サラウンドバックかは自動的に 「 N 日(無し)」に固 
定されます。 

• スピーカーシステム A/B の切り換え 卜49ページ) 
A+B ( SP ^ AB ) び通常再生状態となります。 


ネット ワークが 着脱でさる スピーカーの 

場を、ネットワークが外れたままだと効果 

が得6れませんのでごを意ください。 

も 一 


フ n ントスピーカーの Bi - Amp 接続をするときはア 
ンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されて 
いる Hi 丄〇のシヨート金具は必ず外してください。詳 
しくはスピーカーの取扱説明書をご覧ください。 



Bi - wire ( バイワイヤ接続の場合） 

「Normal ( SB )」 または 「Second 
Zone 」 でシステムを組む場含は、巨 i - 
Amp ではなく Bi - wire 接続び可能で 
す。スピーカー端テ回に、バイワイ 
ヤ U ング対応スピーカーの Hi と Lo の ] 本はバナナプ^グを 
2本を並列に接続してください。 用いると便利です 

この方法で異なる2つのスピーカーを接続しなし、 
で < ださい。 





Second Zone (別エ U アでのステレオ再を)接続 


寝室やキッチンなど、メインの U スニングルームとは別の場所でステレオ再生が巧能です。 



-サラウンドバックシステムの設定 (一已8ぺージ） 

[Second Zone 」 を選択してくださし、。 

サラウンドバックかは自動的に 「 N 日(無し)」に固定さ 
れます。 

-スピーカーシステム A/B の切り換え (一49ぺージ） 

目または A + 巨を選択してください。 
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いろいろな機能 


接続には、 U アバネルの MULTI ROOM & SOURCE 端テを使用します。音声は 、 MULTI ROOM & SOURCE の 
OUT 端テ （ L / R ) とヴブルームにあるアンプ機器の音声入力を接続します。映像については 、 MULTI 
ROOM & SOURCE の MONITOR OUT 端モとヴブルームにあるテレビなどのモニター機器の映像入力を接続し 
ます。旧レシーパ'-びあるときは 、 MULTI ROOM & SOUR 巳 E の旧 IN 端テに接続します。 



7ルチルーム機能 


7ルチルームの接続 






本機を操作して、本機のある部屋(メインルーム）とは別の部屋けブルーム)で本機につないだ機器の再生を楽し 
めます(マルチルーム機能)。メインルームとヴブルームで同時に同じソースを再生することはをちろん、別々の 
ソースを再生することちできます。また、市販の旧レシーバーを接続すれば、サブルームに居ながら本機を U モ 
コン操作でさて便利です。 


いろいろな機能 




















いろいろな機能 


7ルチルームの設定 


本機のシステムセットアップでマルチルームの設定を巧います 。 （Multi Room Setup ) ヴブルームの音声出力 
設定と旧レシーノ（一の種類を選択します。 






1 本機の電源を入れて、 AMP ボタンを巧す。 

リモコンびアンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画像を表示するためには、テレビ 
の電源を入れて入力を切り換えてください。 

2 

SYSTEM SETUP を巧す。 

システムセットアップび表示されます。 

3 

♦ t で [ G.Other Setup ] を選択してミ夫定ずる。 

4 

At で [Multi Room Setup ] を讀只して決定ずる。 

5 

Volume Level にっいて、適切な項目を遇只ずる。 
VARIABLE :本機で音量の調整をする場合(ヴブルーム 
の了ンつを) くワーアンプとして音声出力する場合)に選 
おします。 

FIXED :サブルームのアンプを使って音量の調整をす 
る場合に選択します。（本機のサブルーム側の音量は最 
大になります。） 


A 円 XE □を選んだ場合、本機の音量は最大で' 

/ J \ 固定されます。大音量での出力を避けるた 


ミ主章" め、必ずサブルームのアンプを使って適切な 

音量に調整してください。 

V J 


0 旧 Receiver について、接続する旧レシーパーに 

適切な項目を選択ずる。 

旧 e け in 呂]]:通常はこちらを遲択します。 

[Setting 2] : Setting 1では動作しないときに選択し 
ます。 


7 RETURN を f 甲して終了ずる。 

システムセットアップを終了する場合は 、 SYSTEM 
SETUP をす甲します。 










本機で 7 ルチルームの操作をする 


いろいろな機能 


フ□ントバネルの操作で、ヴブルームでの視聴を操作でをます。 



MULTI ROOM ON / OFF を f 甲す。 

表示部の MULTI - ROOM インジケーターび点なします。 


2 


MULTI ROOM CONTROL を巧す。 

押ずたびにメインルーム操作とサブルーム操作び切り換 
わり、サブルーム操作のときは表示部に 「 MR :」 と表示さ 
れまず。 

ご V メモ 

10秒間操作びないと自動的にスレチ J レームび終了します。 


3 MULTI JOG ダイヤルで入カフアンクシヨンを切 
り換える。 

4 MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調壁する。 

一 80 dB から OdB の範囲で調整でさます。 


5 選んだ機器の再生をずる。 


全メモ 

. マルチルーム機能では、電源の入/切もメインルームとサブルームで別になります。 

. マルチルームの設定で [ AXED ] び還ばれているとき、本機では音量を調整でをません。 

•ス U —プ機能び働くとメインルームとヴブルームの両ちの電源びスタンバイになります。 

• システムセットアップ中は、マルチルーム操作はできません。 

• チューナー操作について、メインルームとヴブルームでは同時に1つの放送局しか選べません。 


いろいろな機能 
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いろいろな機能 


旧レシー八一を使つてのマルチルームの操が 


本機のリモコンで、ヴブルームでの視聴を操作できます。 




む下！〜3の手順について SHIFT ボタンを押しな 
が5操作しまず。 


1(リモコンを 旧レシーバーの 受光部へ向けて）アン 
プの電源を入れる。 

；<インルームにある本機の表示部の MULTI - RO 日 M イン 
_ジケーターが点灯します。_ 

之入カフアンクシヨンを切り換える。 

_ [NPUT SELECT ボタンで機器を選びます。_ 

3 VOL +/— で音量を調整ずる。 


全メモ 

. 本機の U モコンで操作できるボタンは1ソ下になります。 

AMP :本機の電源切り換え 

INPUT SELECT :入カフアンクションの選択 
VOL +/- 音量調整(ただし、システムセットアップの 

「Multi Room Setup 」 で [ FIXED ] が選 
ばれてし、るときは調整できません。） 
CLASS ブューナー操作時のクラス選択 

ST -/- :チューナー操作時の放送局選択 

数字ボタン 

. パイオニア製アンプをヴブルームで使用している場合、本機の 
U モコン操作で同時に同アンプが動作してしまいます。旧レ 
シーノ（一でのマルチルーム操作をするとさは、アンプの U モコ 
ン受光部を覆い隠すなどの対策をとってください。 
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コント□ール入力/出力端テの付いた複数のバイオニア機器を、本機の I 」モコンを光部を使って集中コント□ール 
することびできます。 I 」モコン受光部を持たない機器や、受光部び信号を受けられないところに設置した機器も 
U モコン操作び可能になります。 



)CONTROL 

し 

-ic-*aL 一 




本機の U モコン受光部に向 
けて送信してください。 




コント□-ル入力/出力端子 
付さの他のパイオニア製品 


本機のリモコン 


コント□ール入力/出力端子 
付さの他のパイオニア 
製品の CONTROL IN 端子へ 


もメモ 

. 本機の CONTROL IN 端テにコント□ールコードを接続すると、 U モコンを本機に向けて直接操作すること 
はできません （ U モコン信号受光部が機能しなくなります)。 

• 接続には市販のモノラル S ニプラグ付さコード(抵巧なし）をお使いください。 

. コント□ール端子の接続をする場をは、必ずオーディオコードまたは映像ケーブルの接続をしてください。デ 
ジタル接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 


プリアウトをほつたパワーアンプの接続 


他のパイオニア機器の操作 


r サラウンドバックシステムの設定」（一己8ページ）と連動して、プ U アウト端テのサラウンドバック ch から出力 
される音声が政下のよラに変わります。他のパワーアンプなどを接続する場をはごを意ください。 

[ N 日 rmal ( S 目)]のとき:サラウンドバックかの音声 
[Second Zone ] のとき：ダウンミックスされた 2 ch の音声 
[Front Bi - Amp ] のとき：フ□ント ch と同じ音声 



いろいろな機能 


いろいろな機能 
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いろいろな機能 


パイオニアのプラズマディスプレイとの連動操作 


SR + に対応したプラズマディスプレイ (2003 年に(降に発売されたモデル)を、 SR + ケーブルで接続することでシ 
ステム動作を実現します。プラズマディスプレイの画面を見なび b 本機のシステムセットアップをしたり、音量や 
IJ スニングモードの確認びでさます。また、本機とプラズマディスプレイの入力を連動させて切り換えることびで 
さます。本機とプラズマディスプレイをシステム動作させるには、下記の接続および設定び必要となります。 


プラズアデイス プレイとの接続 


このシステム動作を実現するためには専用の SR+ ケーブル(パイオニア部品番号： ADE70 日曰)が必要となりま 
す。詳しくはパイオニア部品受注センターへご連絡ください。市販の4極ミニジャック师端とも)付コードでも 



ご V メモ 

本機に SR + ケーブルを接続すると、本機の U モ]ン受光部は U モ]ン信号を受け付けなくなりますので、 U モ 
コンはプラズマディスプレイに向けて操作してください。プラズマディスプレイの電源が切れているとさは U 
モコンで本機の操作がでさません。 











SR + Set 叩(連動モードの設定) 


いろいろな機能 


本機とプラズマディスプレイの連動について、政下の3点の設定を行います。 

PDP Volume Control :音量連動 モー ドの設定 

連動モードを実行したとさ(^87ぺージ)にプラズマディスプレイの音量を下げるかどラか設定します。 

roN 」 に設定すると連動モードを実行したとき瞬時にプラズマディスプレイの音から本機の音に切り換えることが 

でさます。 

PDP Input Select :入力連動 モー ドの設定 

本機の音声とプラズマディスプレイの映像の入力を自動で選択させるための設定です。本機の音声入力 ( DVD / LD 、 
TV / SAT 、 DVR / VCR、VIDEOK VIDE 日 2) とプラズマディスプレイの映像入力(ビデオ1、2、3など)をこの設 
定で合わせると、本機の入力を切り換えたときに、プラズマディスプレイの映像入力ち自動で切り換わります(連動 
切換)。 _ 

Monitor Out Connect :システムセッ ト アップ表示連動の設定 

本機のシステムセットアップを表示するために、接続したプラズマディスプレイの入力を設定します。システムセッ 
トアップを開始したとさに自動的にプラズマディスプレイの入力ち切り換わり、また、本機のシステム表示とプラ 
ズマディスプレイの SR + 表示が重ならないように連動させます。 


斗^ メモ 

• 本機とプラズマディスプレイを SR + ケーブルで接続して、本機とプラズマディスプレイの電源を入れてくだ 
さし、。 


1 本機の電源を入れて、 AMP ボタンを f 甲す。 

U モコンびアンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画面を表示するためには、テレビ 
の電源を入れて入力を切り換えて < ださい。 


2 SYSTEM SETUP を巧す。 

システムセツトアップび表示されます。 


3 At で[己 . other Setup ] を選択してミ夫定ずる。 


4 At で [ SR + Setup ] を懲只してミ規する。 



3、4 


3 



4 


. other SetUD 

.DRC Setup 
.Dual Mono Setup 
.LFE ATT Setup 


.Multi Room Setup 
[f .12V Trigger Setup 
.SACD GAIN Setup 


いろいろな機能 


お 


























いろいろな機能 


5 


6d. SR+ Setup 
PDP Volume Control 

■<r ■ ル ' 


PDP Input Select 
DVD/LD 
TV/SAT 
DVR 




Monitor Out Connect 


[input-2 ] 


6 





5 PDP Volume Contorol について、音声連動を選 
択する。 

[ ON ] :連動モードを実行するとプラズマディスプレイ 
の音量を消音します。 

_の F 。 ：音声連動しません。_ 

6 PDP Input Select について、本機の音声入力とプ 
ラズマディスプレイの映像入力の連動を設定ずる。 

例えば、ビデオデッキの音声を本機の VIDEO 1端子に、 
映像をプラズマディスプレイのビデオ入力2端テに接続 
したときは、 「 VDE 01」 を 「 input -2」 に設定します。 
工場出荷時の本機の入力とプラズマデイスプレイの入力 
はじ(下のように対応しています。 


本機の入力 

PDP の入力 

DVD/LD 

ビデオ入力 3 

TV/SAT 

TV チューナー 

DVR/VCR 

ビデオ入力 1 

VIDE01 

OFF 

VIDE02 

OFF 


プラズマディスプレイ ( PDP ) の BS デジタル放送を選ぶ 
ときは、本機の入力を TV / SAT に切り換えてから PDP 
の入力を切り換えてください。 


/ Monitor Out Connect について、本機の MONI - 
TOR OUT 出力か日プラズマディスプレイのどの 
入力へ接続したのかを選択する。 

rinp 山-1」〜「1叩山-引、 「 OFF 」 から逞びます。システ 
ムセツトアップ時にここで設定した入力にプラズマデイ 
スプレイの入力び切り換わります。 

工場出荷時は 「 input - 2」に設をされています。 


8 RETURN を巧す。 

連動モードの設定を終了します。 

システムセツトアップを終了するには、〇誠を押します。 
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連動モードの実行 


いろいろな機能 


本機とプラズマディスプレイび SR + ケーブルで接続されていることを*認してください。 



プラズマディスプレイの電源を入れる。 


2 

AMP 

@ 

本機の電源を入れる。 

3 

[AMP 

AMP ボタンを巧してリモコンをアンプ 
操作モードにずる。 

4 

SR + 

/^ TER 、 

連動モードを ON にする。 

表示部にけ下のよラに表示されます。 


連動モードを解除したいとをは再度 SR + ボタ 
_ンを押します。_ 

5 システム動作を確認する。 

しソ下の操作を行うと本機とプラズマディスプレイび連動 
して動作します。 

• 本機の入力を切り換えるとプラズマディスプレイの入 
力び切り換わります。 

• 本機の音量を調整するとプラズマディスプレイの画面 
に音量値び已砂間表示されます。 

. その他、本機の各種操作内容および設定状況を表示し 
9 〇 



全メモ 

• プラズマディスプレイの電源が OFF のとき、または正しく接続されていないときは連動モードは働きません。 
• 入力連動モードを設定していない入力のとさは、プラズマディスプレイの画面は切り換わりません。 

• プラズマディスプレイと本機に表おされる音量値は異なります。また、プラズマディスプレイの画面に表示さ 
れる音量値は目安です。 

. SR + ケーブルを接続した状態でプラズマディスプレイの電源が切れているとさは U モコンで本機の操作がで 
さません。 


いろいろな機能 
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u モコン 


他機巧を操作するための U モコン設定 


付属の U モコンを使って、本機政外のパイオニア製品や他社の機器(ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレーヤー 
など)を操作することができます。お手持ちの機器のプ U セットコードが U モコンに登録されている場をは、該当す 
るコードを呼び出すだけで操作でさるよラになります。また、プ U セットコード非対応の機器でを、その機器に付 
属の U モコンから直接登録(学習)することが可能です。 


他機器のリモコン信号を本機のリモコンに呼び出すヴリセツトコード設定) 


本機付属の U モ]ンには、複数の AV 機器(他社製品を含む)のリモコン]-ドが登録されています。登録する機器のブ 
ランド名か6検索することが可能です。各ボタンの役割は r 他機器の U モコン操作一覧表」(-^日2ページ)をご覧くだ 
さい。 


〇—6 


j 

- 1 、 


3〜巨 



文メモ 

• STAND 目 Y / 日 N モードがない機器で 
は、正しく設定でさていてち電源は切り 
換わりませんので、実際に操作できるか 
確認してください。 

. マルチコント□-ルの 「 TUNER 」 に他 
機器のプ U セットをした場を、リモコン 
で本機のチューナーを操作できなくな 
ります。操作できるようにするには、パ 
イオニアのチューナーを選んでプ U 
セットコードを再設定してください。 

• 登録後に、そのプ U セットコードを確認 
できます。上記の！〜3の手順で 「READ 
の」を選んで決定すると、登録されてい 
るブランド名とプ U セットコードが約 
3砂間表示されます。 


— AMP ボタンを巧しなが5数字ボタンの1 
W を押す。 

+ U モコンにに ETUP 」 が表示されます。 

© プ U セツトコード設定を中止するには AMP 
ボタンをちラー度押しまず。 


〇 ['義 11 &] ( 1 ( 

- MULTI CONTROL - 

1 ⑩1 1_ ) fgiil 

〕操作したい機器のマルチコン 
—卜□-ルボタンを選ぶ。 

3 

@(0 を 

「 PRESETJ を選んで巧定す 
る。 

4 


登録する機器のブランド名の 


(enter ) 

- - - 

頭文字を選んで巧定ずる。 


例えば、バイオニアを登録する 


(TUNE + _ 〉 

ときは、 rp 」 を選択します。 

5 


登録する機器のブランド名を 


(ENTER ノ 

選んでミ夫定ずる。 


qUNE 〉 



6 



巧 NE 了-〉 


登録する機器とコード番号を 
選んでミ夫定する。 

例えば、 DVD プレーヤーの場合 
はの VD 」、 コードま号び複数あ 
るとさはそれぞれのコード番号 
で試してみてください。 
SOURCE むボタンをホ甲して、そ 
の機器の電源を入/切でされば 
正しいちのび選ばれたことにな 
0ます。 

「0 K 」 び表おされて、登録び終 
了します。 



プリセツトコード設定を終了する。 






u モコン 


上記イラストの反転表示されているボタ マ » っ^^ 

ンに登録皆習）が可能です。 / ( amp I 子も亡—卜を授 r ず々。 

ただし 、 「TV CONTR 日 u ボタンは、マル 
チコント□-ルの 「TV CONT 」 を選んだ 
場合のみ登録(学習)できます。 


他機器の U モコン操作を本機の U モコンに登録する(学智モード) 


他機器の U モコンの操作を本機の U モコンに直接学習させることびできます。プ U セツトコードを登録しただけ 
では使用できない操作などは、 liTF の手順で追加登録(学習）してください。 


AMP ボタンを巧しなが日数字ボタン 
の1を f 甲す。 

「 SETUP 」 び表示されます。 




I 删睡 1 r 11__ ) 

- MULTI CONTROL - 

I £3 I C 〕 I'K'l 


操作したい機器のマルチコン 
卜□ールボタンを選ぶ。 


3 /7) (^\ 「 LEARN 」 を選んでミ夫定す 

けがる。 

^ ^ 「PRES KEY 」 び表示されます。 


4 本機器と他機器のリモコンを向かい合わせて、記 

憶させたい本機のボタンを巧ず。 

2〜 5 cm 

-0 0 rfouno D 1 、 

_ nninnHnn I I 


M ■田(— 


6 同じ他機器リモコンについて登録(学習）を続ける 
には、手順4〜己を繰り返す。 

別の他機器 U モコンを登録するには、いったん終了して 
からも5—度行ってください。 


y モ n ン 
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u モコン 


ダイレクトフアンクシ3ンモードを設定する 


ダイレクトフアンクシヨンは MULTI 巳 ONTROL ボタンを巧したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動して 
切り換えるかを設定する機能です。オフにずると入カフアンクシヨンは切り換わ6ず、 U モコンの操作ボタンの 
機能だけび切り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 



AMP ボタンを巧しなが日数字ボタンの1 
を巧す。 

「 SETUP 」 び表示されます。 

ダイレクトファンクシヨンモードの設定を中 
止するには AMP ボタンをもう一度押します 。I 

2 @] ( M ] □ にこ）操作したい機器のマルチ〕ン 

- MULTI CONTROL - 卜□—ルボタンを選ぶ。 

I ⑩1 I_ ) 

3 ^ 「DIRECT FJ を選んでミ夫定 

けがずる。 

4 礎^手順吕で選んだ機器について、ダイレク 

トファンクシヨンの ON 、 OFF を選んで 
^ ミ夫定ずる。 

「0 K 」 び表示されます。 


5 ダイレクトフアンクシヨンの設定を終了 
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u モコンの登録操作の解除と設定を解除 


■ 


特定のボタンに登録された操作のみを解除する 



AMP ボタンを f 甲しなが日数字ボタンの1 
を巧す。 

「 SETUP 」 び表示されます。 

ダイレクトフアンクシヨンモードの設定を中 
止するには AMP ボタンをもう一度押します。 


@にこ) ( Z こ）解除したい機器のマルチコン 

MULTI CONTROL -卜□-ルを選ぶ。 

C D ISS] 


@(0を 


[■ ERASEJ を選んでミ規ずる。 

rPRES KEY 」 び点滅します。 


消去をしたい操作のボタンを2秒間巧し続ける。 

roK 」 び表示されて、消去び終了します。 


登録解除を終了ずる。 


U モコンに設定されたすベての機能を解除する （ U モコンを工場出荷状態に戻す） 



AMP ボタンを f 甲しなが5数字ボタンの1 
を巧す。 


「 SETUP 」 び表示されます。 

ダイレクトフアンクシヨンモードの設定を中 
止するには AMP ボタンをもう一度押します。 


DVD / LD ボタンを f 甲ず。 


@(0を 


「 RESETJ を選んで 0) ボタ§ 
ンを吕秒間に U ゴ甲し続ける。ン 


「0 K 」 び表おされて、全ミ肖去び 
終了しまず。 


91 



















u モコン 


他機器のリモコン操作一覧表 


• じ(下の U モコン操作を行うには、あらかじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要がありま 
す。詳しくは「他機器を操作するためのリモコン設定」（^88ぺージ)をご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを押して、 U モコンをその機器の操作モードにし 
てください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作できないボタンをあります。 


機能 

ボタン \ 

DV □プレーヤー 

LD プレーヤー 

DVD レコーター 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 
CDV プレーヤー 

MD レつーダー 
カセットデッキ 

テレビ 

CATV 

BS/CS デジタげューナ - 
地上デジタルチューナー 

SOURCE む 

電源の入/切（スタンバイ） 

1 ィ 4 

前チヤプター 
(トラック）頭出し 

チヤンネレ戻る 

前チャプター 
(トラック）頭出し 

青 

►►1 

次チヤプター 
(トラック）頭出し 

チヤンネル進む 

次チャプター 
(トラック）頭出し 

黄 

II 

一時停止 

ホ 

► 

再生 


►► 

早をり 


4 ィ 

早戻し 


■ 

停止 

緑 

• REC 
(SHIFT+^) 


録画/録音の開始 


REC STOP 
(SHIFT+B) 


録画/録音の停止 


数字ボタン 

メニュー画面の操作 

チヤプタ ー( トラック）の選択 

チヤンネルの選択 

+10 ボタン 

チャプター（トラック）の選択 （ 1 の数値入力用） 

チヤンネルの選択 
(2 お!;(上の 
数値入力巧） 

ENTER/ 

DISC 

[DVD プレーヤー] 
CLEAR ボタン 
として使巧 
[LD プレーヤー] 

冉/巨面の切り換え 

セットアップ画面 
(DISC NAVI) の 
表示 

ENTER ボタンと 
して使巧 

に D チェンジャ ー] 
ディスクの選択 

チヤンネル入力に使庙 

TOP MENU 

トップ>^ニユーの表の 




MENU 

ディスクの ニユー画面の表示 



メニユー画面の選択 

片马なみ + 
ENTER 

各メニュー画面の操作 

GUIDE 

セットアップ画面の表示 



番組表の表示 

CH +/- 

チヤンネルの選択 



AUDIO 

音声(言語）の選択 


音声の選択 

SUBTITLE 

字幕(言語）の選択 




HDD 
に HIFT 十 

CH-) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 

HD □操作の選択 




DVD 
(SHIFT + 
CH+) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 

DV □操作の選択 




CH RETURN 





-つ前に選択していた 
チヤンネルに戻る 

RETURN 





RETURN または 
EXIT の選択 


* DVD プレーヤーによっては上を選ぶとき+1日ち式ではなく、 ENTER ち式で番号を決める機種がありま 
すが、その機種ち本機 U モコンでは+1日ボタンで操作することができます。 




参ち/技術資料 


ちの位置より上万 60 cm 〜] m でや 1 m でやや卜振口にします。ヴフウンドバック2本の場ちは SBL と S 己 R を隣 
や下振0にします。 DVD オーディ 接させ U スニングポジションか5等距離に設置(設定)すると T H X モードの 
才用の配置と両立したいときは後 効果げ最大限発揮されます。 

ち寄りに配置します。 LS と RS び真 
正面で向き合わないよラに多少左 
ちに振ったりしてみてください。 

サブウーファー 

特に制限はありませんげ、他のスピーカーの低音出力との巧ち消し合いび起こ5ないよラな場所に配置してくださ 
い。また、壁のおくに設置すると建物との共振により低音び極端に増強される場合げあ0ますのでごを意ください。 


スピーカーの配置について 






LJwiwI 



本の場合 サラウンドバック2本の場合 


サラウンドバック無しの場合 サラウンドバック 


センター ( C ) を使用する場含は広め 
に、センター ( C ) を使用しない場合 
は狭く配置することをお勧めしま 
す。（上図の範囲） 


センターに）はフ□ント （ L / R ) と同 
一面か5フ□ントまでの距離を超え 
ない位置に。フ□ントよ0も前方だ 
と音場感を損ねます。 


中抜け感を防ぐために多少内振0 
に。ただし、あまり内振0にしすざ 
ると広び〇感などを損ねます。 


サラウンド&サラウンドバック 



リスニングポイントか6の角度 奥行き スピーカーの向を 


スピーカーの配置はマルチチャンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

一般家庭における各スピーカーの配置の例は L ソ下のとおりです。しソ下の図を参ちにしなびらリスニングルームに 
合わせたスピーカーの配置をお試しください。 

スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質が変わってしまったりします。また、柔5かすざる 
棚の上なども音質に影響びありますので、専用スタンドやコンクリートブ n ックなどの使巧をお勧めします。 

フ□ント&センター 


/巧術資料 
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参ち/技術資料 
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サウンドフォーマツトについて(用語解説) 


DVD ソフトのパッケージのほとんどに政下のよラな表示がされています。 

1枚のディスクに複数の音声が収録されている場合が多く、どの音声を聴くのか選択することができます。 


風) 


1.英語（已 . Ich サラウンド） 

と日本語（ドルビーサラウンド） 

3.英語 ( DTS 已 . Ich サラウンド) 


収録音声数 録音で式 


□□1 DOLBY] 
DIGITAL 

DIGITAL 

。3 

SURROUND 

音青記録方式 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フォーマツトであるため、単に r 已 . Ich サラウンド」と記載されている場を 
は、「ドルビーデジタル(已 . 1 ch )」 であることを示します。 


音青記録方式について 


デジタル音声のフオーマットは、下記の r デジタル記録ち式」と r リ觀チヤンネル」の組みをねせにより細分化されてし、ます。 


デジタル記録方式 _ 

非圧縮デジタルち式 

PCMCPulse Code Modulation ) 方式が一般的で、 
CD や DVD の 2 ch トラックなどに用いられています。 
ヴンプ U ング周波数やビット数の数字が大さいほど高 
音質となり、通常の CD は 44 kHz /] 目 b けですが、 
DVD は 48 kHz /20 bit や9日 kHz /24 bit などで記録さ 
れています。 DVD オーディオは、この高音質を保った 
ままマルチ ch 収録が可能で、1目 2 kHz の 2 ch 信号も収 
録できます。 SACD も非圧縮マルチ ch 記録ですが、 
PCM とは違ラ高速之変調1ビット方式を採用してい 
ます。 DVD オーディオや SACD のデジタル伝送には 
i . UNK 接続が必要となります。 

圧縮デジタル方式 

ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などはすべ 
て圧縮デジタルち式です。各フオーマットとも聴感む 
理学などを用いて、音質変化を感じさせない独自の圧 
縮方式を開発し、従来のデジタルケーブル(同軸または 
光フアイノ（一)でのマルチ ch 伝送を可能にしています。 


収録チャンネル 

2 ch ステレオ信号 

左ちの2つのチャンネルに別々の音が記録されている 
信号で、通常の音楽用 CD などはほとんどがこのタイ 
プです。 

2 ch サラウンド信号 （ ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの 4 ch 信号を 
所定の演算で 2 ch に変換してある信号です。そのまま 
2 ch で再生しても違和感なく楽しめますが、所望のデ 
コード処理 （ ドルビープ□□ジックヴラウンド再生な 
ど）により、製作者の意図通りの巧生となります。 
マルチ ch サラウンド信号 

3 chi ； (上の独立した信号が収録されたちのをマルチ ch 
信号と呼びますが、己.1 ch 収録が最ち一般的です。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの日 ch 
と、 LFE と呼ばれる超お音域専用の日.1 ch に独立した 
信号が記録されています。近年では日.1 ch 信号を登場 
し、上記の曰.1 ch に加えサラウンドバック ch 信号が収 
録されています。 




7ルチチヤンネルサラウンド再生 

3本 ULL のスピーカー(サブウーファーを除く）でをチヤン 
ネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び 
増し、迫力ある臨場感が期待できます。音源となるソフ 
卜びマルチ ch 収録ならばソフトに忠実に再生し、ソフト 
が2 C h の場合は、マト U ックスデコード処理 （ ドルビー 
プ □□ ジック nx や Neo : 目技術など)を施し、マルチ ch 再 
生させることび巧能です。 


(2 ch ) ステレオ再生 

2 ch 信号をそのまま再生する場含と、マルチ ch ソースを 
2 Ch にダウンミックスして再生する場合の双方を意 D ホし 
ます。設定やソースにより、サブウーファーから音び出 
る 2. Ich 再生も「ステレオ再生」と呼ぶことびあります。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデ 
ジタル信号を、もとの信号に変換させる技術です。ま 
た、2 C h の音源をマルチ C h 化させる演算技術をマト 
U ツクス-デ]-ドと言い、己.1 ch 信号を目.1 ch に伸 
長させる技術ちデコードと呼ぶことびあります。 






参ち/技術資料 


ドルビー 


ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音青 
システムのディスクリート-デジタルサラウンド方式の名 
称です。映画業界のま流であり、 DVD ビデオの標準音声ち 
式としても採用されるなど、デジタル時代の標準 フォー 
マットとなっています。独立した各チャンネルに記録され 
た自然で高度な立体音像と、低域専用 ch により、臨場感あ 
ふれるマルチ ch サラウンドを再現します。人間の聴覚特性 
を応用した圧縮技術により聴覚上の音質低下を招さませ 
ん。この信号を伝送するには、デジタル接続び必要で 
す。その他にをし^下のよラな機能を持つ柔軟性の高い 
フオーマツ トです。 

1) モノ、ステレオ、プ nn ジック対応の構成および 
己. ich 音声の再生に最適なダウンミキシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的音 
量レベルび異なるさまざまなソフトでち、一定の音 
量で再生されるよラに自動調整する機能です。 

「 Dial . Norm 」 と表現されることわあります。 


□□IPOLBYJ 
DIGITAL * EX 

Id ■•Tri r— ■ d 


ドルビープ□□ジック 
ドルビープ□□ジック llx 

ドルビープ□□ジック llx は、ドルビープ□□ジック、ド 
ルビープ□□ジック II 、ドルビーデジタル EX をさ5に改 
良し、ステレオ音声や已 . Ich 音声を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張でさるマト U ックスデコード技術です。 

ステレオ音声のマルチ ch 化で式として、ドルビープ □□ 
ジックは 4 ch に、ドルビープ □□ ジック II は已 ch 化して 
いましたび、それ5をさ5に進化させ、；<インの 7 ch を 
作り出します。 

また已 . 1 ch ソース に巧し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック C h を生成していましたび、これを 
ステレオ化することで最大 7. 1 ch 再生び巧能になりまし 
た。今まで1；(上に自然でシームレスな移動感、滑らかで包 
み込むよラな、音楽および映画サウンドを体験でさます。 
本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応 
じて切り誓えることび可能です。 

■吕 ch ソース用 

MOVIE / MUSIC/PRO LOGIC 

■已 .Ich ソース用 

MOVIE / MUSIC/DIGITAL SURROUND EX 

MOVIE (□□PRO し OGIC llx MOVIE ) 


ドルビーデジタルサラウンド EX 


ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウォーズ‘ 
エピソード]」の製作に向けて、ドルビーラボラトリーズと 
ルーカスフィルム社で共同開発された、目.1 ch 再生可能な 
新しい音響フォーマットです。新たに加え5れたサラウン 
ドバック ch により空間表現力、定位感び高め日れ、中央か 
5離れた客席か5でち3日0度の回転や頭上を通過するよ 
ラな移動音効果•音儘をよ0生々しく体感することが可 
能とな0ました。フィルム上ではサウンドトラックのサ 
ラウンド L / R C h にエンコードされるため、既をのドル 
ビ—デジタル(己.] ch ) 環境での再生互換性びあります。 
この技術により製作された映画のリストはドルビーラボ 
ラトリーズのウェブサイトにてご覧になれます。 
http :// www . clolby . com / 


プ n □ジック IIx 製品は、プ n □ジック IIx の持つ様々な 
機能を、選択して搭載することび巧能です。プ □□ ジック 
IIx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でも、必ずしも 
全く同じ機能を持っているとは限5ないことにごを意く 
ださし、。 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround 
EX 、 ダブル□記号及び AAC □ゴは、ドルビーラボラト 
U —ズの商標です。 


7. Ich 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド•エンコード作品に効果的です。ドル 
ビーデジタル EX に迫るセパレーシヨンや移動感などび得 
5れます。 


MUSIC (anPRO LOGIC llx MUSIC ) 

7. Ich 化します。音楽再生に適したモードで、通常のステ 
レオ録音されたソース ( CD など)を再生するとさにち効果 
的です。サラウンド Ch は定位よりわにびり感を重視して 
います。 

PROLOG に （EXlPRO LOGIC ) 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生モードです。 
ソースのクオリティを問わず、幅広くお使いいただける 
モードです。 

SURROUND EX 


同ページ内参照 

サラウンドバック ch を使用しない場合は、自動的に従来 
のプ□□ジック II モードになります。 


■2 ch ソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック llx の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジツク11 

プ□□ジック Hx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Digital 
己.1 ch ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4.Ich 

/サラウンド、 

Vモノラル ノ 

己. Ich 

/サラウンド、 

\ステレオ 

7.Ich 
サ=5ウ、/ド' 

(サラ 0V ドバッ久) 

ステレオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 

全チャンネル 
フルバンド 


I 


巧 

術 

資 

料 
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AAC 


后 


MPEG -2 オーディオの標準ち式の一つで、目 S デジタ 
ルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化規 
格です。高圧縮率ながら高音質を確保でさる点が特長 
で、番組内容によりマルチチャンネル設定が可能な 
フオーマツトです。 


■米国におけるパテントナンバー 


08/937,950 
已848391 
已 .291 .已己7 
已 .4 已 1.9 己4 
己400 433 
已,222,189 
5,357,594 
己752 22已 
己.394.473 
已.已83.962 
己,274,740 
已,633,981 


己297 236 
4,914,7 0] 

己，23已，巨 7] 
07/巨40,己已〇 
己，己79,430 
08/巨78,巨66 
98/03037 
97/0287己 
97/02874 
98/03036 
5,227,788 
己，28己，498 


已,481,614 
已.己92.已84 
已,781,888 
08/039,478 
08/211.已47 
已,703,999 
08/已己7.046 
08/894.844 
已,299,238 
己299,239 
已,299,240 
已,197,087 


己，490，170 
己264,846 
己，2巨8,巨8已 
己，37己，189 
己，己81,6己4 
〇已 -18 3,988 
己，己48万74 
08/己06,729 
08/己76,49已 
己717,8 2] 
08/392,7己6 


DTS 



ミロ:巨] 


DTS 


デジタルシアターシステムズ (Digital Theater Systems ) 
の略で、お圧縮率と高転送レートびもた5す豊富な情報 
量によ0、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実 
現します。音楽用にわ独自録音による DTS - CD げあ〇 
ます。 

DTS 96/24 


已 . 1 ch すべてを9目 l < Hz /24 bit の高音質で再生する最新 
のヴラウンドフオーマットで、スタジオのマスター音源 
のクオ U ティを踏襲しています。 DVD の限5れた記録エ 
リアで、高音質/高画質を両立させるために開発されま 
した。既をの DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 9 目/ 
24に対応するデコーダー ( AV アンプ等)をデジタル接続 
することで、再生することびできます。（本機は、 
DTS 目巨/34対応デ]-ダーを搭載しております）傅用 
プレーヤーは必要あ0ません)。従来の DTS デコーダー 
では通常の DTS 信号として再生されるため、完全互換性 
を持っています。 


DTS-ES 


2日日日年11月に発表された新たなるサラウンドフオーマット 
で 、 |"DTS Extended Surround 」 の略称です。従来の丘1 ch 
にサラウンドバック ( SB ) ch を加えたもので、かつてない音 
像•定位感をもたらすことび巧能になりました。 「 DTS - ES ディ 
スク U - 卜日 . 1」と 「 DTS - ES マト U ックス目.1」の2種類びあ 
り、どちらも従来の DTS 已 . 1 ch デコーダーとの下位互換性を 
有しています。 

DTS Neo:6 


すべての 2 ch ソースを目.1 ch 化するマト U ックスデコー 
ド巧術です。 Cinema モード/ Music モードびあります。 

CINEMA ( Neo 目： CINEMA ) 

目. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch でも 
映画館特有の移動感などをお楽しみいただけます。 

MUSIC ( Neo 目： MUSIC ) 

目. Ich 化します。フ□ントか5は原音をそのまま再生す 
るため音質の変化び無く、音楽再生に適しています。ま 
た、センター/サラウンド/サラウンドバック ch の音青び 
音場にナチュラルな広び〇感を加えます。 


「 DTS 」、「 DTS - ES 」、「 Neo :6」 および rOTS 曰色/24」は 
Digital Theater Systems 社の商標です。 


96 





参ち/技術資料 



THX は、世界的に有名な映画製作含社であるルーカスフィルム社によって確立された独自の規格と技術の集大成 
です。「映画館でちホームシアターでち、映画のサウンドトラックは映画監督の意図どおり、できるかぎり忠実に 
再生して欲しい」といラジョージ-ルーカス監督の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場最 
適化に関する数々の特許技術を開発しています。ホームシアター機器が THX 認証されるには、下記の技術を備 
え、かつ品質と動作に関する一連の厳しい試験にを格しなくてはなりません。こうして製品搭載が許諾される 
THX の□ゴは、ご購入いただいたホームシアター製品が長年に渡ってすばらしい性能を維持する保証となりま 
す。 THX 規格は、プ U アンプ•パワーアンプの性能、操作性、デジタル•アナ□グの両分野に渡る何百ちの性能 
要求を含め、製品の全体像を網羅しています。 

THX Cinema 


映画のサウンドトラックは、ダビングステージ(ミキシ 
ング専用大型映画館)で制作されます。 DVD などに収 
録する音声もそのサウンドトラックのままで、ホーム 
シアター向けの変更は加えません。家庭と映画館との 
空間的な違いによる音色の差を補正し、映画館の音場 
を正確に再現します。 

THX Surround EX 


「THX Surround EX - Dolby Digital Surround EX 」 
はドルビーラボラト U —ズとルーカスフィルム社の 
THX 部門との共同開発によるちのです。 U スナーの後 
ちに位置するよう加えられたサラウンドバックかは、 
ミキシング段階で Dolby Digital Surround EX 技 
術によって符号化され、映画館での上映時に復元され 
ます。従来の日.] ch スピーカー構成では表現しされな 
かった後ち部の繊細な描写力-空間の奥行さや広がり 
感•音像定位などが得られるよラになりました。一般 
家庭でこの新技術を忠実に再生することがでさるの 
は 、 THX Surround EX の□ゴが搭載された製品だけ 
です。この製品は通常の已 . 1 ch ソースでち 「THX 
Surround EX 」モードでお楽しみいただけます。この 
場をのサラウンドバック ch の音声は、所定の演算処理 
によって生成されますので、お好みに応じてご使用く 
ださい。 


THX は THX 社の商標または登録商標です。 
Surround EX は THX 社とドルビーラボラト U - ズ 
が共同で開発した技術であり、ドルビーラボラト 
U —ズの商標です。許可のをとに使用されていま 
す。不許複製。 


ご V メモ 

本機は「6.1再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digital Surround EX ) を自動検出しますが、それらの技術 
を用いて上映された映画でを、 DVD 化の際にこの検出信号を収録していないものがあります。この場をは手動 
で最適なモードに変更してください 。 Surround EX 技術により製作された映画の U ストは各ウェブサイトで 
ご覧になれます。 


Re-Equalization _ 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作 
されているた故、それを家庭用のオーディオ機器で再 
生すると、過度に明るく耳障りに聞こえます。 Re - 
Equalization はル型のホームシアター でも正確な音色 
バランスを再現します。 

Timbre Matching _ 

人間の耳は、音の到達ち向によって音色の感じちが変 
わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカー 
が聴衆を囲むように配置されていますが、ホームシア 
ターでは U スナー両側の2本のみです。この配置の違 
いから起こる音色の差を補正し、かつ前ちから到達す 
る音の性質にをねせることによって、フ□ント-ヴラウ 
ンド間の音の繫がりをスムーズにします。 

Adaptive Decorrelation _ 

映画館ではサラウンドスピーカーが多数なのに巧し、 
ホームシアターは通常2本です。そのため、広がり感 
やサラウンド感に欠けてしまったり、近接したスピー 
力一に音場が偏ってしまうことがあります 。 Adaptive 
Dec 日 「「 elation はサラウンド信号間の時間と位相の関 
係を微妙に変化させることにより、2本のスピーカー 
でち U スニングエ U アを拡大して、映画館と同様の効 
果ををた6します。 


参ち/巧術資料 
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パイオニア独自のサラウンドモード (ADVANCED SURROUND) 


理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声の研究などにより開発された、パイオニアオ U ジナルのヴラウ 
ンドモードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソフトでも、快適なサラウンド再生が提供 
できるよう、多種のモードをご用意いたしました。各ソースはデコード処理に ch ソースはマト U ックス-デコード 
処理)後、それぞれにをわせた才 U ジナルの処理を加えています。1；(下をご参照のうえ、お好みに応じて選択してく 
ださい。 

ADVANCED MOVIE 

映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウンド、ドルビーデジタル 、 DTS •エンコードの 
映画作品をこのモードで視聴するとより効果的です。映画館さながらの迫力や臨場感をお楽しみ 
いただけます。 

ADVANCED MUSIC 

音楽巧生に適したモードで、通常のステレオ録音されたソースに D など）に限らずドルビー、 
DTS ■ エンコードされた音楽作品を再生するときに効果的です。コンヴートホールの雰囲気をお 
楽しみいただけます。 

TV SURROUUND 

テレビ放送のほとんどの割をを占めるモノラル信号やステレオ信号ちマルチチヤンネルサラウン 
ドで再生します。モノラルで収録された古い映画などをご覧になるとさにを効果的です。 

SPORTS 

スポーツ中継の視聴に最適です。その場で観戦しているよラな臨場感を体感できるサラウンド再 
生です。 

GAME 

ゲームのスピード感、躍動感をよりいっそラ高めます。シューティングゲームやレーシングゲー 
ムなど、ちへ左へ駆け巡るよラな流れのあるシーンの多いゲームに効果的です。 

EXPANDED 

ドルビーサラウンドや 2 ch 収録されているソースには、ドルビーデジタルや DTS の已 . Ich ヴラウ 
ンドのよラな U アルな移動感などを実現します。また曰. Ich 収録のソースでは、より広がりのあ 
る音場を実現します。 

7 chSTERE 0 

2 ch で収録された音声はステレオ音声のまま、己.1 ch ソースはダウンミックス処理を施したのち、 

7本のスピーカーで再生します。部屋のどの場所にいてもステレオ感をお楽しみいただけますの 
で、パーティーなどでの視聴に最適です。 

Phones Surround (へッドホン挿入時のみ） 

へッドホンでありながら仮想立体音響を再現し、マルチチャンネルサラウンド再生時の臨場感を 
お楽しみいただけます。 


デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組みをわせてありますのでお客様が変更するこ 
とはでさません。 
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ドルビーデジタルサラウンド EX 
( 目 .1 か再生お出信号が ）_ 


(6.1ch1 


ES 

信号 / 6.1 ホ再生検出信号が 


ドルビーデジタル 
(5.1 か信号等） 


DTS 

(5.1 か信号等） 


MPEG-2 AAC 
(5.1 か信号等） 


[L] [C] [R] [LFE] 
[Ls] 间 [Rs] 


[L] [C] [R] [LFE] 
[Ls] [S] [Rs] 


THX CINEMA 
( 最大 5.1 か） 


ドルビーサラウンド僖号 


[L] [C] [R] .LFE] 
[ い ] 间け ;- 


DTS サラウンド信号 


□□PLIIx Movie+THX CINEMA *4 
□□PRO LOG に +THX CINEMA つ 
|Neo:6 Cinema+THX CINEIVIA *5 
质大 7.1ch) 


アナログ信号 ' PCM 、 

ドルビーデジタルステレオ信号 
DTS ステレオ f 言号 
MPEG-2AAC ステレオ信号 


[L] [C] [R] : LFE] 
[Ls][S] [ も ’1 


ドルビーサラウンド僖号 


DTS サラウンド信号 


[L] の [R] .LFE] 
[ ピ间 [h- 


□□PLII Movie+THX CINEMA 
□□PRO LOG に +THX CINEMA 
Neo:6 Cinema+THX CINEMA ’5 
( 最大 5.1ch) 


アナログ信号 ' PCM 、 

ドルビーデジタルステレオ信号 
DTS ステレオ f 言号 
MPEG-2AAC ステレオ信ち 


[L] [C] [R] LFE] 
[Ls] 口 ][ も *1 


ドルビーデジタルサラウンド EX 
( 目 .1 か再生お出信号が） 


[L] [C] [R] [LFE] 
[Ls] 间 [Rs] 


THX Surround EX 
( 最大 7.1ch) 


DTS-ES 

(6.1ch 信号 / 6.1 ホ再生検出信号が 


DTS ES Matrix+THX CINEMA 
DTS ES Discrete+THX CINEMA 
く最大 7.1ch) 


ドルビーデジタル 
(5.1 か信号等） 


[L] [C] [R] [LFE] 
[Ls] 间 【 Rs] 


THX Surround EX 
□□PLIIx Movie+THX CINEMA *2 
( 最大 7.1ch) 


DTS 

(5.1ch 信号等） 


Neo:6+THX CINEMA 
(最夫 7.1ch) 


MPEG-2 AAC 
(5.1ch 信号等） 


THX Surround EX 
mPLIlx Movie+THX CINEMA *2 
( 最大 7.1ch) 


ドルビーデジタルサラウンド EX 
( 目 . 1 か再生検出信号付） 


[L] [C] [R] [LFE] 
[Ls] [ 司 [Rs] 


THX Surround EX 
(最大 7.1 か） 


DTS-ES 

(6.1ch 信号 / 6.1 ホ再生検出信号か } 


DTS ES Matrix+THX CINEMA 
DTS ES Discrete+THX CINEMA 
( 最大 7.1 か〉 


ドルビーデジタル 
(5.1ch 信号等） 


DTS 

(5.1ch 信号等） 


[L] [C] [R] [LFE] 
[Ls] [S] [Rs] 


THX CINEMA 
( 最大 5.1ch) 


MPEG-2 AAC 
( 5 . 1 か信号專） 


□□ DIGITAL EX 
□□PLIIx Movie *2 
正 PLIIx Music 
慮大 7.1ch) 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
质大 7.1 ホ） 


正 DIGITAL EX 
正 PLIIx Movie *2 
□□PLIIx Music 
爆大 7.1 ホ） 


Neo:6 
(最夫 7.1ch) 


I スト レー トデコ - 用生 I 
( 最大 7.1ch) 


□□ DIGITAL EX 
□□PLIIx Movie *2 
正 PLIIx Music 
慮大 7.1ch) 


□□ DIGITAL EX 
□□PLIIx Movie 
( 最大 7.1ch) 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
慮大 7.1ch) 


ストレートデコード再生 
( 最大 5.1 か） 


ストレートデコード巧生 
( 最大 5.1 か） 


ADV MOVIE 
ADV MUSIC 
|TV SURROUND 
SPORTS 
GAME 
EXPANDED 
7ch STEREO 
( 最大 7.1ch) 


スト レー ト デコー ト巧生 
( 最大 5.1 か） 


ADV MOVIE 
ADV MUSIC 
|TV SURROUND 
SPORTS 
GAME 
EXPANDED 
7ch STEREO 
( 最大 5.1ch) 


ダウンミックス再生 
( 最大 2.1ch) 


正 PLIIx Movie *4 
□□PLIIx Music *4 
正 PRO LOG に '3 
Neo:6 Cinema '5 
Neo:6 Music '5 
( 最大 7.1 ホ） 


□□PLIIx Movie 
( 最大 7.1ch) 


Neo:6 Cinema 
( 最大 7.1ch) 


ステレオ再生 
(最 夫 2 . 1 か） 


ADV MOVIE 
ADV MUS に 
|TV SURROUND 
SPORTS 
GAME 
EXPANDED 
7ch STEREO 
( 最大 7.1ch)_ 


ステレオ再生 
( 最大 2.1ch) 


□□PLII Movie 
正 PLII Music 
□□PRO LOG に 
Neo:6 Cinema *5 
Neo:6 Music *5 
( 最大 5.1ch) 


□□PLII Movie 
_ ( 最大 5.1ch) _ 


Neo:6 Cinema 
( 最大 5.1ch} 


ステレオ再生 
( 最大 2.1 か） 


ADV MOVIE 
ADV MUSIC 
|TV SURROUND 
SPORTS 
GAME 
EXPANDED 
7ch STEREO 
( 最大 5.1ch) 


*]: アナ□グ信号や PCM のとさは、プ□グラムフオーマットインジケーターは点灯しません。 

*2 : S 巨1本のとさは選択でさません。 

つ ： □□PRO LOGIC は常に最大己. Ich までの再生となります。 

*4 : DTS サラウンド/ DTS ステレオ信号入力時は [ XlPUl 処理となり、最大己. Ich までの再生となります。 

* 己： MPEG -2 AAC ステレオ信号入力時は選択できません。 

* 目： DVD - AUDIO 信号のダウンミックス禁止素材を入力し、スピーカーの設定をフ□ントのみ [ LARGE ] としている場 
合は、ダウンミックスされた音は出ずに、フ n ントし R の音び出力されます。 


PCM 96kHz、PCM 88.2kHz 


fU [C] [R] [LFE 
--:[司[も， *1 


□□PLII Movie 
正 PLII Music 
□□PRO LOG に 
(最 夫: S.lch) 


ステレオ再生 
( 最大 2.1ch) 


ステレオ再生 
( 最大 2.1 か） 


DTS96/24'DVD-AUDIO 、 

SACD 


フオーマットは 
問わない 


ストレートて J — 卜奋生 
( 最大 5.1 か） 


み U- トテ 5 - ドち生 
( 最大 5.1 か 1) 


ダウンミックス再生 

，目 


全 


メモ 


表中の灰色で表示されに設苗ホ、本機により最適なモードび自動選択されまず。ユーヴーによる還択はできません。 
MULTI CH IN モード時は、 U スニングモードの効果を加えることはでさません。 

STEREO / DIRECT / Phones Surround モード時は、サラウンドバック出力はありません。 

入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさない6のびあ0まず。 
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リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 


この表は出力する最大の出カチヤンネル数をおしたもので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは「サウンド 
フォーマツトについて」(一目4ページ)をご覧ください。 


入力信号 


I プログラム フオーマット I 
インジケー ター 


AUTO SURROUND 


STEREO/ 

DIRECT 


山山 CK .1— 中 Q 山 Qz 山 . Lx 山 
、〇お Ls 田 s 


Oi っ V/NO: すち岂 N3iX 山 




山止 CK . 止 — 中 Q 山 Qz 山 . Lx 山 
、〇お Ls 田 s 




参ち/巧術資料 


こ 4 を ^^:: 玄|中 

田 aNmlxm/ds 贵 


か i 衣今ミミ 















参ち/技術資料 


i 丄 INK にごいて 


i . LINK とは、デジタル音声などのデータ転送や接続した機器に巧して操作などを行えるシ U アル転送方式のデジ 
タルインターフェース IEEE 1394 の呼称で、米国電子電気技術協舎 ( IEEE ) によって標準化された国際標準規 
格です。 

本機は i 丄 INK AUDI 日(八&1\/1プロトコル)に対応しているため、本機と i . LINK 対応機器とをし LINK ケーブルで接続 
すると、 DVD オーディオや SACD などのマルチチヤンネル音声ち1本のケーブルだけでデジタルでやり取りする 
ことがでさます。また複数の i . LINK 対応機器を接続する際、他の機器を介して操作やデータのやり取りがでさま 
す。このた饭接続順序はあまり気にする必要ありません。 

また本機で i . LINK 接続した SACD や CD の再生を行うとき、接続した再生機器が P 日 LS * または同様のレートコン 
卜□ール機能に対応していれば、デジタル音声部分はジッターレスで伝送することができます。 

* PQLS (レートコント□-ル） 

PQLSCPrecision Quartz Lock System ) とは、本機の高精度な水晶発振器を使用してプレーヤーから 
のデータ伝送レートをコント□ールすることで、ジッターのない状態でデジタル/アナ□グ変換を行ラこと 
がでさる、し LINK インターフェース上の高音質なデジタルオーディオ伝送技術です。この技術を動作させ 
るには、本機と P 日 LS または同様のレートコント□ール機能に対応したプレーヤーとが LLINK 接続されて 
いる必要があります。 

客巧権保護システム _ 

LLINK 接続を通して DVD オーディオ、 SACD 、 DVD (コピー自由なディスクは除く）の音声を再生するには、プレー 
ヤーとアンプの双方が DTCP(Digital Transmission Content Protection ) と呼ばれる菅作権保護システムに対応し 
ている必要びあ0ます。 DTCP はデータの暗号化と相手機器の認罰からなるコピープ□テクション技術です。本機は 
□ TCP に対応しています。お手持ちのプレーヤーについてはプレーヤーの取扱説明書をご賣ください。 


' この機器の LLINK インターフエースは、(下の規格に基づいて設計されています。 

1 ) IEEE Std 1 394a- 2000, Standard for a High Performance Serial Bus 

2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0 

この規格の AM824 sequence adaptation layers の中の、 lEC 巨日日巳 8 bitstream、DVD-Audio、SACD 
t に対応しています。 


^ LLINK と LLINK □コ •は、 ソニー株式会社の商標です。) 
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UJNK ネットワーク 


参ち/技術資料 


ご V メモ 

. し LINK の伝送フォーマツトには、本機のような n.LINK AUDIO ( AS , M 3；^ n トコル) J 、 BS デジタルのような 
「 MPEG -2 TS 」、 DVD レコーダーやデジタルビデオのような IDV 」 といった種類があります。し LINK AUDI 日 
じ(外の機器やパソコン周辺機器を本機と接続したとさには、正常にデータ転送がでさません。また、誤動作す 
る場合ちあります。 

• 本機の電源がオンのときは、他機器のし LINK ケーブルの接続を変更したり、新しい機器を接続したり、電源の 
オン/オフは行わないでください。 

. i . UNK 対応機器の中には、電源がスタンバイ状態やオフになっていると、データを中継できない機器がありま 
す。接続する i . LINK 対応機器の取扱説明書ちご覧ください。本機はスタンバイ状態のとき、 i . UNK のデータを 
中継でさません。 

. i . LINK 对応機器には、その機器な河応している最大データ転送速度がし LINK 端テの周辺に表記されています。 
lLINK の最大データ転送速度は、約1日日/200/4日 0 Mbps * が定義されており、200 Mbps のものは S 200、 
4日 0 Mbps のものは S 4 日日と表記されます。本機の LUNK 最大データ転送速凰ま、4日日 Mbps です。 S 1 日日 
や S 2 日日の機器をつないだ場合や、機器の仕様により、実際の転送速度が400 Mbps より遅くなる場合があ 
ります。でさるだけ、最大データ転送速度が同じ機器どうしを並べて接続してください。 

* Mbps (メガビーピーエス）とは、 「 Me 畳 a bits per second 」 の略で、1砂間に通信できるデータの容量を 
示しています。400 Mbps では、1砂間に400メガビツトのデータを転送します。 

. lLINK 機能は、すべての i . LINK 対応機器間での接続動作を保証するものではありません。 i . UNK 对応機器間で 
データやコント□ール信号がやり取りできるかどうかは、それぞれの機器の機能によって異なります。 


下図のようにして複数のし LINK 機器を接続することびできます。 


デイジー-チェーン型(数巧つなぞ)で接続の場合は、最大17台まで接続で宝ます。 



参ち/巧術資料 
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工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカーインピーダンス 

8 〇〜] 6〇 

27 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal (SB) 

58 

スピーカーのちり無し/低域再生能力 

すべて SMALL (ル） 

65 

ヴプウーファー 

YES (有り） 

65 

スピーカー出カレベル 

0服（補正無し） 

68 

スピーカーまでの距離 

すべて2.0 m 

69 

ク□スオーバー周波数 

80Hz 

67 

視聴環境の周波数特性の浦正 

全帯域 OdB (補正無し） 

61 

デジタル入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

70 

コンポーネントビデオ入力の設定 

OFF 

71 

lLINK 入力の設定 

し LINK 

72 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

36 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化します） 

37 

EXTENDED モード 

ON 

40 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

38 

アコースティックキヤ1」ブレーシヨン E 日 

OFF (MC 冉 CC 言受定後は ALL CH ADJUST) 

41 

ミッ ドナイトリスニング機能 

OFF 

46 

ラウドネス機能 

OFF 

46 

トーンコント□ール機能 

BASS Od 巨/ TREBLE OdB (OFF) 

46 

スピーカーシステム A/ 日 

A (サラウンドバックシステムの設定： Normal(SB) のとき） 

49 

マルチチヤンネル入カモード 

OFF 

42 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

48 

ダイナミックレンジコント□ールの設定 

OFF 

73 

デュアルモノラル音声の設定 

CH1 

74 

LFE アッテネーターの設定 

ATT OdB 

75 

マルチルームの設定 

VARIA 日 LE/Setting] 

80 

SR+ 連動モードの設定 

DVD/LD:input-3、TV/S 冉 T:TV、DVR/VCR:inpuM 

VIDE01:0FF、VIDE02:0FF 

85 

12V 卜 U ガーの連動設定 

すべて曰 FF 

76 

S 冉 CD ゲインの設定 

加巨 

77 


※本機にはサブウーファー検出機能がついています。サブウーファーが接続されていない場合は変更します。 


—ルリセット 


設定オール U セツトはし^下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで巧います。 

設定オール U セツトを行ラと、上記のすべての設定げ工場出荷時の状態になりますので十分 ご注意ください。 


①本機び STAND 巨 Y モードのときに TONE ③フ□ントパネル表示部に 「 RESET ?」 と表示された5 

ボタンを押しなび5 STAND 巨 Y / 日 N ボタ ENTER ポタンを押し、「日 K ?」 表示後に SYSTEM 

ンを3秒じ(上押し続ける SETUP ボタンを押します 



SYSTEM 



えメモ 

1力月程度電源コンセントか5コンセントを抜いた状態にしておくと本機で設定した各種設定びオールリセット 
されますのでごを意ください。 

1021 I 







参ち/技術資料 


電源一!—ド 1 

単3形アルカ U 乾電池 (LR 目） . 2 

セットアップ巧マイク . 1 

セットアップ用マイクスタンド . 1 

FM アンテナ . 1 

AM ループアンテナ . 1 

保証» . 1 

修理窓口 -ご相談窓口のご案内 . 1 

スピーカーコーションシート . 1 

取扱説明書 


♦仕様およびが観は改良のため予告な<変更することび 
おります。 


FM チユーナー部 

受信周波数 ...76.0 MHz -90.0 MHz 

実用感度 . モノ： 15.2 d 巨 f (1 .目 a / V /7 已〇) 

S/N 已 Od 巨感度..…モノ： 2日.2 dBf をを uN II ろな) 
ステレオ： 41.2 dBf (31 .目 yV /7 已が 

S/Nhb (8 已 dBf 入力日寺） . モノ： 7巨 d 巨 

ステレオ： 72 d 巨 

高調波歪率 . ステレオ： 0.己％ (1 kHz ) 

実効選択度 . 6已 dB (±4 日日 kHz ) 

ステレオセパレーシヨン . 40 dB(l kHz ) 

周波数特性 . 30 Hz 〜]己 kHz け1 d 目） 

アンテナ . 75が作平衡型 

AM チユーナー部 

受信周波数 . 522 kHz -1.629 kHz 

実用感度(付属ループアンテナ） . 350 mV/m 

S / N 比 . 曰0服 

アンテナ . ループアンテナ 


電源部-その他 

電源 . AC 100 V 、50/60 Hz 

消費電力 . 350 W 

待機時消費電力 .0.48 W 

予備電源コンセント 

連動 . 1 (1 日日 W 最大） 

がお寸法 

..... 42 日(幅） X 173( 高さ） X 4目已(輿行 ） mm 
質量 . 1日.目 k 呂 

付属品 

IJ 干 n ン . 1 
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オーディオ部 

実用最大出力 ( J 曰 TA 、 IkHz 、 

フ n ント . 

センター . 

サラウンド . 


10%、8が 

. 160 W +160 W 

. 160 W 

. 160 W +160 W 


サラウンドバック . 1目日 W 十1目日 W 

定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz 〜2日 kHz 、 0.09%. 8 Q . 100 W + 100 W 
定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz -20 kHz 、 0.09。/。、80 

フ n ント . 100 W +100 W 

センター . 100 W 

サラウンド . 100 W +100 W 

サラウンドバック . 100 W +100 W 

入力端テ(感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 33已 mV /47 kO 

周波数特性 

UNE 系 . 已 Hz - 100 kHz 、 +言 d 巨 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33已 mV /2.2 kO 

I ンコント□ール 

BASS . + 目 d 巨(100 Hz ) 

TREBLE . + 色 d 巨（]0 kHz ) 

L 日 UDNESS (ボ U ュームポジション ー4 日 d 目時） 

. +4服/+2服（100 Hz / 10 kHz ) 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

LINE 系 . 103服 

SN 比!: EIA 、 1 W (1 kHz )) 

LINE 系 . 83服 

ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端モ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 

周波数特性 . 已 Hz 〜]日 MHz 、 当 d 巨 

SNJ : ヒ . 65 dB 

コンポーネントビデオ部 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 £2 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 £2 

周波数特性 . 已 Hz 〜40 MHz じお日） 

SNhk . 65 dB 


F 


お手入れについて 

通常は柔らかい巧で空おきしてください。巧れがひどい場合は水で己〜目倍に薄めた中性洗剤 
に柔らかい布を浸してよく絞った後、汚れを拭き取り、その後乾いた巧で拭いてください。 
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげること 
がありますのでごを意 < ださい。また、化学ぞラさん等をお使いの場をは、化学ぞラさん等 
に添付のま意事項をよ < お読み < ださい。 


I もェチケ■，卜 1 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるちのです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しょラ。 

ステレオの音量は、貴方のむがけ次第で大きくちルさくもなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でを通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましょう。近所へ音が漏れないように窓を閉饭、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 
ましょつ。 


仕様 


参ち/巧術資料 


































































困ったとを 



と思つた6 


故障かな？と思ったら臥下を調べてみてください。意外なミスが故障と思われています。また、本機政外の原 
因を考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器ちあわせてお調べください。 

下の項目を調べてを直らない場合は、修理を依頼してください。 


についで 


r 音び出ない」 r 音びおかしい」 r ノイズび出る」など、音についての疑問や症状です。 


おが 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 

入力端子の接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


音び出ない 

デジタル入力の設定び正し < ない。 

設定を修正する。 

70 


SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しくない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力信号 
を選択する。 

37 


S ュート状態(音量インジケーターび点滅)に 
なっている。 

U モコンで S ユートを解除する。 

48 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPEAKERS ホ'タンを}甲して、 0 N ( SP ►冉） 
にする。 

49 


MULTI CH IN モードになっている。 

MULTI CH IN を OFF にして、通常のリス 
ニングモードにする。 

42 


音量び下がっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

36 

フ□ントスピーカ ー L ソがの 
音が出ない 

スピーカーシステムの設定びフ□ント ch 政が 
すべて N 0になっている。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

65 


U スニングモードび STERE 0/ D 旧 ECT に 
なっている。 

サラウンド再生用の U スニングモードを選択 
する。 

38 

サラウンドバックスピー 

EXTENDED モードの設定び OFF になっている。 

ON を選択する。 

40 

力一から音が出ない 

EXTENDED モードの設定び冉 UT 0 で 
r 已 .] ch 再生検出信号」の記録されていない 
ソースを使巧している。 

ON を選択ずる。 

40 


サラウンドバックシステムの言曼定び [Front Bi - 
Amp ] またはに econd Zone ] になっている。 

[ Normal ( SB )] を選択する。 

58 


スピーカーシステムの設定でサラウンドバック 
ch の設定び [ NO (無し)]になっている。 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 

65 


接続び正しくない（サラウンドバック ch を] 
本のスピーカーで接続していて Rch 側に接続 
している）。 

接続を再確認する（サラウンドバック ch を 

I 本のスピーカーで接続しているとをは 

Lch 側に接続する）。 

26 

特定のスピーカーか5音 

スピーカーシステムの 設定び [ NCK 無し)] になっている。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

65 

が出ない 

スピーカーの接続びがれている。 

スピーカーの接続を確認する。 

26 


ソフトのサウンドトラックび意図的にそのよラ 
に録音されている。 

スピーカーの出カレベル設定びルさい。 

U スニングモードによっては効果音のみ出力 
される場合びあります。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

38 


サラウンドバックシステムの設定でに econd 
Zone ] び選択されているとさのスピーカーシ 
ステムの選択びをっていない。 

スピーカーシステムで rA + 日」または「日」 
にする。 

49 

表示部にマルチチャンネ 

再生しているソースのプ□グラムフォーマット 

故障ではありません。収録の容をご確認くだ 


ル信号のプ□グラム 
フ オー マツトインジケー 
夕一が点灯しているが、 
音び出ていないスピー 
カーがある 

にはそのチヤンネルの情報び記録されているが、 
そのチヤンネルに音帛び収録されていない。 

さい。 


デジタル機器の音が出ない 

デジタル接続び正しくない。 

デジタル接続を再確認する。 



デジタル入力の設定び正し < ない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

70 


SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しくない。 

デジタル出カレベル調整機能び付いている CD 
レコーダーなどのデジタル出カレベル設定び低 
すをる。 

再生ソフトのデジタルフォーマットに対応して 
いないプレーヤーである（または出力しない設 
定になっている）。 

接続されているデジタル機器に応じて、 
SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL を選択する。 
プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 
する 。 （DTS CD の場合は Od 巨に設定して 
ください。） 

対応フォーマットの音声トラックを選択する 
(または出力させる設定にする）。 

37 

録音ができない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号をア 
ナ□グで録音しよラとしている。 

コピープロテクト信号の入ったデジタル信号で 
ある。 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号 
はデジタル録音のみ巧能です。 

コピープロテクト信号の入ったデジタル信号 
は録音することはでをません。 

50 


REC 端子の接続が正しくない。 

正しく接続し直す。 

31 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

無入力でちノイズが聞こ 
える 

電源そのちのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とたこ足配線に 
なっていないか確認する。 


MULTI CH INPUT 端子 
に接続した機器で 、 DVD 
オーディオを再生したび 
2 ch にダウンミックスを 
れているよラな音になつ 
てし、る 

MULTI CH INPUT 端子に接続したものではな 
い信号を再生している。(デジタル PCM 出力な 
ど） 

プレーヤーの出力設定び間違っている。 

マルチチヤンネル入力の再生をする。 

プレーヤーの取扳説明書をご覧ください。 

42 

スピーカーの設定をフロ 
ントのみ 「 LARGEJ と 
していてマルチ ch の 
DVD オーディオを再生し 
たび、マルチ ch 音声び 
ダウン=ックスされない 

ダウンミックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


チューナー受信中にノイ 
ズが聞こえる。 

プラズマディスプレイを接続している場含、そ 
の電源び入っていると、チューナーにノイズび 
入ることびあります。 

チューナー受信中は、プラズマディスプレイ 
の電源を切る。 


DTS CD のサーチ中にノ 
イズが出る 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 
取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音 
量を下げ、スピーカーから出る音を抑えて< 
ださい。 


DTS の LD を再生ずると 
ノイズび出る 

SIGNAL SELE 仁 T で冉 N 冉 L 曰 G び選択されて 
いる。 

機器を正しくデジタル接続し 、 SIGNAL 
SELECT ボタンで DIGITAL を選択する。 



サブウーファーの接続/再をについて 


音についての問題の中でを、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーから音が 

サプウーファーあり/なしの設定び[ N 0(無し)] 

に peaker Setting ] 設定を確認して、サブ 

65 

出ない 

に設定されている。 

ウーファーの設定を [ YES (有り)]または 
[ PLUS ] にする。 



LFE アッテネーターの設定び [LFE OFF ] になっ 
ている。 

[ATT Od 田または [ ATT 1 Od 田に設定する。 

75 


再生しているソース(シーン)や音楽に超低域成 

故障ではありません。収録内容をご確認くださ 



分 （ LFE チヤンネル）び含まれていない。 

い。 



接続びがれている(または、まちびっている)。 

サブウーファーの接続を確認して、外れてい 
るとをは接続し直す。 

26 


サブウーファー側の電源び OFF になっている。 

サプウーファーの電源を確認する。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び働い 

サブウーファーの機能を確認する（詳しくはサ 



ている。 

ブウーファーの取扱説明書をご覧ください。） 


サブウーファーからの音 

低域成分の少、ない/ないソースやディスク 

再生しているソースの低域成分びみなく、サ 

65 

がルさい 

(仁 D など）を再生している。 

ブウーファーの音量び不足している場合は、 
[Speaker Settin 旨]でサブウーファーの設定 
を [ PLUS ] にする。 



サプウーファー出カレベルの設定値びルさい。 

に hannel Level ] の設定を確認して、適切 
なレベルに調整する。 

68 



LFE ATT の設定を [□ dB ] にする。 

75 


ク□スオーノ く一周波数の設定び低い。 

[Crossover Network ] の設定を確認して、 
適切なレベルに調整する。 

67 


サブウーファー側のボ U ューム設定びルさい。 

サプウーファーのボ U ュームレべルを上げる。 



映像について 


r 映像び出ない」 r メニュー画面 ( OSD 画励び表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


困 

ご 

た 

と 

宝 
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症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 
映像び出ない 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しくない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みになり、 
正しい入力に切り換えて<ださい。 



ソース機器と TV モニターを接続するコードの 
種類（整を性）び正しくない。 

正しい接続法に変更する。 

28 

コンポーネント端子に接 
続したソース機器の映像 
が出ない 

モニター TV との接続びコンポジット（または 

S ビデオ）である。 

コンポーネント入力設定び正しくない。 

モニター TV との接続にコンポーネントケー 
プ J レを使ラ。 

コンポーネント入力設定を正しく行ラ。 

71 










困ったとを 


症が 

原因 

対応 

参照 

録画ができない 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端子び 
合っていない。 

コピープ□テクト信号の入った映徹信号である。 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端子を 
(コンポジットまたは S ビデオで）合わせる。 
コピープ□テクト信号の入った映像信号は録 
画することびで定ません。 

31 

システムセットアップ画 
面び表示されない 

テレビによっては、コンポーネント端子を使っ 
て接続しているとをにシステムセットアップ画 
面び表示されないちのびある。 

カラーバースト設定を OFF にする。(工場出 
荷時は ON に設定されています)。手順は、 
電源スタンバイ時に、フ□ントパネルドア内 
部の AC0UST に E 日ボタンを巧しなびら 
STAND 巨 Y/0N ボタンを巧します。巧すた 
びに曰 N/0FF び切り換わります。 


コンパ‘ート後のコンポー 
ネント出力映像が出ない、 
または乱れる 

コピープロテクト信号び極端に大きい、または 
画質劣化の激しいビデオテープを再生している。 

コンバート回路またはモニター TV の実力で 
す。コンポジットまたは S 端子の出力映像 
でお楽しみ < ださい。 



操作について 


r 操作でさない」 r 電源が切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


症げ 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したときに 

スピーカーコードのお線びスピーカー端子から 

スピーカーコードの芯線をちラー度しっかり 

26 

電源が切れる 

はみ出して、 IJ アパネルに接触しているか、+ 
一が接触し、保護回路び働いている。 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 
ピーカー端子からはみ出ないよラに接続する。 
ボ U ュームを下げて再生ずる。 



スピーカーの実動作上の最低インピーダンスび 
非常においため、保護回路び働いた。または、 
低周波の過大な入力び持続した。 

視聴環境の周波数特性の補正で低域 (40 Hz 
または] 2已 Hz) のレベルを下げる。 

DIGITAL SAFETY 機能を日 N にすると、さら 
に数 dB 音量び上げられる場含びあります。 
(スタンバイモード瞄こ、 SYSTEM SET UP 
ボタンを巧しながら STAND 日 Y/ON ボタンを 
押すと、□に ITAL SAFETY の ON と日 FF び切 
り換わります。 

61 

操作ボタンを押してち動 

空気び乾燥しているとを、静電気などの影響を 

電源プラグを一度コンセントからがして、再 


作しない 

受けている。 

び差し込む。 


AMP ERR または 
MCACC インジケーター 
が点滅して自動的に電源 
が切れる 

本機のアンプ回路び故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON/OFF 
を繰り返すのはおやめください。 


OVERHEAT と点滅表示 
したまま音び出なぐなる 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるよラに設置を変える。 

一度電源を切り、をえてから使巧する。 


1吕 V TRG ERR と点滅 
表示される 

12V 卜 U ガー端子に不具合び生じている。 

一度電源を切り、 ]2V 卜 U ガーの接続を見 
直してください。 


SIGNAL SELECT ボタ 
ンを巧してち入力が 

接続またはデジタル入力の設定び正し<ない。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の設 
定」を正しく修正する。 

70 

DIGITAL にならない 

MULTI CH IN モードになっている。 

MULTI CH IN を曰 FF にする。 

42 


入力設定をしていないし LINK 対応機器を選択 
している。 

正しい入カファンクションを選択する。 

42 

已 .Ich ソースを再生して 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び曰 FF に 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を曰 N 


いるのに、已 .Ich 再生さ 

なっている。 

にする。 


れない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 
DTS 出力設定び OFF になっている。 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 
DTS 出力設定を曰 N にする。 


DVD オーディオを再生す 

MULTI CH IN 端子はアナ□グ入力端子なの 

故障ではありません。プレーヤーの取扱説明 


るとプレーヤーには 
目 6 kHz と表示されるが、 

本機では表示されない 

で、デジタル情報を表示することはできません。 

書をご覧ください。 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

9巨 kHz のソフトを再生し 

プレーヤー側で目 6 kHz 出力び OFF になって 

プレーヤーの目 6 kHz 出力を曰 N にする。 


ても表示び目 6 kHz になら 
ない 

いる。 



リモコン操作びできない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交撰する。 

5 


距離び離れずざている。角度び悪い。 

7 m 政内、左ち3ぴし^内で操作する。 

21 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移動する。 



壁光燈などの強い光び U モコン信号受光部に当 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないよ 



たっている。 

ラにする。 


他機器をリモコンで操作 

プ U セツ ト コードの設定び間違っている。 

正しいプ U セツトコードを設定する。 

88 

でさない 

電池切れの期間にメモ IJ 一び消去された。 

をラー度設定を行ラ。 


SR 接続をしているのに相 

接続でコントロール端子の IN / OUT を間違え 

正しく接続し直す。 

83 

手機器がリモコンで動作 

ている。 



しない 

コント□ールコードし八外の接続をしていない。 

アナ□グのオーディオコードなどを接続する。 



他社製品の同用途端テと接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 



インジケーター/表示にごし、て 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

巧応 

参照 

圧縮デジタル*のソフ 

デジタル接続び正しくない。 

接続を巧確認する。 


卜を再生してち、巧な 
するインジケーターが 
点灯しない 

デジタル入力の設定び正し<ない。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 

70 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しく 
ない。 

プレーヤーび停止か一時停止になっている。 
プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

再生しているトラックび PCM などになって 
いる。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力 
を選択する。 

再生を開始ずる。 

プレーヤーの音声出力設定を各フオー 
マットに対応するよラ修正する。 
プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デ 
ジタル*の音声を選択する。 

37 

圧縮デジタル*のソフ 

収録フォーマットび己. Ich (または「巨 . Ich 

故障ではありません。再生しているソフ 


卜を再生してちずべて 
のプ□グラム フォー 
マッ トインジケーター 
び点灯しない 

再生検出信号」対応）ではない。 

卜のパッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフ 
卜を再生してち、 

デジタル信号び入力されていない。 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO また 
は D に ITAL を選ぶ。 

37 

□□ D に ITAL または 
□ TS などの表示にな5 
ない 

ソフトの音声び 2 ch フォーマットである。 

ドルビーサラウンドエンコードされたソフ 
卜でおる。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


Surround EX (または 
DTSES ) ソフト再生時 
に 、 EXTENDED モード 
の設定を AUTO にしてち 
EX (または ES ) デコー 
ドしない 

「6. Ich 再生お出信号」び記録されていない 
(劇場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場合 
びおります)。 

EXTENDED モードの設定を ON にする。 

40 

Surround EX (または 

スピーカーシステムの設定で、サラウンドバッ 

サラウンドバック ch の設定を、接続したス 

65 

DTSES ) ソフトを再生 
中、 SL 、 S 、 SR のイン 

クチャンネルび [ N 曰(無し)]に設定されている。 

ピーカーに合わせて変更ずる。 


ジケーターは点灯するび、 
EX (または ES ) デコー 
ドしない 

U スニングモードび正しくない。 

EXTENDED モードの設定を ON または 
冉 UT 0 に変更し、 U スニングモードをサラ 
ウンドにして再生する。 

38,40 


圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 困 

ご 

た 

と 

去 
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困ったとを 


MCACC (音場補正)について 


MCACC (音場補正)のときにある疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

音 場 補正の才ート設定 
を何度巧ってもエラー 
になる 

マイクとスピーカーとの間に障害物がある。 

障害物を移動させる。 


測定結果のサブウー 
ファ ーの距離が実際の 
距離より長い 

サブウーファー内部□ーパスフィルターの 
遅延特性の影響で再生音にディレイがか 
かっている。 

MCACC では、こラいった遅延特^4を考 
慮したラえで距離を特定して正確なディ 
レイ時間を設定するようにしています。 


スピーカーの大、小設 
定が誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

エアコンなどモーターを使用した機器の 
電源を切ってみる。 


音 場 補正したび、音び 
おかしし、 

スピーカー端子の位相び反転している （+/ 
一び逆)。 

正しく接続する。 

26 

Acousutic Cal EQ で 
自動測定された補正 
カープを手動で調整中 
に 「 OVER 」 びディス 
ブレイに表示される 

調整値の組み合わせによっては補正レベル 
び許容量を超える。 

「 OVER 」 の表示が消えるまで、さまざま 
な帯域のレベルを下げる。 



システムセツトアップでの MCACC (音場補正)時に表示される y ッセージの意味 


「Connect Microphone 」 ： 

["Connect Mic!J : 

フ□ントパネルの MCACC SETUP M に5齡テに、付属のマイクを接続してください。 

「Too much ambient noise 」 ： 

「 Noisy !」 ： 

周辺の騒音び大さすぎ、測定に誤差び生じる可能性びあ0ます。 

-エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に日 FF にするか遠ざけるなどの 
処置を行ってみてください。 

-周囲び比較的静かな時間帯にちラー度やり直してください。 

に heck Microphone 」 ： 

[Error Mic!J : 

マイクか5テスト信号び検出でさなくな0ました。 

. オートセットアップ用マイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してくださし、。 

-測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「 ERR 」 ： 

[Error Front」「Error Suit 」「Error Sub W 」： 

Speaker Leve 馴定後の Yes / No 加 eck 判定で、のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウンドに表示された：スピーカーび L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド m 日」、サラウンドバック 「 ERR 」 の場合：サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び検 
出されました。 

-サラウンドバック （ 1本接続時）の場含 : R ch 側か5検出しました （ 1体のみ接続するときは、 Lch 側を使用してください）。 

「Attention Subwoofer output level is too low Turn volume up on subwoorer 」： 
rsw Volume Up 」： 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出できません。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適 
正値に上げてください。 
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困ったとを 


i 丄 INK 接続/再生について 


i.LINK ケーブルでつないだ機器の音を再生するときの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

LLINK インジケーター 
が消灯していて、音が出 
ない 

入力信号の切り換えで、 i.LINK 対応機器を選 
んでいない。 

i.LINK ケープルびがれている。 
i.LINK ケープルび長すざる。 

i.LINK AUDI 曰フォーマットに対応していない 
機器を接続している。 

再生している機器と本機との間の機器の電源び 
切れている。 

SIGNAL SELECT ボタンで冉 UT0 を選択 
する。 

正しく接続し直す。 

3.5m U (下のケープルを使用する。 

接続した機器の取扱説明書を参照する。 

電源び切れていたり、機種によっては、電 
源びスタンバイ状態の場を、信号を伝送す 
ることびでさません。 

詳しくは、接続した機器の取扱説明書を参 
照してください。 

37 

30 

PQLS OFF または 

PQLS ON び一瞬表示さ 
れて、音が途切れる 

i.LINK 接続で再生中に、他の LLINK 接続機器の 
状態を変更したりすると PQLS の ON/OFF び 
切り換わり、音び一瞬途切れることびあります。 



SIGNAL SELECT で 
LLINK が選べない 

i.LINK 対応機器の電源び入っていない。 
i.LINK 入力の設定び正しくない。 

電源を入れる。 

正しく設定ずる。 


DVD 才ーデイオ/ 

SACD の再生を停止し 
てちプ□グラムフオー 

7 ッ S インジケーターが 
表示されたままになる 

DVD オーディオ /SACD の再生を停止して 
ち、他のフォーマットび入力されるまで、プ〇 
グラムフォーマットインジケーターは表示され 
たままです。 



他製品のアップグレード 
を巧った後に i 丄 INK で 
接続したその機器の名前 
が表示されなかったりそ 
の機器をフアンクシヨン 
で選択でさない 

製品のアップグレードなどによって機器の認識 
びでをな<なっている。 

本機内部の機器情報を初期化します。本体 
のボタンを使って U (下の手順で行ってくだ 
さい。 

1電源スタンバイ時に RETURN ボタンを 
巧しなびら STANDBY/ON ボタンを3 
秒政 上 巧し続ける。 

2 [D 日 CLE 冉 R?] 表示中に ENTER ボタン 
を押す。 

3 [D 日 CLE 冉 R 0K?] 表示中に SYSTEM 
SETUP ボタンを巧す。 

[D 日 CLEAR SET] び表示されたら初期 
化終了です。もし[□日 ERROR] び表示 
されたら、再度行ってください。 



i . LINK 関係の表示部の y ッセージの意味 


「BUS FU しし」： 

i.LINK の伝送容量び最大まで達したために.わラデータを送信することびできない。 

「CANNOT LINK 1」： 

本機と i.LINK 接続されている機器との接続関係び不安定である。 i.LINK ケーブルび正しく接続されているか確認し、 
本機と i 丄 INK 接続されている機器との間に LUNK 対応機器びある場合は、それ5の機器ち含めて正しく接続されてい 
るか確認してください。 

「CANNOT LINK 2」： 

i.LINK 接続したい機器を識別できないので、その機器か5の信号を受信できない。 

「LINK CHECK」 ： 

LLINK 接続関係を確認している。例えば本機と lLINK 接続されているネットワーク上で、新しく機器び加えられた 
り、がされたりしたときに表示します。再生中にこの^ッセージが表示されたときは、音び違切れる場合びあります。 

「LOOP CONNECT」 ： 

i.LINK 対応機器間の接続において、接続びループになっている。 

「N0 NAME」 ： 

i.LINK 接続されている機器に、製品名または^一力一名などの情報びないとをに表示します。 

「N0 SIGNAL」 ： 

i.LIN K 対応機器でちレシーノ（一のよラに再生信号を出力しない機器や本機で受信でさない信号を出力する機器を選択 
した時に表示します。 

「PQLS OFF」 ： 

再生中に PQLS の機能び日 FF になったときに表示されます。このとき、音び瞬間的に途切れます。 

「PQLS ON」 ： 

再生中に PQLS び機能び ON になったときに表示されます。このとき、音げ瞬間的に途切れます。 

「UNKNOWN」 ： 


困 

〇 

た 

と 

を 
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i 丄 INK 接続されている機器の情報び認識できないときに表示します。 














困ったとを 


保証と アフターサービス 


保証書(別添) 


保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確か 
めて販売店か5受け取っていただを、内容をよくお読 
みのラえ、大切に保管してください。 

「保記期間はご購入曰か61年間でず 。I 


補修用性能部品の保有期間 


当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 

修理に関するご質問、ご相談 


お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 

修理を依頼されるとさ 


修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思つ 
たら」の項目をご確認ください。それでも異常のあると 
きは、必ず電源プラグを抜いてか5、販売店へご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
求めの販売店に修理のご依頼びでさない場合は、別添 
の r 修理窓口 -ご相談窓口のご案内」をご覧になり、修 
理受付センターにご相談ください。 


連絡していたださたい内容 


• ご住所 

• お名前 

• 電話番号 

• 製品名： AV マルチチャンネルアンプ 

• 型番： VSX - AX 3 i 

• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保証期間が過ぎているときは： 

修理すれば使巧でさる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記のま意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1. 一般家庭用政がでの使用（例：店鋪などにおける 
巨 GM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないでください。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フオンを接続する場含はマイク□フオンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよラな大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないでください。 


受情点検 


口 


長年ご使巧のオーディオ製品の点検をおずず 
めいたします。こんなを状はありませんか？ 

-電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 
-電源コードにさけめやひび割れびある。 

-電気が入つたり切れたりずる。 

-本体か S 異常な音、熱、臭いがずる。 


故障や事故防止のためずぐに使 
用を中止し、電源プラグをコン 
1^セントか6巧を、「な証とアフ 
夕ーサービス」（上記）をお読み 
の上、修理受付センター（裏表 
紙）に点検をご依頼ください。 
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困つたとを 


記号-数字順 

0.1チャンネル .9. 94 

12 V TRIGGER (12 V hU ガ ー). 76 

曰已 kHz .94. 99 

□□ . 38, 43. 94, 95, 99 

i .30. 42, 72,100 


AAC ( MPEG -2 AAC ).96. 99 

Acoustic Cal EQ .41,61 

ADV . SURR (ADVANCED SURROUND ) …..…38, 98. 99 

AUTO SURR (AUTO SURROUND ).38, 99 

AMP ERROR .106 

Dial . Norm .95 

DIALOG E .47 

DIRECT .38 

DOLBY . 38, 43. 94, 9 己， 99 

□ R 仁 .73 

DTS . 38, 44, 94, 9 已 ，99 

DUAL MONO (Dual Mono ).74 

DVD 才ーディオ . 30, 42. 94, 99, 100 

EXTENDED モード （EXTENDED MODE ).40. 99 

し LINK .30. 42, 72, 100 

旧 .82 

LFE (Low Frequency Effect ).23, 6 巨， 67, 7 已 

LISTENING MODE .38. 94, 98. 99 

LOUDNESS .46 

MCACC . 已 6 

MIDM 白 HT .46 

MPEG -2 AAC .9 已 ，99 

MULTI CH IN .30. 42 

MULTI-ROOM (& SOURCE ).79 

Neo :6. 38, 44, 94, 9 已 ，99 

OSD (メニュー画面） . 14,曰 7 

OVERHEAT .106 

PCM .94 

PRE OUT (プ U アク S ). 已 8, 83 

RS -232 C .24 

S 400 .30. 99 

SACD .30. 42, 77. 94, 99, 100 

SR +.84 

STANDARD .38. 99 

STEREO (/ DIRECT ).38. 99 

System Setup (メニュー画面） . 已已，57 

THX (HOME THX ) . 38, 97. 99 

TONE (トーンコント□ール） . 46 


五十音順 

アコースティックキャ1」プレーシヨン E 曰 . 41，61 

ァナ□グ . 30. 33, 37 

一覧（全体図） 

表示部（ディスプレイ） . 23 

前面部（フ□ントパネル） . 21 

背面部 （ U ァパネル） . 24 

コード/ケーブル . 吕己 

リモ]ン . 19, 92 

システムセットアップ（メニュー）設定項目 . 己己 

初期設定（工場出荷時の設定） . 102 

U スニングモードと出カチャンネル数 . 99 

インプットアッテネーター . 47 

才_トセットァップ （ AUT 曰 MCACC ). 13 

音場補正 （ MCACC ). 已6 

音量（音量バランス、出カレベル） . 3已，4己，已日 

ク□スオーバー周波数 . 6巨，67 

再生モード（リスニングモード） . 38,日4, 98,日日 

サブウーファー . 6巨，7己，93,10己 

サラウンド（リスニングモード） . 38,日4, 98,日日 

サラウン ドバック . 40, 4己， 49. 58, 93 

周波数（特性） . 41，己6,61 

初期化（リセット、クリア） 

本体 . 102 

U モ]ン . 91 

初期設定（工場出荷時の設定） . 102 

仕様（スペック） . 103 

スピーカー 

接続 . 26 

Bi-Amp (バイアンプ）接続 . 78 

Bi-Wire (バイワイヤ）接続 . 78 

設置-配置 . 27,日3 

インピーダンス切り操え . 27 

設定 .13. 55, 65 

接続 

コード/ケーブル . 25 

スピーカー . 26 

映像機器 . 28 

その他 . 31〜3已， 79. 83,84 

設定 . 27,巳已，88,102 

操作ボタン-操作キー 

本体 . 21 

リモ]ン . 19, 92 

ダイナ S ックレンジ . 73 

デつード .38. 94, 99 

デジタル . 33. 70, 94 

デュアルモノ . 74 

ド J レビー .38. 43, 94, 9己，99 

バーチャルサラウンドバックモード . 45 

ビデオコンバーター . 28 

表示 

本体 . 23 

リモ]ン . 19, 88 

設定画面 . 55 

メッセージ（エラーメッセージ） . 108,109 

フオーマット . 23, 36, 38. 94, 99 

マルチルーム . 79 

g 次 . 6 

U スニングモ ー K . 38, 94. 98, 99 


さ < いん 


本機を操作するときの主な用語や表示をまとめました。参照ぺージに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


アルファベット順 


困つたと去 














































































































ご相談窓 □ -修理窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い巧めの販売店様へ 
ゎ問い么 " t •^廿く尸'し、 

なお、修 i 里をご巧ま頁される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら J を一度ご覧になり、故障かどうかご 
巧認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入日③故障を状を具体的に、ご連絡ください。 

♦ホームぺージ「商品についてよくあるお問い合わせ」 FAQ のご案内 http :// faq . pioneer . co . jp / faqnavi / piofaq / top / navi.cgi 

<下記窓口へのお問い合わせの時のごま意 > 市外局番「0070」で始まる y フり-フォン及び「0120」で始まる函フトグイヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、ご使巧になれません。 
また、【一般電話】は、携帯電話 - PHS などからご利用可能ですが、通話料がかかります。 


商品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


カスタマーサポート七ンター（全国共通フリーフォン） 




受付月曜〜金曜9 : 3 0〜17 : 0 0、±曜•日曜•祝日9:30〜12:00、13:00〜 

17:00 

(弾化休業日は除く） 


•家庭用オーディオ/ビジュアル商品のごネ目談窓口およびカタログのご請求窓口 

一般電話 

【一般電話】 

0070 -800-81 81 

03— 已 496-2986 

-22 

♦カタログ請ホとメールマガジン登録のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.html 

♦ファックス受付 


03-3490-571 8 



部品のご購入についての ご 相談窓口 


♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入については、部品受まセンターへお問い合わせください。 


部品受まセンター 


受付月曜〜金曜9:30〜18:00、±曜■日曜•祝日9: 

電話（フトグイヤル）函012 0 - 日一 

-般電話 0538-43 

30〜12:00, 13:00〜17:00 (醉社な業日は除く） 

8 1 0 9 5 ファックス（フトグ仆ル）函0120-日 一81 09日 

-116 1 

修理についてのご相談窓口 

•お買いホめの販売店に修理の化頼が出来ない場合は、修理受付センター^^ . (ミ 中縄の方は、冲縄サービスステーションへ） 

修理受付センター(冲縄県を除く全国） 


受付月曜〜金曜9:30〜20:00、±曜■日曜-巧日9: 

電話（フリ-グイヤル）^ 012 0 - 5 - 

—般電話 03-5496 

30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社が業日は除く） 

8 1 0 2 8 ファックス（フトグイヤル）函0120 -5-81029 

- 2 0 2 3 

沖縄サービスステーション（冲縄県のみ） 


受付月曜〜金曜9 : 3 0〜18 : 0 0 (±曜■日曜•祝日■弊社休業日は除く） 

—般電話 098-879-1 91 0 ファックス 09呂 一87 9 — 1 3 5 2 

VO し 009 


/ JIS C 日1000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性\ 
-第 3-2 部：限度値-高調波電流発を限度値 (1 相当たりの入 
力電流び 20 AU 下の機器)」に基づを、商用電力系統の高調 
\波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 j 
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